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第一章　死なない男と青天の霹靂




　思えばその問いかけが、全すべての始まりであったように思えてならない。
「ねえ、あんたと桐きり崎さきさんって、付き合ってるんだよね？」
　何ヶ月かげつぶりかで定時に帰宅した乃の出で雪ゆき華か──オレの姉さんと、夕飯を久方ぶりに共にし、穏おだやかに過ごしていた、そんな時だった。
　豚ぶたのしょうが焼きを箸はしで摘つまみながら前述のようなことを言うので、オレは思わず口に含ふくんだ味み噌そ汁しるを吹ふき出だしてしまう。
「うわ、きたな。エンガチョー」
「……なんだって？」
　布ふ巾きんでテーブルを拭ふきながらそう訊きくと、姉さんは冷えた麦茶を飲みながら、「だから」、と続けた。
「クギトと桐崎さんは、ラブラブなのよね？　と」
「さっきと質問が違ちがうぞ」
「聞こえてるなら、わざとらしく『なんだって？』なんて言うんじゃないわよ。照れてんの？」
「……別にそういうわけじゃねえけどよ」
　なんなんだ、突とつ然ぜん。オレが沈ちん黙もくしていると、姉さんは更さらに言葉を重ねた。
「ねえ、どうなの？　付き合ってるの？　ラブラブなの？　いちゃいちゃしてるの？　フォーエバーラブなの？　ウィズミーなの？」
　ああうるせえ。
「そうだよ付き合ってるよ！　それがどうかしたのかよ」
　あくまで表向きだけどな、とは心の中に仕し舞まっておく。
「いやさあ、あんた、夏休みに旅行したじゃない？　桐崎さんと」
「久く遠おんも一いつ緒しよだけどな」
　あれは確か八月の初めだから、もう一ヶ月以上前になるのか。歳としをとるごとに、月日の経たち方が速まっているような気がする。
「で、帰って来たじゃない」
「帰ってこなかった方がいいとでも言うのか」
「つまんないこと言うんじゃないの。で、あたし、訊いたわよね。『どうだった？』って」
「訊かれたな」
「あんたなんて答えた？」
　オレは、キャベツの千切りを噛かみ砕くだきながら視線を上にやり、思い出しながら答えた。
「『別に、なにも』」
「なんでよ！」
　姉さんが、思いっきり拳こぶしでテーブルを叩たたく。
「なんだよあぶねえな」
「なんでなにもないのよ。普ふ通つう、恋こい人びと同士が外がい泊はくすれば色々あるもんでしょ？」
「なにもねえからなにもないって答えただけだろ。っつーか、あったとしても言うわけねえだろ」
「……まあ、そうなんだけど。でも、あんたを見てると、なんていうか、本当に何もなかったんじゃないのかなーと思うのよね。勘かんだけどさ」
　概おおむね、当たっている。本当に一いつ切さい『なにもなかった』というわけではないが、しかし姉さんの期待しているようなことは皆かい無むだった。……と、思う。多分。
「……それがどうかしたのかよ？」
「別にあんたと桐崎さんの問題だから、とやかく言うつもりはないけどさ」
「ほう、今までとやかく言ったことはなかったと」コンドーム買いに行こうとしてた癖くせに。
「あたしがとやかく言えばそれはもうすごいことになるわよ」
「そうか。じゃあ、これからもとやかく言わないことを期待しよう」
「でもさあ、もうちょっとあんた、ちゃんとした方がいいんじゃないの。付き合ってもう、半年以上でしょ？」
「そうなるなぁ」思えば長いもんだ。
「桐崎さんだって、やきもきしてるかもしれないわよ。あんたは本当、昔から人の気持ちには鈍にぶいんだから」
「へえへえ」
　適当に返事をして、ほうれん草の胡ご麻ま和あえを食べた。
「なんなのよ、その『うるせえなあ、このババア』とでもいうような思春期にありがちな反はん抗こう的てきな態度は。あたしはねえ、あんたのそういうところが一番心配なのよ。人と関かかわってない内はそういう姿勢でもいいでしょうけど、誰だれかと親しくなって、しかもそれが恋れん愛あい感情が絡からむとなると、いつまでもその調子じゃ、ややこしいことになるわよ」
「ややこしいことって？」
「例えば……そうね」
　一拍ぱくを置いて後、姉さんは、頷うなずいてから言った。
「──桐崎さんを、他ほかの男の人にとられちゃうとか」
　ははははははははははははははははは！
「ははははははははははははははは」
「な、なによ。無表情で声だけ笑わないでよ」
「上半期で一番笑えるギャグだな、姉さん」
　いやあ、面おも白しろい、面白い。
「なにが可お笑かしいのよ。あのね、あんた、分かってないかもしれないけど、桐崎さん、はっきり言って滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいいわよ？　それに、今時の子に珍めずらしく落ち着いていて礼れい儀ぎ正ただしいし、立たち居い振ふる舞まいも見事。本当、なんであんたみたいなインチキチンピラと付き合ってくれてるのか不思議で仕方ないんだから」
　インチキチンピラって言うに事欠いて……なんてぴったりな仇あだ名なを。
「あいつに他の男が？　ねえだろ」たとえ世界のバランスが崩くずれて女という女が桐崎一人を残した末消えたとしても、金輪際ねえよ。
「どうしてそう言えるのよ。あのねえ、そうやって調子に乗って恋人をないがしろにしてると、いつか痛い目に遭あうんだからね！」
「はいはい、ご忠告痛み入りました、っと」
　オレは残ったご飯を口にかっこんで、器うつわを重ねると、それをもって立ち上がった。
「っつーか、前から言いたかったんだけど、姉さんこそ人の恋愛気にする前に男の一人でも──」
　ばこんっ、という音がして、オレは前にぶっ倒たおれた。目の前に、味噌汁を入れていた器が落ちて転がる。
「なにか、おっしゃいましたかしら？」
　背後から聞こえる明確なる殺意をもってして投げかけられたその問いかけに対し、矮わいし小ようかつ脆ぜい弱じやくである人という身であるオレは、こう答える他、方法が見当たらない。
「……いいえ、なにも」
　いつも通りの、夜だった。


　その時のオレは笑い飛ばしたがしかし、はたと冷静になって考えてみれば確かに、なくはないと思える話ではある。
　桐崎恭きよ子うこという人物はオレの通う市いち立りつ明めい答とう学がく園えん、その全生徒と比ひ較かくしたとしても、一、二を争あらそうほどの美び貌ぼうと才能を有している。
　さらりとした流れるような髪かみの毛けを肩かたの辺りで鮮あざやかに切きり揃そろえ、化けし粧ようっ気がほとんどない癖に透とう明めいで艶あでやかな白い肌はだをもち、黄金比率と言うに相応ふさわしい均整のとれた体つきで歩く様は、なるほど、男だけでなく、女をも魅みり了ようするだろう。おまけに清せい楚そで慎つつましく、どんな時にも周囲への配はい慮りよを忘れない。決して自身を驕おごることはなく、かと言って嫌いやみなほど謙けん遜そんもせず、ただ、自然体として己おのれを保つ。加えて言うなら成績も学内上位にあり、運動もそこそここなす。
　完かん璧ぺきという二文字の言葉が当てはまる、数少ない人物ではあった。
　そう──あくまで、表向きは。
「……どうした、クギト？」
　シャープペンシルをもった手を止め、目の前にいる桐崎が首を傾かしげた。
「私の顔に何かついてるか？」
　放課後──図書室。読む本はほとんどが漫まん画がというオレにとってはおおよそ不似合い過ぎる場所である。そんなところでなにをしているかと言えば、これがまた信じられないことに、現状、この世で最も過か酷こくな労働であるとオレが思って止やまない、勉学に勤いそしんでいるわけである。オレも、もう高校三年。おまけに二学期になったとあって、少しくらいは受験対策のため（テストも控ひかえていることだし）頭に知識を詰つめ込む作業をしなければならないと、非常に遺い憾かんながら桐崎に勉強を教えてもらっている、というわけだ。
　正確に言うならりんとも一緒にやる予定だが、あいつは日課であるボランティアでの校内清せい掃そうを行っており、少し遅おくれてやってくることになっている。少しくらいなら手伝うがと提案したが、笑え顔がおで手を振り、「わたしの勝手にクギちゃんたちを巻き込むわけにはいかないから」と先に行くよう勧すすめた。本当、頼たのまれもしないのによくやるものだ、と感心する。
「いや、別に……」
　オレは、片かた肘ひじをついて手の上に頬ほおを載のせると、何気なく言った。
「お前って、可愛いよなと思って」
「……へ？」
　桐崎が、シャープペンシルを取り落とす。コンビニで世界の真理が売っていたのを見た時のような顔をした後、
「へあっ!?」
　奇きみ妙ような声を上げて飛び上がった。
「どうかしたか？」
「え、あ、え、あ、え？」
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　何な故ぜか耳たぶまで赤く染め、慌あわてたように周囲を見み渡わたす。何を見つけようとしてるんだ、こいつは。
「……な、なんだ、と、突然！」
「声が大きいぞ」
　オレたちのいる席は室内でも一番隅すみの、それも歴史書や資料などが並んでいるために他とは離はなれた場所に位置する席だ。しかし、それでも先ほどの大声は、にわかに周りからの視線を集めていた。注意すると、桐崎ははっと我を取とり戻もどしたかのように、「あ、ああ、すまん」と咳せき払ばらいした。それでも少しだけ頬を朱しゆに染めながら、小声で言う。
「……ど、どうしたんだ、いきなり」
「なにがだよ。だから、お前って本当、可愛いよな、と」
「や、やめろ。貴様らしくもない。ちょ、直球で褒ほめるな。……照れる」
「いや客観的に見たら、まあ、お前はやっぱ可愛い部類に入るんだろうな、と思ってよ。ふと」
　何を動どう揺ようしているのか分からんが。
「……そう冷静に言われるとどうすればいいのか分からなくなってくるな。ありがとうと言えばいいのか？」
「いや、別に要いらんが」
　手を振り振り、ようやく落ち着いてきたように見える桐崎へ、オレは言った。
「実際のところ、お前って、他の男から付き合ってくれとか言われたことあんのか？」
「なんなんだ、さっきから。私との間にある愛が疑わしくなったか？」
「初めから無いもんの存在に疑念を抱いだく必要がどこにある？」
「そうばっきりと否定されるとさすがに傷つく……」
　そりゃすまん。
「……まあ、正直に言えば、無いわけではない」
　桐崎は、広げていた教科書に目を落としながら、呟つぶやいた。
「何度か登校途とち中ゆうに告白されたことはあるし、家のポストに送り主不明の手紙が何通も放ほうり込まれていたこともある」
「へえ、ラブレターか」
「うむ。中には、前世での繋つながりがあるので共に魔ま王おうゾヌグラフトを倒すために異世界へ旅立とうという香こうばしいお誘さそいもあったが」
「行けばよかったじゃねえか」
「日帰り出来そうにないのでお断りした」
　オレは息をつき、手にもったシャープペンシルを回した。
「で、誰かとは付き合ったのか？」
「そんなわけないだろう」
「どうして」
「そんなこと……女から、言わせないでよ。ばか」
「腰こしをくねらせながら潤うるんだ目で言うな」
　呆あきれたように突っ込んだオレへ、桐崎は苦くし笑ようしながら言った。
「……私には、そんな資格などないよ」
　シャープペンシルを回していた手を止める。……やっちまった。オレは額に手を当て、深々と息をつく。
「……悪い」
「いや、気にするな」
「いや、今のはオレが悪かった。すまん」
　自分で自分をぶん殴なぐりたくなった。桐崎がそういうことが出来ないことは、オレが一番よく知っているはずなのに。
　こうして会話をしていると、本当に、そこら辺りにいる同じ歳の学生と変わらないから、つい、【そのこと】を忘れてしまう。
「……さすがに失言だったな」
「いや、だから──」
　と、続けようとして、桐崎は言葉を止めた。何かを考えるように瞼まぶたを閉じ、やがて、目を開ける。そして、どうしたわけか、こっそりと周りの様子を窺うかがった。
「どうした？」
「ん……いや」
　言葉を濁にごし、しばらく迷うように視線を泳がしていたが、やがて口に手を当てて小さく言う。
「……本当に悪いと思っているなら、少しだけ、お願いしてもいいか？」
「…………」
　頭の奥おくで、ど派手にサイレンが鳴なり響ひびいた。
「……なにをだ？」
「いや──その、なんていうか」
　頬を掻かき、仄ほのかに顔を紅潮させながら、身を乗り出して、オレの耳元で囁ささやく。
「──一度、こういう静かな場所で、ヤってみたいなーと思って」
「嫌いやです」
　速そつ攻こうで断った。が、一度【その気】になった桐崎を、止められる奴やつなんていない。桐崎は、椅い子すを引いて一度立ち上がると、すぐに机の下にもぐりこんだ。
「お、おい待て。ちょっと。いくらなんでも不ま味ずいだろ、ここは」
「大だい丈じよ夫うぶだ。この場所は、周りが本ほん棚だなに囲まれているから、音を立てないようにすればバレない」
「阿あ呆ほう、もし万が一見つかったらどうするんだよ……！」
「声が大きいぞクギト」
　そう注意して、桐崎は、オレの足元から顔を覗のぞかせた。
「ちょ……お前、なにするつもりだよ」
「ナニするつもりだ」
　最低の冗じよ談うだんを口にして、オレの椅子を押おす。少しだけ空いた間に無理やり体をねじこむと、オレの腰に座すわった。つまり、オレが桐崎を抱かかえ込んでいるような状態になったわけだ。
「……えーと、桐崎さん。これ、どうにも、非常にヤバい体勢のように思えるんですが」
「そう、非常にヤバい」
　頷いて、桐崎は、その艶やかな唇くちびるを舐なめた。
「──私の、欲情が」
　いや、お前の状態とかじゃなくてよ！　大丈夫!?　周りに人いるよ!?　脳のう細さい胞ぼうはどこへいったの!?

「まったく酷ひどい男だ、貴様は……私をこんな風にして」
　破は壊かい的てきな責任転てん嫁かをするな！
「お前が勝手にそうなったんじゃねえか……！　自動的に！」
　激しく罵ののしった上に突つき飛とばしたいが、周囲を慮おもんぱかってどうにも出来ない。なされるがままだ。オレの体にもたれかかると、桐崎は左右に開いた脚あしの内、左の方のスカートを少しずつ上げていく。徐じよ々じよに露あらわになる白く滑なめらかな肌をもつ太ももには、無骨なホルスターがはめ込まれていた。そこに差されたナイフを、ゆっくりと引ひき抜ぬく。
「ま、待て。確かにオレが悪かった。だが、冷静に考えろ。誰かに見られたらどうする」
「興奮する」
　変態がいる────ッ！
「クーギト」
　音階をつけてそうオレの名を呼び、桐崎は淑しゆ女くじよの仮面を脱ぬぎ捨すて、欲望を丸出しに、深く笑った。
「血ち飛沫しぶき、上げよっ」
　嫌だああああああああああああああああああ！
「おぶふっ！」
　心の絶ぜつ叫きようを聞く者はおらず、遠えん慮りよなく刺さし込まれた刃やいばの鋭するどい痛みに、オレは思わず声を上げた。
「ダメだぞ、クギト。あんまり声出だしちゃ。サしてるとこ、バレてもいいのか？」
　だから普通、言うことが逆じゃねえええええええええ!?

　全力でつっこんだその疑問は、やはりどこに届くこともなく、静せい粛しゆくなる場に寂さびしく消えていくのだった。


　……そう、桐崎には、絶対に他の男と付き合えない理由がある。こんな万年発情刺殺魔女とは、【死なない男】であるオレ以外の、どこの誰が付き合えるというのだろう？
　桐崎にだって、そのことはよく分かっている。だから、こいつは、どんな奴が告白して来ようとも、その全すべてを断るだろう。
　だから、姉さんの心配は、杞き憂ゆうに過ぎないのだ。
　オレは、自分に押し掛かかるようにして体を預け、ぐりぐりと何の躊躇ためらいもなく刃は物ものをぶっ刺している鬼き女じよを見下ろしながら、頭の片かた隅すみでそう思っていた。


　──思っていた、はずだったのだが。
「す、好きなんです！」
　そのすっとんきょうな声が聞こえてきた時、オレは丁度、校舎裏に居た。そんなところで何をしていたのかと言えば、不良よろしく喫きつ煙えん行こう為いなどして浅はかな社会への抵てい抗こうを楽しもうとしていたのだ、というわけではない。単純にゴミを捨てるため焼しよう却きや炉くろへ来ていた。昼休み、たまたま姉さんが外で食事をする予定があるために弁当が要らず、自分の分だけ作るのもなんなので、今日はパンで済ませておこうとオレは購こう買ばい部ぶへ行こうとしていた。その道中、目の前で明らかに一人が持てる積せき載さい量りようを超こえているであろうゴミを抱えてふらふら歩いている見覚えのある後ろ姿を見かけたのだ。声をかけると、やはりそれは、そろそろ広こう辞じ苑えんの【善人】という項こう目もくに名前が載のるのではないかと思うほど度を越こえたボランティア精神をもつ女、久遠りんだった。話を聞けばクラスのゴミ捨てをしようと歩いていたら、同じようにゴミ当番（ウチの学校ではクラスのゴミを処理するのは当番制になっている）である他の奴らから『じゃあこれもお願い』と次々渡わたされてしまったらしい。酷い話だが、こいつと付き合っているとよくあることである。どうやら人の頼みごとを断る、ということを母親の腹に置いてきてしまったらしいりんは俗ぞくに言う【いい人】で、それを知っている意地の悪い奴らが利用して様々な面めん倒どうごとを押し付つけるのである。そのまま見過ごすのも後味が悪いとオレは手伝いを申し出、それを拒こばむりんを無視して勝手にゴミを分担し、ここまで運んできたというわけだ。ちなみにりんは今、焼却炉に入れていいものと別にしなければならないもの（ようは燃えるゴミと燃えないゴミ）を分ける作業をしている。そっちも協力をしようとしたが、『これはそんなに面倒じゃないから』とやんわり断られてしまった。実際、りんのやり方はかなり手て際ぎわが良く、下手にオレが横から手を出すと余計面倒なことになりそうだった。そのため、手て持もち無ぶ沙さ汰たになったオレは仕方なく、もうりんは一人でも大丈夫だろうと帰ることにした──長くなってしまったが、とにかく、そんな時に、その声は聞こえてきたのだった。
「ぼ、僕ぼくと──付き合ってください！」
　思わず足を止めてしまう。丁度、曲がり角の先に声の主はいるようだった。これは不味いところに出くわしたな、とオレは頭を掻く。
　好きなんです。付き合って下さい。
　冷静になる必要もなく、どう考えても愛の告白というやつだろう。まあ、別にオレたちの年ねん齢れいならおかしくはない。テレビのドラマなんかじゃよく見る風景だ。が、実際に出くわしたのは初めてだった。
　さてどうしたものか、と思う。気を使うならすぐにでもこの場所から去るべきだろうが、生あい憎にくと、焼却炉は校舎裏のどん詰づまりにある。つまり、この先を進まなければ購買部には行けないというわけだ。果たして、空腹を我が慢まんしてまで見知らぬ男女の恋れん愛あい沙ざ汰たに配慮しなければならない義理がオレにあるのだろうか？　否、ない。
　悪いな青春真っ盛り。ちょっとお邪じや魔まさせてもらうぜ。
　軽く息をついて、オレは、角を曲がろうとし──
「……っ!?」
　体の半分ほどを出してカップル（仮）の方へ視線を傾かたむけた瞬しゆ間んかん、思いっきり目を見開いた。
「嘘うそだろ……まじかよ」
　慌ててストップし、そのまま軽く跳とんで後方に下がる。そして、壁かべに張り付いて、こっそりと覗き見みた。
　ここからでは向かい合っている二人の内、男の方しか見えない。
　好青年──というのだろうか。その表現がぴったりくるように思えた。髪は耳にかかる程度で切り揃え、心持ち幼く見える顔つきを、今は緊きん張ちようで堅かたく引き締しめている。大きな目は真まっ直すぐと相手を見み据すえ、気持ちいいくらいに綺き麗れいな瞳ひとみをしていた。全体から、澱よどみなど一つも見当たらない、純じゆ粋んすいそのものと言ったオーラを感じる。早い話が、オレとまるで正反対の印象を相手に与あたえる人物だ。
　が、正直なところ、男の方はどうでもいい。
　重要なのは、その好青年に告白されている──女の方だった。
　こちらには背中を向けているために後ろ姿でしか判別つかないが、慣れ親しんだオレにははっきりと分かる。
「……桐崎だ」
　そう──間ま違ちがいなくそいつは、オレが知る上で最も危険な女、桐崎恭子だった。
「あの……私」
　普ふ段だんからは考えられないほどおっとりとした動作で、桐崎が困ったように小首を傾げて頬に手を当てる。いつもの、オレ以外の奴と接する時にあいつが使うお嬢じよ様うさまスタイルだった。
「あ、ごめんなさい。いきなり過ぎましたよね」
　好青年は自分の切せつ羽ぱつまった行動を恥はじるかのように頭を掻き、咳せきばらいをして桐崎と向き直った。
「僕ぼく、四しの宮みや卓たく巳みって言います。先日、この学校に転校してきました。まだ二年なので、桐崎さんの後こう輩はいになります」
「あ……はい。初めまして」
　桐崎は、気持ち悪いほどに折り目正しい態度で、深々と礼をした。つられて四宮と名乗った男も、慌てたように頭を下げる。
「あ、あの……」
　ゆっくり顔を上げ、そして、頬をわずかに染めながら、それでもはっきりと言う。
「さっきも言いましたけど、もし宜よろしければ──僕とお付き合いして頂けませんか？」
「…………」
「その、こんな話、信じられないかもしれませんが──」
　苦笑しながら、四宮は口にする。
「はっきり言って、一ひと目め惚ぼれなんです。二学期になってこっちの学校に転校してきた時、偶ぐう然ぜん、桐崎先せん輩ぱいのことを見て……その」
　言い難がたいことのように一いつ旦たん言葉を切って、それから後、軽く深呼吸をする。
「……信じられないくらい、綺麗な人だなって思ったんです」
「あの──」
「あ、でも、勘かん違ちがいしないで下さいね。見た目だけで告白しようと思ったんじゃありません。それから後、先輩のことずっと見てて──本当に、今まで出会ったことがないくらい、すごい人だなって思って。皆みんなに優やさしいし、気き遣づかいも出来るし、それなのに、少しも無理をしていない感じがして……」
　……おいおい。こいつはなんか、妙みようなことになってんな。
　先日の、桐崎との話を思い出す。
　──……まあ、正直に言えば、無いわけではない。
　あれは、マジだったってわけだ。いや、別に疑っていたわけじゃないが──まさかその現場を目まの当あたりにするとは。
　まあ、前述したが確かに桐崎ってのは見た目だけで言えばパーフェクトに近い人間だ。真実を知らない奴から見れば、そりゃ、手を出したくもなるというものだ。だが、今のところ、オレと桐崎が恋こい人びと関係を結んでいるというのはウチの学校じゃ広く知しれ渡っている。そのため、近きん隣りんの不良を纏まとめて支配しているとか、単身ヤクザの事務所に乗り込んでいって全員血ち塗まみれにした上その場に居た奴らを軒のき並なみ舎しや弟ていに置いたとか、そういう根こん拠きよのない噂うわさの広まっているザ・ベスト・オブ・面が悪い、であるオレの彼かの女じよをとろうと蛮ばん勇ゆうに等しい行動をする男は現れてはいない。しかしこの四宮という男は、先日転校してきたばかりだということで、それならばメイガクの事情を知らないのも無理はないだろう。
「……こりゃちょっと、面おも白しろいな」
　オレは思わず呟いて、片口を上げた。オレの知らないところで、桐崎が他人とどう接しているのかを知るいいチャンスだ。ひょっとすれば、一いつ般ぱん人じんとして対応に困る桐崎、という空を飛ぶツチノコばりにレアな場面を見られるかもしれない。
「なにが面白いんさ？」
　しかし突とつ然ぜん聞こえてきた声に、オレはびくりと体を竦すくませた。がばっと振ふり返かえると、頭一つ分下のところで、りんが三つ編みを揺ゆらしながら小首を傾かしげていた。どうやらゴミの分別作業は終わったらしい。まったくもって、タイミングの悪い……！　オレは、慌ててりんの口を手で塞ふさぐと、そのまま自分の傍そばまで抱き寄よせた。
「ふがっ！」
　突然の出来事に目を白黒させるりん。詳しよ細うさいを問うかのように、オレを視線だけで見上げる。
「……今ちょっと、非常にネタになるものを拝見してるところだ。静かにしてくれ」
「ふがふがあ」
「そうだな、お前が正しいな。でも世界はいつだって残ざん酷こくなもんなんだよ」
　適当に話を合わせると、りんは眉まゆ根ねを寄せて、オレの手を少し強く叩たたいた。どうやら離せ、と言ってるらしい。
「……何も喋しやべらないか？」
「ふがー」頷うなずく。
「よし」
　そっと手を離す。りんは、長く息をついた後、オレに抱かれた体勢のまま上目使いで言った。
「どうしたの……？」
「いいか、聞いて驚おどろけ」
　なぜか少し顔を赤くしているりんへ、オレは小声で言った。
「桐崎が、告白されてる」
「ええっ!?──ふがっ！」
「だから、大人しくしろって！」
　再び口を塞ぐ。見ようによってはか弱い女を手て篭ごめにしているようにしか見えない。バレてないだろうな、と思って覗くと、四宮は沈ちん黙もくし続ける桐崎を困こん惑わくしたように見ていた。よし。大丈夫だ。
「いいか、喋るなよ。絶対だぞ」
「ふが、ふが」何度も頷くりん。
「宜よろしい」
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　再び解放。息が詰つまったのか軽く咳せき込みながら、りんはオレを見上げて言った。
「どうして……？」
「どうしてって？」
「だって、桐崎さん、クギちゃんと付き合ってるって……皆、知ってるよ？」
「あいつ、つい最近転校してきたんだそうだ」
「ああ、それでか……分かった。それで、どうしてクギちゃんはこんな風に覗き見みたいな真ま似ねしてるの？」
「面白そうだからだ」
「……ひどいなあ」
　眉み間けんに皺しわを寄せて、ちっとも恐こわくもない睨にらみを利きかせるりん。
「まあ、そう言うなって。あいつが狼ろう狽ばいするような姿、見られるかもしれないだろ」
「そんなの、面白くないもん」
「オレは面白いんだもん」
「うううー」
　わざとらしく真似をされたのが気に食わなかったのか、りんは犬のように唸うなった。が、その後で、思い出したように言った。
「あの……それで、クギちゃん」
「あ？」
「そろそろ、放してもらってもいいかな……？　ちょっと、恥ずかしいよ」
「あ、ああ。悪い」
　すっかり忘れてた。抱だきかかえていた手を解くと、りんは少し距きよ離りをとり、何度か咳ばらいをしてスカートを払はらった。紅潮した頬ほおを、軽く手で叩いている。
「なにしてんだ」
「なんでもない」
　ゆっくり息を吸って吐はくりんへ、オレは手を振った。
「ほら、こっち来い」
「もう……悪あく趣しゆ味み」
　止めに行っても相手に迷めい惑わくがかかるだけだと悟さとったのだろう。存外にも大人しく、りんはオレの傍に寄って身を隠かくした。
「…………あの」
　長らくの沈黙を、桐崎が遂ついに打ち破った。四宮は、遂に審しん判ぱんの時がきたのかと姿勢を正す。
「は、はい」
「……お気持ちは、凄すごく嬉うれしいです。私みたいな人間に、そんなこと言ってくれて」
「じゃ、じゃあ!?」
「でも──ごめんなさい」
　きっちりと九十度、断りの形をとって頭を下げる。
「あなたとは、お付き合い出来ません」
「…………」
　四宮は、最初、様々な感情が入り混じったような顔をした。が、すぐにその後で、その全てが消きえ失うせたような、無表情へと変化する。そして、ゆっくりと肩かたを落としてため息をついた。
「……そ、そうですか」
「本当に、ごめんなさい」
　……なんだ、結構簡単に終わっちまったな。まあ、何度か同じようなことを経験しているから、慣れているのかもしれないが。
　四宮は、しばらくしてから、わずかに苦くし笑ようした。
「……いえ、そうですよね。僕なんかじゃ、あなたとは釣つり合わない」
「あ──いえ、そういうことじゃないんです。私、お付き合い──」
「でも！」
　勢いよく面を上げ、四宮は、きりりとした顔で言った。
「それは、今の僕なら、ということです！　僕は、一いつ生しよ懸うけ命んめいに努力します！　少しだけ待たせてしまうかもしれませんが、必ず、あなたと付き合うに相応ふさわしい人間になることを、お約束します！　だから、お願いします、まずはお友達からで、お願い出来ませんか!?」
「あ、いえ、その、お友達なら構わないんですが、私、実は──」
「ありがとうございます！」
　大声でそう言って、四宮は一歩踏ふみ出し、桐崎の手を握にぎった。
「絶対にあなたを裏切りませんよ！　少しずつでいいんです！　僕のことを認めて下さい！　それまで、僕はあなたのことを諦あきらめません！」
　そのままぶんぶんと振って離はなすと、勢いよく頭を下げる。
「僕の勝手なお願いを聞いてくれて、ありがとうございます！　では、また！」
「あ、ちょっと──！」
　桐崎の言葉を聞くこともなく、四宮は振り返ると、「それでは！」と声を上げて、小走りで去っていってしまった。
「…………」
　後には、引き止めるように伸のばした手で、虚こ空くうを掴つかむ桐崎が一人。
「……なんか、無む駄だに真っ直ぐな奴やつだな」
「うん……そうだね」
　悪い人間じゃあなさそうだが。その分、少し面倒くさそうだ。
「桐崎さん……大だい丈じよ夫うぶかな」
「さあて、どうなるかな」
　あの調子じゃ、大丈夫じゃあなさそうだが。オレが肩を竦めると──不意に、桐崎が、呟つぶやいた。
「……そこの二人」
『ひょう!?』
　ほぼ同時に、オレたちは奇きみ妙ような声を上げてしまう。固まっているオレたちのところへ、桐崎がやってきた。分かる奴にだけ分かる、物もの凄すごく不自然な笑えみを浮うかべている。
「先ほどから、聞いていたんですね？」
「あ、ご、ごめんなさい、桐崎さん……」
「いえ、別に構わないんですが……」
　苦笑して、桐崎は、オレの方へ近付いた。
「乃出さんったら、面白がって覗のぞいてたんでしょう」
「はは……まあ、様々な理り屈くつを排はい除じよして、最も簡潔かつ明めい瞭りような答えを模も索さくするというのなら、多分、そうなる」
「もう、悪い人──なんですから！」
　そう言った直後、桐崎はオレに抱きつき、素す早ばやくそれでいてこっそりと正に巧たくみの技わざとでも言うべき動きでスカートの内側からナイフを引き抜き、りんからは死角になるであろうオレの背中を。
　ぶっ刺した。
「ごふっ」
「こんなオイタしちゃ、もうダメですよ……？」
　甘あまえるようにそう言いながら、手はぐりぐりとナイフを押おし込み、おまけに指で抉えぐれた肉の内部をまさぐってくる。ぬおお、オイタしているのはどちらかと言えばお前だ。
「ウフフフー（ぐりぐりぐちょぶしゃりぐちゃ）」
「おお、おうふ……すみません、ほんとすみません」まじで本当勘かん弁べんして下さい。前から思ってたけどなんでそんなに隠れて人を刺すのが上う手まいんですか。誰だれを師に仰あおいで会え得とくした技術なんですか。
「？　クギちゃん、どうかしたの？」
　引きつった声を上げているオレをきょとんと見つめるりんに、オレは、何も言えず歪ゆがんだ笑みを返すだけだ。
「……今度私をからかうためのネタを探そうなどという真似をしたら、次は臓物刻んじゃうぞ」
　小声でそんなことを囁ささやく魔まのごとき迫はく力りよくをもつ女に、ＹＥＳと答える以外の方法があるならば、誰でもいいから教えて欲ほしかった。
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　……さて。
　思わぬところで桐きり崎さきのプライベートな部分を見てしまったわけだが、特にそれがどうというわけでもなく、数日はいつも通り過ぎ去っていった。オレにとっては少し面白いイベントがあった程度のもので、それ以上の大した意味をもっているわけではない。おまけに余計なことをしてしまったせいで、とんだ目に遭あってしまった。好こう奇き心しんは身を滅ほろぼすといいう言葉が痛く響ひびく。まあ、勉強になったということでよしとしよう。
　しかし、桐崎にとってはどうも、そう軽く済ませられるような事態ではないようだった。
　どうにも桐崎の様子がおかしいと、オレが気付いたのは数日前からである。それまでも多少、変なところはあったものの、あいつに奇き異いなところがあるのはデフォルトみたいなもんだから、特にどうとも思っていなかった。
　だがここ最近、どうも常に落ち着きがなく、オレと話をしていてもどこか上の空だ。何か心配事を抱かかえているかのように、時折ため息をつき、あらぬ方向を見て遠い目をする。
　そう毎日、毎日、同じような行動をとっていれば、いくらオレでも少しは気にかかるというものだった。
「おい、桐崎」
　屋上で、共に昼飯を食べていたオレは、またもや心ここにあらずといった感じの桐崎に向けて言った。
「最近お前、様子がおかしいんじゃねえか」
「うん？　ああ、うむ……」
　曖あい昧まいな返事をして桐崎、手にもっていたパン（フレッシュブタモツ味）の包みを破る。
「前のあいつ……名前なんつったっけな」
「四しの宮みや。まだ数日しか経たっていないのにもう忘れたのか」
　悪いな。自分に関かかわりない人間のことを覚えておくほど、オレの脳みそは義ぎ理り堅がたくない。
「そうそう、四宮。あいつのことか？」
　桐崎はパンにかじりつくと、口の中で咀そし嚼やくしながら「うむ」と短く答えた。その後、傍にあったペットボトル（シュワッとトマトジュース）を手にとる。
「なんというか、非常に困ったことが起きていてな……」
「なんだ、しつこく言い寄られているとか？」
「いや、それならまだ対処の仕様があるから、マシだったかもしれん」
　ジュースを一口、大きなため息をついた。
「……あれから以降、何も言ってこないんだよ」
「だったらいいじゃねえか」
　玉子焼きを齧かじりながら不思議そうに言うと、桐崎は「いや、そうじゃない」と前置きして、
「言ってこないだけなんだ」
「……どういう意味だ？」
「つまり、その──付き合ってくれ、とは言わないが、私が一人の時を見計らっては何かと話しかけてきたり、頼たのまれごとをされていた時には手伝いを申し出たりする」
　ああ。つまり言外に好意を含ふくませるような物言いや、行動をするということか。
「それも下心が見え見えならば、まだ、断る要素もあるんだが──どうも違ちがうようでな」
「と言うと」
「恐おそらく、彼かれは純粋に私と親しくなりたいと思っているんだと思う。恋れん愛あい感情抜ぬきで、いや、いずれそうなるとしても、少なくとも今はそういった気持ちで接してはいないのだろう」
「ほう」
　そういえば、告白の時、友達からでお願いします、とか言ってたっけな。いずれあなたに相応しい男になりますから、とかなんとか。それまでは恋人にしてくれとは言わないつもりなのか。
「今時珍めずらしいな。そこまで純粋に自分の言葉を守ろうとする奴」
「そうなんだ……だから、逆に困っている」
　まあ、確かに、露ろ骨こつな態度で出られた方がこちらも強く突つっ撥ぱねることが出来るだろう。本当に友達として振ふる舞まっているならば、よほど相手が不快な行動をとらない限りは、避さける必要はなくなる。
「……大変そうなのは分かったが、まあ、別にいいんじゃねえのか。付き合ってくれって言われてるわけでもねえんだから」
「このままだといずれ、また言われそうだ」
「じゃあその時にまた断ればいいんじゃねえか？」
「そうすれば彼はまた、出直してきます、と言って、友達からやり直すだろうな」
「なるほど。堂どう々どう巡めぐりか」
「その通りだ……」
　嘆なげきの深いため息をつき、桐崎はパンの残りを平らげた。
「なんとも難なん儀ぎな話だな。大だい嫌きらいだから近寄ってくんなって言えばいいんじゃねえか」
「いや……そこまではっきりと口にすると、必要以上に傷つけてしまいそうでな。少なくとも、私などにああして好意的に接してくれること自体を、拒きよ否ひしたいと思っているわけでもないし」
「なんだ、お前もまんざらじゃないんじゃねえか」
「ち、違うぞ！」
　地面を強く叩いて、桐崎は言い訳するように叫さけんだ。
「私は、別に、そんなことは、その……思ってない！」
「……なにを必死になってんだよ」
　驚いて、目をしばたたかせる。
「少しからかっただけだろ」
「あ……うん。すまん」
　自分でも予想外の対応をしてしまったのか、桐崎ははたと冷静に返って言った。
「しかし──そろそろ、何らかの方法をとって諦めてもらうべきだと思うんだが」
「お前も色々大変だな」
　完全に他ひ人と事ごとの口ぶりで、オレは手にもった麦茶を飲んだ。
「……冷たいな」
「あん？」
「仮にも貴様の恋人が、見知らぬ男に告白されて、困っているのだぞ。助けてやりたいとは思わないのか？」
「うむ。清すが々すがしいほどに思わん！」
「…………」
　桐崎が殺気を込めた目で睨んでスカートの裾すそに手を伸ばそうとするので、オレは慌あわててそれを制止した。
「ま、待て。そうやってすぐ行動に出るのがお前の悪いところだ」
「なにを言う。そうやってすぐ私を行動させるようなことをするのが貴様の悪いところだ」
　頬を膨ふくらませ、桐崎は胡坐あぐらを掻かいて腕うでを組んだ。
「でもよ、助けるつったって、一体どうすりゃいいんだよ」
「そうだな……、顔の悪い貴様の悪い部分を活いかして、悪い顔をしながら態度も悪く四宮に迫せまり、悪い人間だからオレの恋人に手を出だせば悪い目に遭うことになるぞと脅おどしてもらってだな」
「何回悪いって言うつもりなんだよ。悪い目に遭うって普ふ通つう言わねえだろうが」
　オレはつと吐と息いきし、やれやれと天を仰いだ。
「ようは諦めさせればいいんだろ？　だったら確かに、オレが脅すのが一番効果的なんだろうが……」
　大たい抵ていの人間なら、オレが一睨みして何事かを命じれば、即そく座ざに従うだろう。しかし、
「どうにもあいつの場合、そんなことじゃ折れない気がするんだよなぁ」
　記き憶おくの中で微かすかに残る、四宮の堂々とした姿。あれだけでは全すべてを知ることは出来なかったが、それでも、ちょっとやそっとの脅し文もん句くでどうこうされるようなタマじゃない気がする。寧むしろ、逆に抗あらがってきそうだ。
「……うーむ」
　桐崎は、唸ったまま黙だまり込んでしまった。オレは鮭さけの切り身を噛かみ砕くだきつつ、
「やっぱ、大嫌いで興味も無いってはっきり言うのが一番だと思うんだけどな」
「いや……それは、しかし……、ん？」
　何かを思いついたように、桐崎が顔を上げる。そして、不気味なほど全開で、にんまりと笑った。
「クギト、喜べ。いいことを思いついたぞ」
「お前の思いつくことでオレが喜んだことは多分、一度もないんだが……」
「細かいことは気にするな。いいか、これなら恐らく、大丈夫だ」
「……まあ、一応聞こうか」
　オレは、箸はしを置いて、桐崎の言葉を待った。
　桐崎は一度、咳せきをして間を空けて後、
「つまりは、四宮に、私との間に恋愛感情が生まれるなどありえないと思わせればいいわけだ」
「まあ、そうだな」
「と、言うことはだな──」
　そして、次の瞬しゆ間んかん。
「……はあ!?」
　桐崎の口から紡つむぎ出された『作戦』とやらの詳細に──思わずオレは、大声を上げていた。


　陽ひは欠片かけらを残して消え行こうとしていた。
　運動場からは酸素消費活動に逞たくましい運動部の喚かん声せいが聞こえ、ブラスバンド部は文化祭へ向けての練習に余念がない。
　放課後──校門の前で、一人の男が立っていた。四宮だ。どこかそわそわと落ち着きなく、一分ごとに腕うで時ど計けいを見ては、ため息をつき、周囲を見み渡わたしている。誰かを待ち望んでいるというのは、見え見えだった。
　そして、その誰かとは、最も早はや言うまでもないだろう。
「四宮さん！」
　背後からかけられた声に、びくりと体を竦すくませ、四宮は振り返かえった。
　手を振りながら、桐崎が、走り寄っていく。
「桐崎先せん輩ぱい……」
　眩まぶしいものでも見るように目を細め、四宮が微ほほ笑えむ。
「お待たせして、申し訳ありません」
　優ゆう雅がな物もの腰ごしで詫わびると、四宮は「いいえ、僕ぼくも今来たところですから」とお決まりの台詞せりふを吐く。だが、ざっと計ったところで、二十分はそこで立たち尽つくしていたはずだ。しかし、そんな裏事情を少しも感づかれることのないような爽さわやかな笑え顔がおで、四宮は言った。
「それで、どうしたんですか？　桐崎先輩から、お話があるってことでしたけど……」
「ええ……」
　桐崎は、ちらりと後ろを見て、また前に向き直った。
「その、私、四宮さんに言っておかなければならないことがあって」
「なんでしょう？」
「えっと……」
　また、桐崎が視線をこちらに向けてくる。そして、つま先で一度、軽く地面を叩いた。作戦開始、という合図だ。
「…………やれやれ」
　ずっと物もの陰かげに隠れていたオレは、ようやく出番が来たかと立ち上がった。まったく、オレがなんでこんなことを。
　そのまま、ぶらぶらした足取りで、四宮と桐崎の元へ向かう。それまでずっと、桐崎の方だけを見ていた四宮だったが、やがてオレの存在に気付いたかのように、きょとんと瞬まばたきをした。
　桐崎が振ふり返ると、オレにだけ見える角度から、慎しん重ちような顔で頷く。オレも同じ動作で返し、軽く手を上げた。
「よ、よお。桐崎じゃねえか」
「あ、乃の出でさん。丁度よかった……」
　人を三十分以上待たせておいて、丁度よかったもないもんだ。心の中だけで毒を吐き、オレは言った。
「こんなところで、なにしてんだ？」
　我ながら、わざとらしい台詞せりふだと思う。棒読みにならなかったことだけが救いか。
「……桐崎先輩、お知り合いですか？」
「え、ええ」
　オレは、桐崎の横に並んだ。そして所在なさげに頭を掻いていると、突とつ然ぜん──桐崎が、オレの空いた方の腕に、自分の手を絡からめた。四宮が、目を見開く。
「彼、乃出狗くぎ斗とさんって言って──私が、お付き合いしている人です」
「あ……」
「……はは、どうも」
　どう言っていいのか分からず、オレは物凄く曖昧な笑みを浮かべたまま、なにが『どうも』なのか分からないが、とにかくそう口にした。
「ごめんなさい。『お友達』になった四宮さんには、是ぜ非ひ紹しよ介うかいしたいと思って……」
「……そ、そうですか」
　ショックを受けたような顔で頷うなずく四宮に、オレは、心の中で詫びた。許せ、青年。お前は何も間ま違ちがっちゃいない。ただ、この女に出会い、好きになってしまった──それが不幸だったんだ。
「あの、これから私たち、お出かけするので……」
「あ、そ、そうですか。分かりました」
　当とう惑わくしているのは目に見えて分かっていたが、それでも四宮は、気きじ丈ように振る舞って笑った。
「では、僕はお邪じや魔まですね。すみません、失礼します」
「あ、はい。わざわざ呼び出して、ごめんなさい」
「…………」
　初対面でどうも、と言ったきり、オレは黙りっぱなしである。いや、余計なことはしゃべらない方がいいだろう。
「では、四宮さん、失礼します」
「はい、どうも……」
「……じゃあな」
　寡か黙もくな男を装よそおいつつ、オレは、桐崎と腕を組んだまま、その場から歩き始めた。
　そこから数メートル、傍はたから見れば仲睦むつまじく見えるであろうカップルを装ったまま、オレたちは歩き続けた。
「…………ふう」
　ミッションコンプリート──であればよかったんだがな。
「……どうだ？　桐崎」
「うむ。予想通りと言うべきか──ついてきているな」
　視線は前に向けたまま、オレは、ため息をついた。オレからでは分からないが、桐崎が言うのならそうなのだろう。
「なんでだろうな？」
「疑っているわけではないと思う。が──まあ、単純に、突然の出来事で自分の中に結論が出せていないから、確かめようとしているのだろう」
「なにを」
「つまり、その……」
　言いにくそうに口ごもっていたが、やがて桐崎は、わずかに頬ほおを染めて、その言葉を口にした。
「……私たちが、本当に愛し合っているかどうか」
「マジかよ……」
　頭が痛くなってきた気がして、オレは思わず額を押さえた。
「じゃあやっぱり、お前の提案した作戦を実行するしかないわけか？」
「うむ、だろうと思う」
　絶望的な気分になってきた。
「……仕方ないか」
　昨日──桐崎が立てた作戦は、こうだった。
「まず、四宮と待ち合わせをして、私がやってきたところに、偶ぐう然ぜんを装って貴様がやってくる。それで……」少しだけ躊躇ためらい、だがやがて、思い切ったように言う。「ら、ラブラブカップルであるように見せつける、というわけだ」
　だが、もしかすればそれだけでは四宮は諦めきれないのではないか？　というオレの質問に、桐崎は頷いた。
「確かに、その可能性はある。あるいは、自分の中で本当に諦めなければならない、という想おもいを生むために、私たちの全てを目に焼き付けようとするかもしれない」
「と言うと？」
「つまり……本当に私と貴様が、ら、ら、」
「ラブラブであるかどうか、ってことか」
　言ってて恥はずかしくなってきたが、ようはそういうことだろう。桐崎は照れるように視線を逸そらした後で、顎あごを引く。
「えーと、ようは、どういうことだ？」
「だからだな」
　じれったいように、桐崎は、身を乗り出した。そして、手を振り上あげると、思い切りオレの肩かたを叩たたく。そして、一気に言い放った。
「わ、私と貴様が──イチャイチャすればいいんだッ！」
　これぞ桐崎命名、『イチャラブ大作戦』である。よし、死のう。死ねるものなら。
「……まさか自分の人生でこんな滑こつ稽けいな姿を演じることになるとはな」
「すまん……今回ばかりは本当に迷めい惑わくをかける」
「悪いと思ってんなら、少しくらいオレのことを刺さすの自重してくれよ」
「それは無理だ」
「答えが早ぇ！　そろそろ我が慢まんを覚えろよお前は！」
「だって、我慢しても濡ぬれてきちゃうんだも──うぶっ」
「言わせねえよ！」
　オレは、桐崎の口を掴つかんで、ぎゅっと絞しぼった。ちょうどおちょぼ口のようになる。すぐに離はなすと、桐崎は「もう言ったも同然なのに……」とかぶつくさ言っていたが無視することにした。
「それで、どうすんだよ。具体的に」
「えーと……そうだな」
　とろとろとかなり遅おそいスピードで歩きながら、考え込む桐崎。っつーか、この腕を組んでる体勢というのは、かなり動き難にくいな。世のカップルどもはよくもまあ、こんな状態でずっと歩いていられるものだ。
「……どうしよう、クギト」
「なんだよ」
　桐崎は、心底困ったような顔で、オレを見上げた。
「イチャついたことがないから、イチャつき方が分からないんだが」
「…………オレだって知らねえよ、そんなもん」
　そもそも、イチャつき方ってなんだ？　そういうのって決まってるもんなのか？　ハウトゥー本とかが売ってるのか？　『初めてのカップル・イチャつき編～いかにしてダーリンと呼ぶに至るか～』とか？
　様々な考えが頭を巡めぐるが、明確な答えは出なかった。
「と、とりあえず、色々と用意している物はあるんだ」
「……そうなのか」
「でも、こう、どういう行動をとればイチャついているように見えるのかが──」
　珍しく緊きん張ちようしている様子で、桐崎は、落ち着きなく左右に視線を泳がせた。
「ええと、とりあえず、そこの木こ陰かげで貴様を血ち塗まみれにすればいいのか……？」
「せめて法律的に認にん可かされてる方法にしてくれよ……」
「あ、浅く刺すから！　浅く！」
「あ、じゃあオッケー！」
「本当か!?」
「なわけねえだろ。得意じゃねえんだからノリツッコミなんかやらせるな」
「勝手にやった癖くせに……しかもあんまり上う手まくないし」
　うわー、良かれと思ってやったことで文句言われるのってすげえ腹立つな。
　まあ、それはいいとして。
「……とりあえず、ウフフーとかあははーとか言っておけばいいんじゃねえのか？」
「そ、そうなのか!?」
「少なくとも、姉さんが昔読んでた漫まん画がじゃそうだったような気がする」
　桐崎は「そうなのか……」と呟つぶやき、「よし」と決意するように言った。
「じゃあ、言うぞ！」
「お、おう」
　二人して、深呼吸。なんだ、この無む駄だなドキドキは。
「いっせー」
「のーでっ！」
　オレたちは、互たがいに言い合った。
「ウフフー」
「あははー」
　…………。
「…………」
「…………」
「…………なんか、違わないか？」
「うむ。偶然だな。オレもそう思っていたところだ」
　よく考えてみれば、ウフフーでもあははーでも、わざわざ気合いを入れて言うもんでもない。いや、自然に出る奴やつらもどうかしてると思うが。
「なにか違うな……」
「そもそもオレとお前でイチャイチャするっていうのがまず無理なんだよ」
「そ、それは言わない約束だろう。それに、私だって、き、貴様に甘あまえることくらい出来るぞ！」
「ほう」
　それは興味深い発言だ。
「是ぜ非ひともやってくれ」
「よし。く、クーギト！」
　弾はずんだような声で、桐崎は立ち止まった。オレも同じようにして、次の反応を待つ。桐崎は、オレを見つめたままで言った。
「き、君の下腹部に、よく研といだ私のモノを出し入れしたいなっ！」
「超ちよ速うそ度くどでお断り申す！」
「あ、いや、そういうことじゃなくて、血ち飛沫しぶき的な意味でだな……」
「どんな意味にしろおぞましいにも程ほどがあるわ！」
　というかそんなもん、公然の場で言うな！
「ち、違うか。うん、今のは私もどうかと思った……幸い、後ろには聞こえていないようだ。なんの動きもない」
「……まあ、そりゃ良かったけどよ」
　聞こえていたらえらいことになっていたところだ。気をつけて事を運べよ。
「むう……あ、クギト」
「今度はなんだよ」
「休める場所があるぞ」
　そう言って指差した先を辿たどると、そこには、割と大きめな池があり、その傍に屋根の下、机が一つと、テーブルを挟はさんでベンチが二つほど並べられていた。明めい答とう池いけと呼ばれる場所で、明めい答とう学がく園えんの帰り道では必ず通りかかるため、たまにそこに座すわって語り合っている生徒を見かけることがある。
「ちょ、ちょっと寄っていかないか？」
「……ああ、まあ、そうするか」
　何か考えがあるのだろう。オレは、桐崎が言うままに池のほとりまで階段を下りた。ちらり、と分からぬよう視線を走らせると、少し後ろの方で確かに誰だれかの姿が見えた気がした。……本当にいるんだろうな。いなかったら、単に恥ずかしい目に遭っただけになるぞ。
　互いにベンチへ腰こし掛かける。オレは少しでもラブラブカップル（口に出すのもはばかれるこの単語）に見えるよう、桐崎の方へ身を乗り出すようにして、テーブルに肘ひじをついた。
「あ、あの、私、乃出さんにプレゼントがあるんです！」
　わざとらしく大声を出して、桐崎が、鞄かばんの留め金を外す。
「お、おお、なんだろう。楽しみだなあ」
　絶対俳優になれないだろうな。オレは自分の声を聞いて、そう確信した。
「こ、これ……」
　桐崎が取り出したのは、淡あわい水色の紙に包まれた何かだった。一見すると、お菓か子しをラッピングしたもののように見える。
「ちょ、ちょっと頑がん張ばって、作ってみたんです。……クッキー」
「クッキー？　お前が？」
　演技ではなく本気で驚おどろいた声でそう尋たずねる。桐崎は、照れくさそうに見えるよう、頷いた。
「あんまり、上手じゃないかもしれませんけど……」
「あ、ああ、そうなのか……へえ」
　それなりに付き合いはあるが、今まで桐崎が食べ物を作ったところなど見たことがなかった。昼ごはんはいつもパンだし、部屋に寄った時も、台所に調理器具の類たぐいはあるものの、あまり使用されているようには見えなかった。……そうか、用意してたものってのはこれか。
「の、乃出さんのことを思って、作ったんです！」
　桐崎じゃなけりゃさしものオレも少しくらい心が動いたかもしれない。そんな台詞だった。しかし相手が桐崎であるからして、オレはどうしていいか分からず、ひどく不自然で、ひくついた笑えみを浮うかべて、カタコトらしき日本語で「アリガトウ」と言った。
「……食っていいか？」
「は、はい。どうぞ」
　オレは頷いて、包み紙を外していく。意外だったが、しかし、桐崎も一人暮らしをしているのだから、料理くらいは出来てもおかしくはない。もしかして、予想以上に美う味まかったりして……とほんの少しだが、希望のようなものが湧わいてくる。
　そして、中身が曝さらけ出された。……見た目は、悪くない。ビターチョコを使っているのか、全体的に黒ずんでいるものの、形は綺き麗れいな円を描えがいている。これなら、心配はなさそうだった。
「じゃあ、いただきます」
「はい、どうぞ」
　心持ち緊張した様子で、桐崎が言う。別にそんなに硬かたくならないでも、と思いつつ、オレは、クッキーを一枚とって、口に運び──。
　ごっ。
「…………」
　本来、食べ物が発してはならない音を聞いた気がした。というか、噛めない。
「……ど、どうですか？」
　うん、鉄食ってるみたいだ！　素す直なおな感想を抱いだく。
「……う、うーん」
　オレは、そのまま、ひどく悩なやんだ。これほど悩んだことは、今まで、あまりなかった気がする。
　端たん的てきに評価するならば、恐おそろしく、不ま味ずい。
　どれくらい不味いのかと言えば、そう、例えば無人島に行って、これしか食べ物がなかった時でも、オレは迷わず、このクッキーを焚たき火びに放ほうり投なげるだろう──そんな感じだ。そもそも、これを『食べ物』と表現すること自体に違い和わ感かんを覚える。これはもっと別の何かだ。どう表現すればいいのか分からないが、生まれて初めてピカソの絵を見た時の気分に似ていた。なんだこれ、という感情だ。え？　これが絵なの？　と。
　……とまあ、散々な言葉を並べてきたが、相手がいくら桐崎とは言えど、そのまま口にするわけにもいかない。どうやら言葉から察するに、今日のため、一いつし生よう懸けん命めい作ったようだ。慣れない手つきで。そんな奴に対し、はっきりと『糞くそ不味い』と言えるほど、オレはまだ落ちちゃいないつもりだ。しかし、嘘うそをついてまで美お味いしい、と言うわけにもいかない。そんなことをすれば、調子づいたこいつは、『じゃあ、もう一枚どうぞ』などと言いかねない。冗じよ談うだんじゃない。オレはこんな物を食うために人として生まれてきたんじゃない。しかし、桐崎を傷つけたくはない、というのも本音ではある。ぬう。難しいぞ。これは非常に難しい問題だ。どうする乃出狗斗。一世一代のピンチだ。危機だ。窮きゆ地うちだ。こんな時、恐らくりんなら、べらぼうに上手くフォローするのだろう。つくづく凄すごい奴だ。本気で今、あいつの才能が羨うらやましい。助けてくれりん。今お前が必要だ。ぬう──
「……桐崎」
「は、はい」
　何な故ぜか居住まいを正す桐崎へ、オレは、ゆっくり顔を上げた。精せい一いつ杯ぱいに作った笑顔で、
「悪くないぞ」
「ほ、本当ですか？」
「ああ。ただ、あれだ。ちょっとやっぱり、まだ、なんていうか、作りが粗あらいかな」
「……そう、ですか」
　少し落ち込んだ風に見える桐崎へ、オレは言った。
「うん、でも、後少しだな。今度、オレがクッキーの作り方、教えてやるよ」
「……乃出さんが、ですか？」
「そうだ。嫌いやか？」
「い、いいえ！」
　ひどく嬉うれしそうに、桐崎は満面の笑みを浮かべた。
「嬉しいです！」
　演技、ではないように思えた。……そこまで喜ばれると、少し心が痛むんだが。
「なんとか助かった……」
「なんですか？」
「ああ、いや、なんでもない」
　慌てて手を振り、オレは、「にしても、静かだなー」と水面を見み据すえながら言った。
「そうですね……」
　桐崎も同意する。そのまま、しばらく無言の時が流れた。
「…………く、クギト」
「あ？」
　ボーッとしていたオレは、桐崎の呼びかけに、視線を奴へ戻もどした。
「……どうした？」
　桐崎はなぜか顔を俯うつむけて、ぶつぶつと何かを呟いていた。……なんだ？　耳をそばだててみると、何故かずっと、
「これは演技なんだ、これは演技なんだ、これは演技なんだ、だからいいんだ、だからいいんだ、だからいいんだ……」
　と意味不明な発言を繰くり返している。
「おい、大だい丈じよ夫うぶか」
「く、クギト」
　小さな声で、桐崎が言う。
「ご、誤解するなよ。これは、四宮に見せ付けるため、仕方なくやっているんだからな」
「あ？」
「私はこんなこと、絶対、やりたくないんだ。でも、やらなきゃいけないから……ダメ押おしでやらなきゃいけないから……」
「なにをぶつぶつ言ってるんだ？」
　オレの質問には答えず、桐崎はそっとクッキー（らしき物）へと手を伸のばした。一枚とると、それを、ぱきりと音を立てて二つに割る。
「の、乃出さん！」
「だから、なに──」
　桐崎が、顔を上げる。茹ゆで蛸だこみたいに耳どころか、首の辺りまで真っ赤になっていた。
　そして──桐崎は、にっこりとした笑顔でオレにクッキーを差し出だした。
「は、はい……あーん！」
「ぶふぅ──ッ！」
　思わず盛大に吹ふいてしまった。
「わ、わ、笑うな！　私だって、私だって恥ずかしいんだ……！」
　慌あわてたように、小声で言って来る桐崎を、オレは手で制しながら、顔を逸らして笑いを必死で噛み殺ころした。や、やべえ、面おも白しろ過ぎる。
「は、早く食べろ……！　不自然だろ！」
「わ、悪い……うん」
　オレは視線を戻して、クッキーの欠片かけらを差し出したままの桐崎に向けて言った。
「桐崎……」
「は、はい？」
「もう一回言ってくれ」
　湯気でも出そうなくらい、桐崎の顔が羞しゆ恥うちで染まる。オレがそれを見て、また隠かくれて笑っていると、奴は笑顔のまま延々と言葉を垂れ流した。
「絶対後で刺す、何度も刺す、抉えぐってやる、ぐちゃぐちゃにかき混ぜて内臓まで触さわってやる……」
　ひいい。本気の目だ。
「……わ、分かったよ」
　オレは、中空で止まったままの手に、口を寄せた。オレも実際恥ずかしいのだが、桐崎はその万倍、苦しんでいるだろうから、あまり気にしないようにした。
　オレの口の中にクッキーを放り込んだ桐崎は、笑顔を保ったままで言った。
「クギト」
「あん？」
「四宮は、どうやら、帰ったようだ」
「そうか……」
　まあ、さすがに、さっきみたいなものを見せられればそうなるか。
「つまり、今、ここには私と貴様、二人しかいないということになる」
「…………そうですね」
「クギト」
「なんだい」
　だんっ！　という音がした。
　桐崎は、テーブルに手を突くと同時、オレの方へ迫せまった。逃のがれようとするが、もう遅い。こいつは、見かけにそぐわず恐ろしいまでの身体能力を保持しているのである。あっという間に捕つかまると、そのまま地面に押し倒たおされてしまった。
「き、桐崎、ちょっと待て。オレが悪かった」
「うるさい。今日ばかりは貴様の言葉は聞けんぞ！」
　いつも聞いてないような気がするがそれはともかく、
「ご、ごめんって！　もう二度とあんな真ま似ねしねえからよ！」
「こっちだって二度としてたまるかぁ──！」
　桐崎は吼ほえ、オレの制服のボタンを引ひき裂さくようにして外した。
「や、やめろぉ──！」
「ウフフー」
　淫いん靡びな動きで、桐崎の細い舌が、唇くちびるを舐なめる。
「あ、あはは……」
　オレは引きつったように笑い、そして──
「さあクギト──ゆっくりと、愛し合おう」
　地じ獄ごくの口説き文句を吐はいて、桐崎は、高々と、ナイフを振り被かぶっていた。


　誰だってそう思うだろうし、桐崎は言わんや、オレだってそう思っていた。
　これで全すべてが終わったのだと。
　四宮という男に関しては冗じよ談うだ抜んぬきに同情するが、世の中には関かかわっていいこととそうでないことがあり、奴は運悪く後者に引っかかってしまっただけなのだ。聞けば桐崎に告白して玉ぎよ砕くさいした奴はそれなりにいるらしく、四宮もまたその中の一人に過ぎない。
　酷ひどい目に遭あった上、桐崎が困り果てるという貴重な事態を楽しむことが出来なくなったのはまことに残念だが、一応はこれで全てが片付いたことになる。
　そう、これで、平へい穏おんな──オレにとってはそうではないが──日々が戻ってきたというわけだ。
　そんな風に、オレは考えていたんだが……、
「乃出先せん輩ぱい、ですね」
　オレは、目の前に立ってやや低い場所から自分を睨にらみつけるその男を前に、ひたすら、これは面めん倒どうなことになりそうだと嘆なげいていた。
「クギちゃん、お知り合い？」
　時間は夕刻。桐崎はバイトがあるからと先に帰っており、りんと二人で家路についていた。りんが、首を傾かしげながらオレへ問う。
「……四宮」
　オレは眉み間けんに皺しわを寄せ、盛大にため息をついた。そう、そこにいたのは間違いなく、もう二度と関わることなどないと思っていた、四宮卓たく巳みその人だった。
「乃出先輩、で宜よろしいんですよね」
「そうだよ。前に一度だけ会ったな」
「はい。こうして面と向かってきちんと話すのは、初めてですね」
　そう言って、四宮は姿勢を正し、馬ば鹿か丁てい寧ねいに頭を下げる。
「四宮卓巳って言います。宜しくお願いします」
「……どーも」
　笑みの伴ともなわぬ会えし釈やくで返し、オレは嫌いやそうな口調を隠すこともせずに言った。
「で、なんか用か？」
「はい。乃出先輩に、少しお話があります」
　……まじかよ。
　別に、四宮が嫌きらいなわけじゃない。いや、そもそも、好きとか嫌いとか言うほど深く付き合いがあるわけじゃない。
　だけれども、オレは本能で、それを悟さとっていた。
　オレとこいつは、絶対に、一生、金輪際、仲良くなれない。
　初対面だろうが、ほんの少ししか話をしてなかろうが、自分と相あい容いれない人間を、なんとなく理解できる時がある。勘かん、と言ってしまえばそうだろうし、少しオカルトチックに言えばシックス・センスというやつだ。多分、言葉の端はし々ばしや態度、行動のかすかな部分に、体のどこかが拒きよ否ひ反応を覚えているのだろう。
「お時間、ありますか？」
　……どこまでも、真まっ直すぐな目だ。
　四宮は恐らく、悪い人間ではないだろう。そして多分、ひどく真ま面じ目めなのだろう。誠実で、一生懸命で、正直な男なのだ。
　ほら見ろ。オレと友達になれそうにない要素ばっかりだ。
　りんの場合、こいつはこれで、割と柔じゆ軟うなんなところがある。相手に合わせて引いたり、はたまた時には軽くなりと押したりして、適度な距きよ離りを保ちながら接することが出来るのだ。だからこうして、一いつ緒しよに帰ったりすることも出来る。
　だが四宮の場合は──まあ、予測ではあるが、真っ直ぐである分、周りを見ずに突つっ走ぱしってしまうような気がする。純じゆ粋んすいであるが故ゆえに暴走をしやすいというか。とにかく、自分の想いのために周りを知らず巻き込んでしまうタイプだ。……まあオレも、そこまで誰かを分ぶん析せきできるほど、大した経験をしているわけじゃないから、間ま違ちがっているかもしれないが。それはともかく──
「ここで話すのは無理なのか？」
「……それは、ちょっと」
　四宮は、りんの方をちらりと見た。
「あ、そうだ、クギちゃん。わたし、用事があったんだ」
　さりげなく気を利きかせて、りんがにっこりと笑って言う。いつもならありがたいと思う配はい慮りよも、今は少し困る事態にあった。
「え、いや、おい、ちょっと待て」
「それじゃあね、ばいばい。また明日！」
　だが有う無むを言わせず、りんは手を振ふると、そのまま小走りで去っていった。……ジーザス。りんがいれば、また今度な、と誤ご魔ま化かして帰ることが出来、その後も適当にあしらうことが可能になったのに。これでこの場を去る理由がなくなった。
「あの方は、確か、久く遠おんりんさん、でしたね」
「……よく知ってるな」
「二年生にも伝わってます。学校で募ぼし集ゆうしたボランティアや有志の清せい掃そう活動には必ずと言っていいほど、顔を出すって」
「へえ」あいつも意外と有名なんだな。
「そして、久遠先せん輩ぱいの話になると、必ず出てくるのが、乃出先輩──あなたの名前です」
　オレは、りんの方へ向けていた視線を傾かたむける。
「……へえ」
「あの、奉ほう仕し精神に溢あふれた素す晴ばらしい人が──何故か、学校一の不良と親しくしていると」
　奉仕精神に溢れた素晴らしい人、ね。本心でそう言われているなら、それで構わないが。
「乃出先輩。あなたが桐崎先輩とお付き合いをしているという話を聞いた後、僕ぼくは、色々と周囲に話を訊きいて回りました」
「ほう」そりゃご苦労なことで。
「色々と、酷い噂うわさが広まっているようですね」
　四宮は、真っ直ぐとオレを見据えてくる。その、汚けがれなんて全く知らないというような瞳ひとみを、オレは直視せず、やや斜ななめから見返した。
「例えば、どんな？」
「この辺りの学校を暴力で支配しているとか、名のあるヤクザのほとんどがあなたの顔を知っているとか、それでも手を出せないでいるのは、一度逆らった組が、それごとわずか一時間で潰つぶされたからだとか、警察にも知り合いがいて銃じゆ器うきも麻ま薬やくも横流しされ放題だとか、ナイフ一本で熊くまに勝ったとか、素す手ででボクシングチャンピオンを半殺しにしたとか、そういう類の物です」
　……そ、そんなに流れてたのか。さすがに把は握あくし切れなかった。それはもう不良って域じゃないだろう。ほとんど悪あく魔まだ。
「そして──後、一つ」
　四宮は、わずかな間を置いて言った。
「乃出狗斗は、桐崎恭きよ子うこの弱みを握にぎり、無理やり恋こい人びとにしている」
「…………」
　ようやく本題に入ったようだ。オレは、ポケットに手を突っ込み、顎あごをしゃくって先をうながす。
「本当なら、許されない話です。あってはならないことだと思います」
「……へえ。で、あってはならないことだと思ったら、どうするんだ？」
「決まっています」
　四宮は、きっぱりと言い放った。
「桐崎先輩を、僕が救います」
　──おいおい、随ずい分ぶんと直球だな。オレが無言でいると、四宮は続けた。
「桐崎先輩は素晴らしい人だ。そんな人が、あなたのような男に言いようにされているのを、黙だまって見過ごすわけにはいかない」
「それは正義感か？」
「それもあります。ですが、それだけじゃない」
　はっきりと、四宮は宣言する。
「乃出先輩。僕は、桐崎先輩が好きです」
「……知ってる」
　オレは、軽く吐と息いきする。
「で、どうするんだ？　もしお前の聞いた噂が真実なら、オレをぶっ飛ばすか？」
　そして、目を閉じた後──
「てめえに、やれんのか？」
　ドスの利きいた低い声と共に、鋭するどい目つきで睨み付つけた。ありがたいんだかありがたくないんだか、オレの顔は相当に悪く、普ふ通つうに笑いかけても幼児が泣なき叫さけんで母親の元へ逃にげ込むほどで、しかしそのおかげか、大たい概がいのトラブルはこれで避さけることが出来る。そこら辺のチンピラなら、少しくらい睨めば、曖あい昧まいな笑みを浮かべたまま出来るだけ早足でその場を去るだろう。
[image: 画像]
「やれますよ」
　だが、四宮は、少しも引くことはなかった。堂々と胸を張り、あろうことか、オレを逆に、睨み返かえしてきたのである。そんなもので、たじろぐわけにはいかない、というように。……ふうん。やっぱりこの手のタイプか。
「……ですが、僕が聞いたのは、ただの噂です」
　しかし、すぐに表情を崩くずし、視線を下へと向けた。
「確たる証しよ拠うこがあるわけではないし、その現場を見たわけでもありません。風評だけで相手を判断するのは愚おろかだと思いますし、噂を鵜う呑のみにして僕が何かをして、桐崎先輩を傷つけてしまうのは避けたい」
　……へえ、慎しん重ちようだな。これは少々、見誤っていたか？　まあ、そういうところは嫌いじゃないが。
「だったら、お前、何をしにきた？」
「真実を訊くためです」
　顔を上げると、また、オレを真っ向から見据えた。
「乃出先輩。ここで、教えてもらえませんか。正直なところ、あなたが酷い人間であろうと、僕がそれを正す義理はありません。でも、事が桐崎先輩に関わるなら、話は別です」
「なにを、教えろって？」
「あなたは、桐崎先輩を、愛しているんですか？」
　思わず絶句した。……よくもまあ、なんの恥はずかしげもなく、そんな台詞せりふを吐けるな。
「あなたは本心から、桐崎先輩のことを愛していますか？　それとも、弱みを握り、女性を言いように弄もてあそぶ、最低の人間なんですか？　もしも前者なら、僕はもう、桐崎先輩のことを諦あきらめようと思っています」
「……後者なら？」
「絶対に、諦めません。桐崎先輩を振り向むかせ、あなたの呪じゆ縛ばくから解き放ってみせます」
　……やれやれ。どうしたもんか……。
　オレは、吐息をついて、四宮から視線を外した。
「…………」
　ここで適当に答えることは、もちろん可能だ。だが、四宮は、本当に騙だまされるだろうか？　先ほどのやり取りで、少し分かったことがある。こいつは今時珍めずらしいくらいに真面目で、だからこそ鬱うつ陶とうしいところもある。だけど、多分、馬ば鹿かではない。熱さばかりかと思っていたが、意外と冷静な部分も持ち合わせている。……まあ、やっぱり、気は合いそうにないが。
　ここでオレが嘘をつくのは簡単だが、本当に四宮はそれで納なつ得とくするだろうか？　しかし、だったら正直に答えるのが、ベストだというのだろうか。
　オレは、桐崎を、愛している？
　勘かん弁べんしてくれ。そんなことは、日本が一度沈ちん没ぼつして、メカジャパンとなって浮ふじ上ようすることくらい、ありえない。ちょっと分かりにくい例えだったか。まあともかく。
　……ようは、嘘ではないように見せかけて、言えばいいのではないか？　本気であいつを、愛していると言う？
「……オレは」
　桐崎を、愛している。
「オレは、なんです？」
「……あー」
　……おい、どうした、と自分に言い聞かせる。さっさと言っちまえよ。易しいもんだろうが、こんなもん。
「オレは──」
　言おうと思ったが、どうしても、四宮の目から、視線が外れていく。くそっ。ああも真っ直ぐ見られると、どうしたって、口ごもる。嘘でしかないのに。なんとなく、なんだか分からないが、そうと言葉にするのに抵てい抗こうがある。どうしてだ……？
「…………」
「どうしたんですか、乃出先輩。答えを下さい。先輩は、桐崎先輩を、愛しているんですか!?」
　……なんか、段々、苛いら々いらしてきたぞ。なんでこんな奴やつのために、オレが苦労しなきゃならないんだ。そうだ。それだ。いちいちこいつのペースに乗って、振り回まわされている自分が嫌なんだ。絶対そうだ。
「……くそったれ」
「え？」
　オレは、腹の底から湧わき上あがるような、感情の波を感じていた。よくは分からないが、とてつもなく勢いがあり、それは、脳みそまで到とう達たつし、焼け焦こがすように高い温度をもっている。
「クソッタレ、つったんだよ」
「……どういうことです？」
「なんでてめえに、そんなこと言わなきゃならねえんだ。馬ば鹿か馬ば鹿かしいんだよ、クソが」
　苛々は頂点に達し、オレは、吐き捨すてるように言った。
「帰る」
「え？」
「帰るんだよ！」
　そのまま踵きびすを返して、歩き出そうとする。しかし、力をこめた手で、袖そでを掴つかまれた。
「待って下さい」
「放せ」
　振り払はらおうとしたが、意外なほど強く、四宮は決して手を放そうとはしなかった。ああ、うぜぇ。
「逃げるんですか？」
　叩たたき付けるように、言葉をぶつけてくる。
「卑ひき怯ようじゃないですか！」
「……ああ？」
「きちんと答えて下さい。僕は、あなたが桐崎先輩を愛しているのなら、諦めようと思ったんです。だけど、あなたの口からそれを聞けない以上は、引き下がれません！」
「そんなもん、知ったことか」
「じゃあ、僕が桐崎さんをあなたから奪うばってしまっても、いいんですか!?」
「…………」
「あなたがはっきりと宣言しないなら、僕は桐崎先輩を諦めませんよ。それでもいいんですか！」
　かちん、と。
　何かが何かにはまるような、音が聞こえた。それは、恐らく、噛かみ合あってしまったのだろう。オレの中の、四宮に対する、表現し難がたい感情の歯車が。
「…………ッ！」
　オレは、四宮の腕うでを振り払うと、勢いこんで出した手で、思いっきり襟えり首くびを締しめ上げた。
「……ぐだぐだほざきやがって」
　自分でも出したことがないくらい、暗い感情に満ちた声だった。
「桐崎、桐崎、うるせぇんだよ。てめえなんかにあいつがどうこうできると思ってんのか？」
「……思ってますよ」
　それでもまだ、四宮は、引き下がりはしなかった。
「ここでぶっ飛ばして、その口を二度と開けないようにしてもいいんだぞ」
「……はっきり答えないってことは、本当なんですね」
「ああ……？」
「あの噂は、真実だったってことで、いいんですね？」
　どこまで行っても、己おのれのスタンスを崩さない。それが、無むし性ように、気に入らなかった。
「だったら、どうだっていうんだ……？」
「桐崎先輩は、僕が幸せにします」
　あまりにも明確な意志で、四宮は言った。
「あなたには、無理だ」
　拳こぶしに、力が入る。……オレは、何を苛いら立だってる？　冷静になっている、もう一人の自分が言う。お前、怒おこってんのか？　オレは答える。そんなわけがない。桐崎が、四宮と付き合ったからと言って、なんだというんだ。しっかりしろよ。お前はいつから、そんなに感情的になった？
「…………」
　オレは、ゆっくりと、力を抜ぬいた。四宮が、襟えり元もとを正す。
　そのまま踵を返して、立ち去ろうと、歩き始めた。
「……乃出先輩。桐崎先輩は、必ず僕が、振り向かせてみせます」
　ふと、立ち止まる。だが、振り返ることはなかった。
　軽く手を上げて、オレは言った。
「好きに、しろよ」
　心ではない。どこから空くう虚きよな場所から、まるで零こぼれ出したかのような、ひどく軽い声だった。
第三章　死なない男と知らない心




　翌日から──四しの宮みやは、宣言通り、桐きり崎さきにアプローチを始めた。
　オレと一緒に居ても遠えん慮りよなく現れ、時にランチに誘さそい、時に屋上で話そうと誘い、積極的で、一いつ生しよ懸うけ命んめいだった。
　その度に、桐崎はオレを振り返り、助けを求めるような顔をする。
　だけどオレは、そこから目を逸そらし、肩かたを竦すくめてこう言う。
「行ってこいよ」
　最初、桐崎は信じられないものを見るような表情をした。だが、しつこいくらいに誘う四宮に根負けしたのか、共に出て行った。
　そういうことが、何度か続いて、次し第だいに桐崎は、四宮と一緒にいる時間が増えていった。
「……ねえ、クギちゃん」
　いつもは校内清掃をするために昼飯を食べるのが遅おそくなるりんだが、今日はたまたま、他ほかの奴がしていたために、オレと共に屋上へいった。りんの話によると、少しずつだが、自分以外にもそういうことをする生徒が増えてきているのだという。こいつのやることも、まんざら無む駄だばかりではないようだ。
「なんだ？」
　オレは唐から揚あげを口に放ほうり込みながら、訊きいた。りんは、足を伸ばし、スカートの上に置いた弁当から、小さなウィンナーを取り出した。
「最近、桐崎さんとあんまり一緒にいないね」
「そうか？」
　肉にく汁じゆうを味わいながら噛み下し、嚥えん下かする。
「気のせいだろ」
「絶対、気のせいじゃないよ」
　ウィンナーを振り回しながら、りんは力説する。
「わたし、桐崎さんがクギちゃんと一緒にご飯食べてないの見たの、初めてだもん」
「そういうことだってあるだろ。別に四六時中ベタベタしてるわけじゃねえし」
「ねえ、桐崎さん、前に会った男の子と二人でご飯食べてたよ」
　元々一人で食べようとしたところ、りんは後からやってきたから、多分、その行く道で見たのだろう。
「クギちゃん最近、おかしくない？　なにかあったの？」
「……なんもねえよ、別に」
「嘘うそ。なにもないなら、クギちゃんそんなに、しょんぼりした顔してないもん」
「は？」
　オレは、予想外の発言に面食らい、思わずりんの顔をまじまじと眺ながめてしまった。
「オレが？　しょんぼり？」
「してるよ」
「んなアホな」
　閻えん魔まが舌抜かれるくらいありえない。
「してるもん」
「してねえよ」
「し・て・る・も・ん！」
　ああうるせぇ。なんなんだこいつの自信は。
「なんでそこまでお前にオレのことが分かるんだよ」
「……それは、」
　それまであった勢いが消え、りんは、俯うつむいてしまった。
「その……いつも見てるというか……むう」
「あ？」
　よく聞こえん。
「と、とにかく、クギちゃん、しょぼんってしてるよ。ねえ、なにかあったんだよね？」
「うるせぇなあ。ああ、あった。あったよ。これでいいか？」
「なにがあったの？」
「しつけえな。プライベートな問題だろ」
「……そりゃ、そうだけど」
　唇を尖とがらせて、りんは、プチトマトを箸はしで転がした。その様子は、仲間外れにされた幼よう稚ち園えん児みたいで、妙みように悪いことをしたような気分になる。一いつ旦たん口を開きかけ、それでも待てと口を閉じ、それを何度かオレは繰くり返した。しかし遂ついには、ため息混じりに、
「……四宮は、桐崎のことが好きなんだと」
　敗北を喫きつし、オレは、正直に口を開いた。
「そうなの？」
「ああ。で、オレのところに来て、桐崎を愛してるなら諦めるけど、どうなのかって訊いてきたんだ」
「……それで、クギちゃんは、どうしたの？」
「なんでそんなもん、お前に答えなきゃいけないんだって言った」
「それで？」
「そんだけ。そのまま帰った」
　オレは事もなげにそう言って、ふりかけをまぶしたご飯をかっ込んだ。
「どうして言わなかったの？」
「ふぁにを（なにを）」
「桐崎さんを、愛してるって」
　飯メシ粒つぶ噴ふいた。
「きたないなぁ」
「い、言えるか！　アホ！」
「えー、なんでぇ？」
「なんでってお前、あのなぁ……」
「恥ずかしいの？」
「そういうことじゃねえ！　だから、ああ、もう、なんつうか、でぇえ！」
　なんと言っていいのか分からない状態とは、正にこのことだろう。オレは、よく分からない気持ちのまま、卵焼きに箸をぶっ刺さした。
「どうするの。このまま、桐崎さん、とられちゃうよ」
「ハッ、あいつはそんなタマじゃねえよ」
「そうじゃなくても、別の男の人から誘われてるのに、恋人が知らん顔じゃ、ショックだと思うなぁ」
「知ったこっちゃねぇよ。そもそもなんでオレが、桐崎の問題に関わらなきゃいけねえんだ」
　ケッ、と悪態をつくと、りんが言った。
「クギちゃん、冷たい」
「そーだよ。オレは冷たい男だよ」
「違ちがうよ」
「……あ？」
「クギちゃんは冷たくなんかない」
　はっきりと、そう口にする。
「クギちゃんは優やさしいんだよ」
「なにを……」
　オレは、りんの方を見て、言葉に詰つまった。まったくと言っていいほど、汚れのない瞳が、オレを覗のぞき込んでいた。四宮とは違う、しかし、やっぱり苦手な、りんの目だ。
「桐崎さんが困ってること、分かるよね。クギちゃんは、それを見捨てるような人じゃない」
「お前が、オレの何を分かってるっていうんだよ」
「多分、クギちゃんが自分では分かってないこと」
　少しだけ笑い、りんは言う。
「クギちゃんは優しいのに、今は、冷たい振りしてる。そのことに、早く、気付きなよ」
「……なんだよ」
「それに、桐崎さんいなくなると、クギちゃん寂さびしくなると思うなー」
「思わない」
「思うよ、きっと」
　そう言って、りんは、にこにこと笑った。……どうしてそう、きっぱりと物が言えるんだ。分かったようなことを言いやがって、って文句を言いたくなる。だけど、なぜか、言い返すことが出来ない。りんの言葉には、そういう力がある。
「うるせーよ」
　そっぽを向いて、オレは、弁当の残りを食った。
「大体、桐崎だって四宮と付き合って喜んでるかもしれねえじゃねえか」
「……どうしてそう思うの？」
　答えは簡単だ。
「個人的な感情で言うならあいつは気に食わんが、それでもオレなんかと一緒に居るよりは幾いくらかマシだろうよ」
「うーん……」
　りんは傍かたわらに置いていたウーロン茶の紙パックを持ちながら、首を傾げた。そして言う。
「あのね、クギちゃん。わたし、四宮くんのこと、ちょっと知ってるんだ」
「そうなのか」
「うん。放課後、学校の庭を掃そう除じしてたらね、女の子が話してた。二年生に、ちょっとカッコいい男の子がいるんだって。バスケ部に入ってるらしいんだけど、すごく上う手まくて、まだ転校してきたばかりなのにファンが沢たく山さんいるんだって。友達も大勢いるらしいよ」
　ほう。またオレにない要素が出てきた。人望。
「それで、当然、彼かの女じよはいるんだろうって思って訊いたら、前の学校じゃ付き合った子たちとは皆みな、長続きしない内に別れちゃってて、今はフリーなんだって」
「へえ。意外だな」


　飽あきっぽい性格なのか、それとも四宮に問題にすべき部分でもあるのか。あるいは付き合った女たちの方に何かあったのか。まあ、どうでもいい話だが。
「そういうのもあって、ウチの学校じゃ結構人気あるんだよ、四宮くん。誰だれが最初に恋人になるのかって、女子の間で盛り上がってるみたい」
「……そんな奴によく見み初そめられたもんだな、桐崎は」
「うん」
　りんは頷うなずき、ミートボールを口へ運んだ。咀そし嚼やくして飲み込んだ後、
「……でもわたしね、それでも、桐崎さんはあんまり嬉うれしくないと思うな」
「なんでだよ」
「分からない？」
　小首を傾げ、微笑ほほえんだ。
「わかんねえな」
「分からないかあ」
　そう言って、答えも告げず、りんはお茶を一口飲んだ。そして言う。
「……クギちゃんと桐崎さん、二人一緒に居た方が、やっぱりいいと思うな、わたし」
「そういうもんかね」
　曖昧に返して、オレは、空を仰あおいだ。
「頑がん張ばってね。……そうじゃないと、わたし、クギちゃんのこと、どうしていいか分からなくなるから」
　りんの小さな呟つぶやきは、最後の方だけが掻かき消えて、耳に残ることはなかった。


　ただいまの言葉もなく、玄げん関かんの扉とびらを開いた。
　鍵かぎを下げ駄た箱ばこの上に放り投なげ、靴くつを乱暴に脱ぬぎ捨てると、そのままキッチンへ直行する。
　主のおらぬ家は当たり前の話だが静せい寂じやくに満ちていて、冷蔵庫の唸うなる音や、換かん気き扇せんが回る音が時折、それを乱すように聞こえてくる。シンクを、水道から垂れる雫しずくが叩いた。
　オレは鞄かばんを放り投げ、椅い子すへ腰こし掛かけた。手を頭の後ろに回し、電気も点つけずにじっとする。薄うす暗ぐらい部屋に、カーテンで遮さえぎられた窓から、それでもわずかに夕ゆう陽ひが差し込んできていた。何も言わずにこうして居ると、ふとそのことを実感する。
「……一人、か」
　当たり前の話だ。オレの姉さんは、明めい答とう市しの所しよ轄かつ、明めい答とう署しよで働いている。定時に帰ってくることなど稀まれで、一人で食べる夕飯も、一人で過ごす夜の時間も、もう慣れたものだった。
　いや、それだけじゃあない。おおよそ、あのクソ親父おやじから逃げ出だしてきて姉さんと二人で暮らすようになってから、オレには友達と呼べる人間がいなかった。
　高校に入ってからはりんが付き纏まとうようになったが、それだってしょっちゅうじゃない。基本的にオレは孤こ独どくで、自分という存在を顧かえりみるに、そうなって当然だった。教室でも独りで、飯も独りで、学校から帰る時だって独りだ。
「なんでだろうなぁ……」
　元に戻もどっただけじゃないか、そう思うのに。
　ぶらぶらと歩く帰り道、隣となりで小うるさく話しかけてくる女がいない。ただ、それだけだ。鬱陶しいと思ってたんじゃないのか？　そりゃそうだ。これで少しは楽になったさ。
「…………」
　オレは、テレビのリモコンを手にとった。バカバカしい番組など観みる気にはなれないが、雑音でも耳に入れておいた方がいい。なんとなく、そう思った。
　スイッチを入れると、画面に映像が映り始める。夕方のニュースをやっていた。
『──連続して起こる女子高生連続撲ぼく殺さつ事件ですが、新たな犠ぎ牲せい者しやが出ました。明答市××区に住む有あり馬ま久く美みさん、十七歳。部活の練習が終わり、帰宅途とち中ゆうで襲おそわれた模様です。これでこの事件の被ひ害がい者しや数は五人に上り、警察の捜そう査さへ疑問の声が上がっています』
　世間は相変わらず騒さわがしそうだった。だが、事件現場がほんのわずかしか離はなれていないというのに、オレにとっては他ひ人と事ごとに過ぎない。情報は、なんの感かん慨がいも湧わかせることはせず、そのまま情報として通り過ぎていった。
『さて、次のニュースです。○○市××区を中心に起こっていた通とおり魔ま事件の犯人が逮たい捕ほされました。犯人の名前は田た辺なべ崇たかし、二十一歳無職。田辺容疑者は数すうヶか月げつ前より自宅付近にて無差別に通りかかる人をナイフで刺すなどして傷つけたとして──』
　聞く気のないテレビ音は、そのまま数分ほど垂れ流された。内容さえも把握することはなく、オレはぼんやりと天てん井じようを眺めている。
『……田辺容疑者は大学を中退後、職に就つくことなく親の仕送りで生活し、ほとんどの時間を部屋に引ひき篭こもっていた、とのことですが。先生、どう思われますか』
『そうですね。……ここで考えなければならないのは、どうして罪を犯おかしたか、ではなく、何な故ぜ罪を犯さなければならなかったのか、ということです』
『なるほど』
『彼かれは恐おそらく、典型的なコミュニケーション不全と言いますか、どう人と接すればいいか分からない、どういうことをすれば好かれ、どういうことをすれば嫌きらわれるのか、という区別もつかないというような、ある種、社会に不適応な人物である可能性が高いと思われます。そして、なぜ犯人がそのようになってしまったのかと言えば、それは現在の社会の仕組みであるところの──』
　視線を傾かたむける。テレビの中で、見知らぬおっさんが、偉えらそうに講こう釈しやくを垂れていた。
『──つまり、彼ばかりに責任があるのではなく、彼のような人物を生み出すに至った、この社会構造そのものに問題提起をすべきではないかと私は思います』
『先生、具体的にどうすればと？』
『彼は罪を犯したのですから、当然、相応の罰ばつを受け、それを償つぐなわなければなりません。しかしそこから我々が、彼を社会復帰させるべく、様々な方向からアプローチを試みることによってですね、ひいては彼のような人物を二度と生み出すことのないよう、最大限の努力をするべきです。罪を裁くだけではなく、同じことが起こらぬよう、将来的なことを踏ふまえて取り組む、そういった方法が必要になってくるのではないでしょうか』
『なるほど……』
　感心したように頷くアナウンサーへ、そのおっさんは、さも満足げな様子でこう言った。
『我々は、彼を裁くと同時に、救わなければならないのです──』
　思わず鞄を掴んで、オレはそのまま、画面へ向かって放り投げていた。鈍にぶい音が鳴り、金具が当たったのか、スイッチが切れる。おっさんの顔がアップになったまま、いきなりブラックアウトした。
「……知ったようなこと言いやがって」
　気持ちのいい言葉で障さわりのない体面を繕つくろい、後は他人へ全すべての責任を丸投げする。本当に自分自身で、その『問題』とやらに関かかわる気など、ない癖くせに。関わった人間の気持ちも、関わられた人間が抱かかえる闇やみも、なにもかも知らない癖に。
「……チッ」
　自分でもよく分からない感情で、熱くなっている自分に気付き、オレは嘆たん息そくした。どうかしてる。時計を見ると、午後五時半だった。姉さんが帰ってくるにはまだかかる。
「二階にでも行くか……」
　一ひと眠ねむりして気持ちを鎮しずめようと、オレは、腰こしを上げた。
　そのまま、玄げん関かん脇わきにある階段まで歩いていくと──
　ぴん、ぽーん。
　という、間の抜けた音が聞こえた。インターフォンだと気付くのに、少し時間がかかってしまう。オレの家に来客があることなど、滅めつ多たにない。
　オレは面めん倒どうくさいと思いながらも、仕方なく、靴を履はきながら玄関のノブを握にぎった。
「はい、どなたですか──」
　そう口にしながら扉を開け、
「……や、やぁ」
　意外な人物の登場に、目をしばたたかせた。
「お前……」
　そいつは、なんだか少し居い心地ごこちが悪そうな顔で、それでも、しっかりとオレを見上げて言った。
「その、少し話があって。──入っても構わないか？　クギト」
　遠慮がちに、そう……、
　桐崎恭きよ子うこは、尋たずねた。


「……麦茶でいいか？」
　盆ぼんをもったまま、後ろ足で扉を閉める。
「あ、ああ。すまんな」
　オレの部屋の真ん中辺りで、桐崎は所在なさげに、置かれたクッションの上に座すわっていた。
　オレはどこに腰掛けたものかと一いつし瞬ゆん思案し、どこでもいいかとベッドの上に腰を下ろした。
「ほら」
　麦茶の入ったコップを渡わたすと、桐崎は「ありがとう」と礼を言って受け取った。
「……それで、どうかしたのか？」
　オレは、麦茶を一口飲んで、そう尋ねる。だが、桐崎はオレの言葉が聞こえていないのか、きょろきょろと周りを見み渡わたしていた。
「おい、桐崎」
「……ん？　あ、なんだ？」
「いや、……どうかしたか？」
　首を傾かしげると、桐崎は、何故か緊きん張ちようした面おも持もちで頷く。
「いや……そういえば、クギトの部屋に通されたのは初めてだな、と」
「ああ、そういえばそうか」
　まあ、別に連れてくる理由もなかったからな。桐崎の家には、何度か行ってるんだが。
「別にそんな、珍しいもんもないだろ？」
　そう自分で言ってしまうほど、殺風景な部屋だと思う。
　六畳じようほどの広さに、あるのはベッドとテーブル、小さな棚たなと、その上にある十四インチのテレビ。後は姉さんから誕生日プレゼントにもらったＤＶＤプレイヤー。それくらいだ。
「……映画が好きなのか？」
　桐崎は、棚に並んだＤＶＤを観て尋ねた。
「ああ。まあ、映画館に行ったり、新品で買うほど余よ裕ゆうはねえから、たまに中古ショップに行ったり、廉れん価か版ばんを探したりするくらいだな」
「少し見ても？」
　オレは肩を竦めて、ご勝手に、と伝える。話があるんじゃないのかとは思ったが、恐らく、切り出し難いことなのだろう。決心がつくまでは自由にさせてやろうと思った。……まあ、大体予想はついてるんだが。
「色々あるな……」
　桐崎は四つんばいになり、棚の中を物色し始めた。探さぐるために動くため、スカートがいちいち揺ゆれる。その度に、わずかではあるがクマが『やあ』と手を上げている絵がちらちら見みえ隠かくれした。
「……おい、桐崎」
「なんだ？」
「パンツ見えてる」
「もっと見せるか？」
「いるか！」
[image: 画像]
　相変わらず予想の斜ななめ右をいく発想をする奴だ。第一、お前のパンツなんぞそれこそ腐くさるほど見てるから今いま更さらなんの価値も感じない。いや、そういう問題でもないが。
「……『ゴースト・バスターズ』、『バック・トゥ・ザ・フューチャー』、『マスク』、『スクリーム』、『死しり霊ようのはらわた』、『燃えよドラゴン』……なにかバラバラだな。ジャンルが」
「ほっとけ」
　面おも白しろそうなのを手て当あたり次第に買ってるだけだ。重い話は苦手だからやめているが。
「『アビス』、『デモリッションマン』……あんまり聞いたことがないな」
　手て持もち無ぶ沙さ汰たになったオレは、ベッドに横たわり、片かた肘ひじをついて欠伸あくびを噛み殺ころした。
「『ブレード・ランナー』に『ゴジラＶＳビオランテ』……」
「…………」
「『サイコ』、『ｉｔ』、『ＣＵＢＥ』……『春菜の頑張りセクシー体操』」
　……ん？
「『葵あおい優ゆう菜なの快感スローセックスライフ』、『ミカナうっふん白書』」
「……お、おい」
「『綾あや名なのおねだりＳＥＸ』、『お願い、あなたのを舐なめさせて』……お、おお」
「待て待て待て待て待て！」
　慌あわてて立ち上がると、桐崎の襟首を掴んで引っ張った。
「なんの題名を読み上げてる！」
「いや、奥おくの方にあったから。これなんか凄すごいぞ。『姫ひめ川かわあゆみの「もう我が慢まんできない、あなたのし──』」
「桐崎いいいいいいいいいい！」
　ＤＶＤを取り上げて放り投げると、オレは桐崎の頬ほおを、両側から強く抓つねった。
「てめえええ、いいか、男の部屋に来たら、本ほん棚だなの奥とベッドの下だけは探るんじゃねええええ！」
「ひ、ひいいい！　ふぉめん！（ごめん）」
「も、もう探すな！　絶対だぞ！」
　手を離すと、ヒリヒリするのか頬を押おさえ、桐崎は小さく、「わかった……」と言った。
「しかしアダルトＤＶＤなど高いだろうに、よく買えたな……思春期の欲望、恐るべし」
「レンタル落ちしたやつとかを買ったんだよ！　説明させんな！　別にいいだろうが！」
「いや、別に構わんが、しかし、わざわざ金を払はらうくらいなら私が発散させてやるぞ？」
「そういう冗じよ談うだんは今後絶対に言うんじゃねえ！」
　言葉と共に、桐崎の頭へチョップを下す。「いたい！」と叫さけび声ごえを上げて、桐崎は頭を押さえた。そのまま、涙なみだ目で見上げる。
「今いま更さら恥はずかしがる仲でもないだろうに……」
「エロ本買ってるのも見られたもんな！　そりゃそうだわ、ハッ！」
　もうヤケだった。
「……ったく」
　盛大にため息をつき、再びベッドに腰を下ろす。もう待ってやるなんてやめた。
「で、どうしたんだよ」
「……え？」
「え、じゃねえよ。なにか話があるんだろ？　まさかオレを辱はずかしめるためだけに来たわけじゃあるまいな」
「そんなわけないだろう。少しあるけど」
「あんのかよ！」性た質ち悪いなこの女！
「……で、なんだよ」
「あ、ああ」
　オレは、先を促うながすよう顎あごをしゃくった。しかし、桐崎は、また黙だまり込んでしまう。
「言いたいことがあるなら、さっさとしろ。お前らしくもない」
「う、うん」
　何故かもじもじとして、口ごもるように、視線を外す。オレは、怪け訝げんに片眉まゆを上げた。
「どうした？」
「いや……」
　桐崎は、そこで言葉を切って、息を吸い込んだ。心を落ち着かせようとしているらしい。
　それからわずかな沈ちん黙もくが流れた。
　そして、
「……クギト、最近、どうして一いつ緒しよに帰ってくれないんだ？」
「…………」やっぱりそれか。
「別に、いつもいつも一緒に帰ってるわけじゃねえだろ」
「それは、そうだ。しかし、この頃ごろ、避さけられているように思う」
「それは、お前の気のせ──」
「気のせいではない」
　絶対にこちらへ視線を合わそうとはせず、桐崎が、わずかに見える唇くちびるをそっと噛み締めた。
「貴様は私を避けてる。……どうしてだ？」
「どうしてって……」
「……なあ、私が貴様と一緒に居れないと、どうなるか分からないのか？」
　オレは、何も答えることが出来ず、黙り込んだ。
　桐崎は、細く息をつき、震ふるえるような声で言った。……実際、体は小刻みに、震えている。
「わ、私は、貴様が傍そばにいないと……」
　そのまま、ゆっくりと、こちらを向いていく。
「貴様が、傍に居ないと──」
　そして、桐崎は、堂々と叫んだ。
「──む、ムラムラしちゃうんだぞっ！」
「…………」
　真しん剣けんそのものと言った顔で、桐崎は、オレのことを見つめていた。その顔は、風か邪ぜでも引いたように赤くなり、目は泣き出す寸前のように潤うるんでいた。
「……そ、それは大変ですね」
「も、もう、どれだけきつかったか、貴様に分かるか？　求めても、どこにもいないんだぞ。こ、この衝しよ動うどうを、よく抑おさえられたと自分で自分を褒ほめてやりたい気分だ！」
　そしてそのまま、四つんばいになると、桐崎は胸むな元もとを緩ゆるめた。何かを求めるように、口はわずかに開き、喘あえぐような息が洩もれる。
「お、おい、お前……」
「もうやだ。これ以上、貴様がいないなんて、耐たえられない」
　普ふ通つうに聞けば、ロマンティックな台詞せりふなんだろうが、そこに含ふくまれる意味にそんなものは微み塵じんもありはしない。
「……クギト、」
　逃にげる隙すきもなく、ベッドの端はしに追おい詰められた。そのまま肩を押されて、倒たおされる。桐崎はオレの下半身に座ると、動かないようにがっちりと脚あしで固めた。
　血の気が引いたオレへ向けて、桐崎は、滑なめらかな照りを返す舌で、唇をゆっくりと舐めた。そして、囁ささやくように言う。
「クギトの熱いの、ちょうだい……？」
　相変わらず、誤解されない方がおかしい言葉のチョイスだ。オレは起き上がろうとしたものの、いつもながらの化け物じみた力は、まったく抵てい抗こうを許さない。桐崎はそのまま、丁てい寧ねいに、オレの服のボタンを一つずつ外していった。シャツの裾すそから指を入れて左右に開くと、露あらわになった肌はだが外気に触ふれる。桐崎はスカートを少しずつ引いて、光こう沢たくをもつ太ももから、お気に入りのナイフを抜いた。
「……ウフフ」
　既すでに目は正気を失っている。楽しそうに笑い、そのまま、ナイフの刃はを、オレの腹に突つき刺した。
「ぐっ」
　何度やられても、慣れないこの感かん触しよく。恐らく普通の奴やつよりは何倍もマシなんだろうが、それでも痛いことは痛い。桐崎はそのまま、つっ──と、胸まで赤い一筋を刻んだ。
「……ゾクゾクする」
　空いた手で、わずかに溢あふれ出してきた血を拭ぬぐう。それを、恍こう惚こつとした表情のまま、綺き麗れいに舐めとった。
「すまん、クギト、久しぶりだから──止まりそうにない」
　地じ獄ごくへの片道切きつ符ぷを投げつけるように、桐崎は、その言葉をオレへと放つ。
「……もう、好きにしろよ」
　オレは、意識を遠い彼方かなたへと飛ばし、よく分からんがなにか尊いものを得ようとしていた。


　何度やられたか、こいつの刺し癖ぐせの被ひ害がいにあって、そんなことを数えるのはすぐに無意味だと悟さとった。それでも今回は、いつもより多かった。そう思う。
　上半身を裸はだかにされた後、ありとあらゆる場所を刺され、抉えぐられ、手て触ざわりを確かめるように傷口を嬲なぶられた。その惨さん劇げきたるや正に筆ひつ舌ぜつに尽くし難がたく、オレは途中から、苦行に耐える修しゆぎ行よう者しやのような気分で、ある種悟りのようなものに達しようとしていた。あぶねえ。もう少しで神になるところだった。
　そうやって散々玩具おもちやにされた後、いつものように桐崎は我に返ったような顔になって、正気に戻ったがごとく、オレへ向けて謝あやまった。
「ご、ごめん」
　ごめんで済んだら警察はいらねー。使い古された文句が今日はやけにリアルに響ひびく。
「……満足したら下りてくれねえかな」
　桐崎はオレの言葉に従って、頷き、脚をどけた。テンションが上がっていたせいか勢いで服の第三ボタンまで外していた桐崎は、今更そのことを後こう悔かいするように、頬を赤らめながら着乱れを直している。
　起き上がって見下ろすと、既に体のほとんどは、傷が治り始めていた。だが、問題はそこじゃない。
「お前……どうすんだよ。ベッドがビチョビチョじゃねえか。興奮し過ぎだぞ」
「……いやーん、恥はずかしい」
「血だ、血！　お前の考えの方が恥ずかしいわ！」
　オレは、立ち上がり、血ち塗まみれになったベッドカバーを見て嘆息した。……仕方ない。姉さんがいない間に洗せん濯たくするしかないか。脱がされた服をとって、身に着ける。
「ったく……お前は本当、全然節操ねえよな」
「だって……今回はクギトがちょっと悪いぞ」
「……まあ、そうだけどよ」
　こいつに、最初から最後まで付き合うと、約束したのは確かにオレだ。
　桐崎の、この刺しし傷よう癖へきを受け止められるのは、生まれながらに備わっているこの【死なない】という能力を持つオレだけだから。
「なあ、本当に、どうして最近、私を避けているんだ？」
「別に──」
　桐崎は、正面に向き直って、正座した。手を膝ひざの上に置いて、真ま面じ目めに問う。
「私が、何か貴様の不快になるようなことをしたか？」
「今さっきした気がするけど」
「……訂てい正せいする。私が、貴様に、刺す以外のことで、迷めい惑わくをかけたか？」
　オレは、頭を掻かいた。答えにくい。
「まあ、別にそういうわけじゃないけどよ」
「教えてくれ。不備があるなら直す。知らずに不ふ愉ゆ快かいな想おもいをさせていたなら、償いをする」
　桐崎は、まるで縋すがるように、必死な声で言った。
「だけど、何も言わないで、離れるようなことは……その、少し、困る」
「……悪かったよ」
　両手を挙げ、オレは、降参のポーズをとった。
「別に、お前が悪いんじゃない」
「……じゃあ、どうして？」
「お前、最近、四宮とよく一緒にいるよな」
　虚きよを衝つかれたように、ぽかんとした顔をする桐崎。予想外の答えだったらしい。
「……あ、ああ、そうだが」
「あいつ、悪い奴か？」
　質問の意味が分からない。そんな風に、桐崎は眉を顰ひそめる。だが、やがて答えた。
「……いや。それどころか、すごく、いい奴だと思う。優しいし、気は利きくし、話題は豊富で、一緒にいて退たい屈くつしないし……近ごろ、珍めずらしいほどに出来た人間だ」
「そうか。まあ、そんな奴じゃなきゃ、いくら演技でも、お前が付き合わないわな」
「あ、ああ。まあな」
　オレは、血がつかないように、ベッドの端に移動した。そのまま、壁かべに背を預け、虚こ空くうを見み据すえる。そして、息を吸い込んだ後で言った。
「……もう、付き合っちまったらどうだ？」
「なに？」
「詳くわしくは言わねえが、オレもあいつと話をする機会があってな。それで分かった。あいつは確かに面倒くせえ奴だが、悪い人間じゃない。少なくとも、オレよか真っ当だ」
　気に入らないって言えば、気に入らないんだけどな。でも、そんなオレの個人的感情は、今、関係ない。
「オレのことなんて気にしてねえで、あいつと付き合っちまえよ。お前がその……例の癖を我慢できなくなったら、いつでも相手してやるからよ」
「本気で言ってるのか……？」
　信じられないといったような眼まな差ざしで、桐崎が言った。オレは、それに答える代わりに、肩かたを竦すくめる。
「そんなこと、出来るわけないだろう」
「どうしてだよ」
「分かっているはずだ。私が──私という人間が、どんな奴かを」
　そのまま俯うつむく桐崎へ、オレは言った。
「知ってるさ。……確かにお前は、どう償ったって、許されない罪を犯した」
　つい、重ねていく日常の中で、忘れがちだ。桐崎は、その、性的興奮を殺傷行こう為いでしか発散できないという特とく殊しゆな性せい癖へきを除けば、ごくごく普通の、同じ歳の少女でしかないから。
　だけど、オレは──少なくとも、こいつの身近では、オレだけが、その事実を知っている。
　桐崎恭子は、複数の人間をその手にかけた、連続殺さつ人じん鬼きだ。
　ネット上で【午ご前ぜん零れい時じの殺さつ人じん鬼き】として騒がれ──多くの悲しみを生んだ。
【組織】と呼ばれる正体不明の機関との取り引きで、桐崎は、その罪から放ほう免めんされる代わりに、自らの手で同じ犯罪者を殺すという枷かせを嵌はめられた。
　あらゆる意味で、桐崎は、普通の女ではない。
　普通として、生きることを──許されてはいない。
「だったら、どうして、そんなことを言うんだ？」
「……別に、オレは、ずっと付き合えなんて言ってねえよ」
　桐崎とは目を合わさず、オレは、明後日あさつての方向を向いたままで言った。
「学生の男と女で、そのまま結けつ婚こんまで結びつくケースなんざ、オレも詳しくはしらねえが、そんなに多くはねえだろ。長くて卒業まで、短いと一学期ももたないかもしれねえ。そんくらい経たてば、四宮だって熱は冷めるさ。今は付き合ってやらなきゃ、あいつはずっと、お前に寄ってくるぞ」
「それは、そうだが、しかし……」
「いいじゃねえか、少しくらい」
　そこで初めて、桐崎と視線を交かわす。
「十分なんて言わねえ。だけど、お前は、ほんの少し、自分の罪を償ってると思う。逃げもせず、死ぬよか辛つらいと分かってることに身を置いてる。だから、ほんの少し、普通に青春送ってみろ」
「…………クギト」
「どうせ、いつか、本格的に自分の罪と向かい合わなきゃいけない時がくるかもしれねえんだ。それまで、ちょっとだけでも、楽しい時間があってもいいじゃねえか」
　桐崎は、無言だった。だが、その瞳ひとみは、ずっとオレを映している。
「……クギトは、それでいいのか？」
「どうして、オレが問題になるんだよ」
　わずかに口こう端たんを上げて──オレは言った。
「オレのことは、お前のことと、関係ないだろ」
「…………」
　そうか。それもそうだな。──そんな答えが返ってくると思っていた。
　だが、桐崎は何故かショックを受けた風に、少しだけ顔を下げて──そして、言った。
「……そうか、分かった」
　静かに立ち上がる。そのまま、部屋の扉の前まで行って振ふり返かえり、
「今日は、いきなり押しかけてすまなかったな」
　不自然にも思えるほど、満面の笑えみを浮うかべて言った。
「……あ、ああ」
　なにか不気味なものを感じて、オレはついどもる。
「それでは、また明日な」
　だが、質問をする暇ひまもなく、桐崎は扉を開けると、
　──ばこんっ！
　という凄すさまじい音を立てて、まるで完全なる断絶を宣言するかのように、強く扉を閉めた。
「……なんだ、あいつ」
　妙みように機き嫌げんが悪かったな。……なんか不ま味ずいことでも言ったか？　オレ。
「わかんねぇ……」
　オレは、ベッドから下りると、そのまま、床ゆかに寝ね転ころがった。
「人と付き合うってのは、わかんねえことが多いなぁ、おい」
　独り言を、呟く。
　桐崎の最後に見せた顔を、思い出した。
　そして、その直後──つい、一ヶか月げつほど前のことが、蘇よみがえる。
　深夜。珍しく殊しゆ勝しような態度で、オレに抱だきしめられた、桐崎の姿。意外なほど小さな体や、妙に気持ちが動どう揺ようした、思いつめたような顔。そして、その時に抱いだいた感情──
「……バカらしい」
　オレは、頭を振って、その映像をかき消した。それが、なんだってんだ。
　あれは、気の迷いってやつだ。そう……桐崎が、あまりにも儚はかない存在に見えて。
「ただいまー」
　どれくらいの時が経ったのか、姉さんの帰ってくる、のんきな声が聞こえた。オレは立ち上がると、扉を開けて出て行った。
「おかえり、じゃあ、飯にするか」
「おー、愛いとしの弟。今日のメニューはなにかしら？」
　階段を下りたところで、姉さんがにこにこと尋ねる。
「今日は、ソウメンだ」
「……昨日もそうだった気がするけど」
「ああ。安心しろ。明日もソウメンだ」
「恐きよ怖うふのソウメン地獄ね……」
「次は冷麦地獄な」
「ひいい。労働で疲つかれ果はてた体にあまりにひどい仕打ち」
　大げさに嘆なげいている姉さんを見て少し笑い、オレはキッチンへと向かった。
「あ、ところでさっき、家の前で桐崎さんに会ったわよ」
「そーか」
「あんた、家でやらしーことしてたんじゃないでしょうね」
　なに、法に触れる程度ですよ。
「……バカなこと言ってねえで、飯にするぞ」
「へいへい。……ねえ、ところで桐崎さん、なんかあった？」
「あ？　なんで？」
「表面上はいつも通りだったけど──すっごい、怒おこってたわよ」
「…………」
　オレは立ち止まり、そして、しばらく沈黙した後、
「……さてな」
　軽く、首を傾げた。


　次の日辺りから、桐崎の態度は明らかにおかしくなった。
　朝に会っても社交辞令のように淡たん白ぱくな挨あい拶さつをするのみだし、それ以外で話しかけてもこない。その癖、四宮から誘さそわれると嬉うれしそうに立ち上がって駆かけ寄よると、まるでオレに見せ付けるみたいに一緒に出かけていく。たまに学校の中で四宮と一緒にいるところを見かけたことがあるが、その時はこちらをちらりと見るだけで、まるっきり無視していきやがった。
　あまりに露ろ骨こつと言えば露骨で、分かりやすいと言えば分かりやすい。そんな桐崎を見て、オレはどうしていたかと言えば、
「……暑い」
　特にどうこうすることもなく、だらりと屋上の給きゆう水すい塔とう横で寝転がっていた。
　この給水塔のある場所は屋上から更さらに一段高い場所にあり、登るための梯子はしごが一見すると分からない場所に設置されているため、あまり人が来ることがない。授業をサボって昼ひる寝ねとしけこむには丁度いいところだった。
　しかし、九月も半ばを過ぎたとは言え世界はまだ夏を引きずっていて、相変わらず気温は高く、おまけに連日続いた雨のせいかどことなく湿しつ気けを含んでいる気がして、じめじめと気持ちが悪い。
　それでもこの、学校の一番高い場所から仰あおぐ空は、遮さえぎるものがないためかいつもより広く見えるので、割合と気に入ってたまに来ていた。桐崎と、出会う前の話だが。
　そういえば──このうだるような暑さに耐えていると、ふと思い出すことがある。
　夏休み前にあった、小さな事件。あの時も、今と同じようなことがあった。桐崎の機嫌が悪くなり、わざとオレを避け始めたのである。
　あの時、オレは、桐崎の抱いた想いの一いつ端たんを知った。
「また、なんかやらかしちまったかな……」
　ため息をつく。形をもたないそれが、ゆっくりと空に溶とけ込んでいくように思えた。
　別に、オレに対するあいつの気持ちを、無下にしようとしたわけではない。
　だけどオレ自身、そういった感情がよく理解できず、曖あい昧まいにはぐらかして今まで来た。こんなふざけた奴よりも、四宮の方がよっぽどはっきりしている。だったら、オレのことなんて放っておけばいい。そう思ったのだ。
　桐崎は今まで、自身の中にある罪悪感から、孤こ独どくに生きてきた。そこにたまたま、オレという、特殊な能力をもつ人間が現れた。だから、それに縋った。素すの自分を出せる相手にようやく出会えたから。
　つまりあいつにとって、初めて親しく接した異性がオレだったのだ。ただ、それだけのことなんじゃないだろうか。だから、あの時や、温泉で聞いた時のような気持ちを抱いたのではないだろうか。
　主観にしろ客観にしろ、オレはおおよそ、付き合っていて楽しい人間じゃない。それは自分でもよく分かっている。
　だから、桐崎も、他ほかに親しく出来る奴がいるなら、そいつと一緒に居たっていいと思った。背景を考えれば、そんなことは出来ないというあいつの感情もよく理解できる。それでも、少しくらい、一度くらいは──、と。
「あ、見つけた」
　不意に聞こえた声へ、オレは、視線を傾ける。
「……なんだ、お前かよ」
　梯子からひょっこり顔を出していたのは、りんだった。
「どこにもいないんだもん。探したよー」
「なんか用か？　飯ならもう食ったからねえぞ」
「いつもお腹なか空すかせてる子みたいに言うなぁ……」
　実際その通りじゃねえか。
　りんは、梯子を登り切ると、オレの方へ近付いてきた。手を後ろに組んで、じっと見下ろしてくる。
「……なんだよ」
「クギちゃん、ちょっとお時間ありますか」
「あ？　ああ、まあな。昼休みが終わるまではまだあるし」
「じゃあ、ちょっと、起き上がってください」
　なんなんだ……？
　オレは首を傾げながら、起き上がって、胡坐あぐらをかくと、りんと向かい合った。りんもまた、その場に座ると、スカートを畳たたみながら正座する。
「さて、クギちゃん、説明して下さい」
「なにを」
「今度はどうして喧けん嘩かしたの？」
「…………」
　言葉に窮きゆうするとはこのことだろう。オレは、真面目な顔をしてじっと顔を覗のぞき込んでくるりんの視線から、逃のがれるように目を逸そらしていった。
「……してない」
「してるよね」
「してねえ」
「してます」
「してねえよ」
「してる」
「しつけえな。してねえって言ってる──！」
　どやしつけようと、視線を戻もどした直後、オレは固まった。
「……してるよね？」
　そこには、いつものりんの、にこにことした笑え顔がおがあるだけだった。台詞に重みもなく、ただ、ごく普通に、尋ねているようにも思える。だが、オレは、確かに感じた。りんの体から、ゆらりと立ち昇のぼる、ある種のオーラのようなものを。静かに、決して己おのれを崩くずさず、しかし、相手を圧倒するような──、その迫はく力りよく。
「…………はい、してます」
　思わず敬語になってしまった。
「もう」
　りんは、正体不明のオーラを雲うん散さん霧むし消ようさせ、ため息をついた。
「二人とも、よく喧嘩するね」
「はぁ、すんません……」
　頭を掻いてそう言うと、りんは、わずかに苦くし笑ようした。
「別に、わたしに謝らなくてもいいよ。でも──わたし、クギちゃんと桐崎さんが仲良くしてるの好きだから、やっぱりそういうのは、悲しいな」
　お前の気持ちなんて知ったことか──なんてことを、言えるはずだ。りん以外の人間には。しかしオレはどうにも、こいつの、困り果てたような顔が苦手だった。
「んなこと言われてもなぁ……」
「ねえ、クギちゃんと桐崎さんは、お付き合いしてるんだよね？」
「……ああ、まぁな」
「それなのにどうして、クギちゃんは、桐崎さんが四宮くんと一緒にいるのに、何も言わないの？」
「いや、まあ、それは、なんというか、自由恋れん愛あいと言うか、新時代の男女の形というか……」
「真面目に答えてね」
「……すみません」
　ぬう。なぜか逆らえん。
「クギちゃんは、桐崎さんが、大切だよね？」
　確かめるように尋たずねてくるので、オレは一いつ瞬しゆん、答えに詰つまった。だが、すぐにその言葉を口にする。
「ああ、まあ……な」
　嘘うそをつく時特有の、心が離はなれていくようなこの感覚。
「うん。きっと、桐崎さんも、クギちゃんが大切だよ」
　りんは、確信をこめて言った。
「……なんでそんなことが分かる？」
「それは、女の子の秘密」
　人差し指を、唇に当てる。
「二人とも、お互たがいが大切なのに、どうして喧嘩しちゃうのかな……」
　そのことを、本当に嘆くように、りんは言った。
「……いや、今回はよ、オレの問題っつーか」
　ぼそりぼそりと、オレは、語り始める。
「確かに桐崎とは付き合ってるんだけどよ、未いまだにオレの気持ちは定まってねえっつーか、はっきりしねえっつーか」
「……うん」
「オレ自身にもよく分かってねえ状態だし、そんなんでこのままやっていくってのもなぁ、と思ってよ」
「それで、四宮くんと一緒に居てもいいって思ったの？」
「……と言うか、オレが、付き合っちまえばいいんじゃねえかと言った」
「……、好きかどうかもはっきりしない人よりは、ってこと？」
「ああ、まあ、そんな感じだ」
　オレは、妙な居い心地ごこちの悪さを感じて、頬を掻いた。
「むー」
　りんは何かを考え込むように、眉み間けんへ皺しわを寄せて唸うなった。
「だから、まあ、今回は喧嘩というより、そういう情けないオレにあいつが愛あい想そつかしたってことじゃねえかな」
　微び苦くし笑ようして、寝転がる。
「……クギちゃんは、それでいいの？」
「いいの悪いのって言うより、しょうがないんじゃねえのって感じだな。あいつの問題だしよ」
「うーん──」
　腕うでを組んで首を傾げ、りんは言った。
「でも、桐崎さんは、そんなことでクギちゃんに愛想をつかしたりはしないと思うよ」
「……なんで？」
「桐崎さんは、クギちゃんがはっきりしないなら、はっきりするまで待とうって思える人だと思う」
　オレは体を起こし、無言で先をうながした。
「あのね、わたし、思うんだけど──相手が自分のことを好きか嫌きらいか、はっきりしないと一緒に居られないっていう人、いるよね」
「ああ、まあな」
「それは、多分、気持ちが不安になるからで──仕方のないことなんだと思うけど」
　脚あしを崩し、りんは、視線を虚空へ向ける。
「だけど、それで焦あせって自分の感情を押し付つけちゃうのは、違ちがうと思うんだ」
「……ああ」
「誰だれかを、何かを好きになるってことは、それを、心の底から信じる、信じたいってことなんじゃないかな」
　わずかに笑い、りんは続けた。
「きっと好きになってくれる。どれだけ長い時間がかかっても、応こたえてくれる。そう信じる気持ちを、【好き】って言うんだと思う」
「……もし、応えてくれなかったら？　一緒に居る内、嫌いになっちまった、ってこともあるだろ」
「それは、すごく残念で、悲しいことだと思うけど……」
　眉まゆを落として、りんは言う。
「だけどそれでも、その人を好きになった、っていう感情は嘘じゃないでしょ？　たとえ相手が応えてくれなくても、その時抱いた気持ちは本物だから、悲しいけど、受け入れて生きていける。【好き】っていうのは、それが報むくわれないことも含めて、相手のことを大事に思う心なんだよ」
「…………よくわかんねえな」
　ため息をつき、オレは、空を仰いだ。
「お前は本当、時々、難しい」
「……うん、ごめん。わたしも、本当にそうなのか、って言われると、違うかもって思っちゃうかもしれないんだけど」
　苦笑して、りんが答える。
「でも、桐崎さんは、きっとそう思ってる。桐崎さん、付き合ってもいいんじゃないのかって言われた時、クギちゃんに『本当にそれでいいの？』って訊きかなかった？」
「……なんで分かるんだ？」
　オレは、驚おどろいて問い返した。
「なんとなく、かな。それで、自分のこととは関係ない、みたいなことを言ったんじゃない？」
　オレは、目をしばたたかせた後で、軽く頷うなずいた。なんでそこまで見み抜ぬけるんだ。
「……じゃあ、桐崎さん、そのことでちょっと、怒っちゃったのかな」
「どういうことだ？」
「だって、他の男の人と付き合っていいってことは、自分のことはどうでもいいって思ってるってことでしょ？」
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「…………まあ」そういうことに……なるのか。
「好きか嫌いか、はっきりしないより、無関心になられるほうが傷つくんだよ」
　……なるほど。
「でも今ごろ、桐崎さん、罪悪感もってるかも」
「罪悪感？」
「だって、クギちゃんの気を引ひくために他の男の子を利用しているようなものだもん」
　りんは立ち上がり、大きく伸のびをした。
「自分のやってることが相手に悪いって思ってるけど、それでも、クギちゃんに言われたことがショックだったんじゃないかな……」
「ショック、ねえ」
　オレは、頭を掻いて、またごろりと横になった。空は晴天、雲もない。前もそうだったか。殺人鬼としての自分が、普通の人間としての心を持とうとすることへの、葛かつ藤とう。拭いきれない罪を背せ負おった己を自覚しながらも、年とし頃ごろの女と同じ感情を抱いてしまうことへの、苦しみ。
　今回も、桐崎がそうなってしまっているなら……それはやはり、オレのせいか。
　オレがあいつのことを、適当に扱あつかってしまっているからか。
　だけど──だったらオレは、どうすれば良かったって言うんだ？
　嘘をついてでも、桐崎を引き止めればよかったとでも言うのか。
　自分を殺して、桐崎の気持ちを優先しろってことか。
　……それも、なにかが違う気がする。だけど、なにが違うのかと言われると、全くもってそこがはっきりとしない。
　だから、妙に焦る。胸の奥の方で、何かが自分を急せかしている。こいつの正体は、一体なんなんだ。
「ねえ、クギちゃん、わたし、たまたま聞いちゃったんだけど……」
「なにを」
「桐崎さんね、四宮くんから、デートに誘われてたよ」
　デート？　あいつが？
「ほら、明めい答とう神じん社じやってあるでしょ。学校の近くにある」
　オレは頷く。メイガクに通っている奴なら誰でも知っている、割と大き目の神社だ。明答市に住んでいる人間が初はつ詣もうでに行くとすればそこだし、他、町内のクリスマス会も明答神社の社務所でやっていた覚えがある。よく考えれば、とんでもない話である。
「そこで、今週の土、日って、秋祭りがあるじゃない？　一緒にどうかって」
「……あいつは？」
「ちらっと耳にしただけだから、わかんない」
　そうか、とオレは呟つぶやき、目を閉じた。デート、ね……。
「……どうするの？　クギちゃん」
　お節せつ介かいなりんが、そう訊いてくる。
　オレは、瞼まぶたを上げ、空へ向けて手を伸ばした。掴つかめるはずのないものを、それでも掴もうとするように、強く握にぎる。
　そして、
「……知るかよ」
　小さく、そう答えた。


　夕飯前。
　ひたすらにネギを切っている。
　包丁を振る度たびに右側へ緑の山が積み上がっていった。味み噌そ汁しるに使うためのものだが、どう考えても多過ぎるほどの量だ。そんなことは分かっている。
　それでもオレは、頭の中を真っ白にするため、ひたすら単純作業に集中していたかった。
　指は的確に材料を刻んでいくものの、頭の中には、今日の昼間、りんに言われたことがずっと回っている。
　消してやろうと思うのに、その欠片かけらさえも忘れられず、ぐるぐるとリフレインしていた。
　自分でも明確に出来ない感情というのは、必要以上に不愉快だ。どれだけ見定めようとしても、まるで薄ぼんやりとした霧きりのように、少し気を抜ぬくと消えてしまう。しかしちょっとでもそこから目を逸らすと、また、ぼんやりとした形をもたげるのだ。
　オレは、ようやくネギを切る作業をやめた。
　横に転がっていたジャガイモを手にとり、包丁の刃を当てると、皮を剥むいていく。
　──それでも、クギちゃんに言われたことがショックだったんじゃないかな
　不ぶ恰かつ好こうな切り口を見せて、クズが落ちていった。
　──どうするの？　クギちゃん
　誰もいない台所で、聞こえるはずもないりんの声が繰くり返す。
　──好きか嫌いか、はっきりしないより、無関心になられるほうが傷つくんだよ
　知らず、指に、力がこもった。
　そのせいか、包丁の刃が滑すべり、手の腹を傷つけてしまった。
「つっ……！」
　思わず声を上げて、赤い液体の滲にじみ出だした肌を見る。だがわずかに流れた血はすぐに消え、傷も瞬またたく間まに癒いえてしまった。
　自分にだけ備わったその能力を、改めて認にん識しきして──
「くそっ！」
　わけもなく苛いら立だって、包丁を放ほうり投なげた。
「やってらんねぇ……」
　自分でもどうしていいのか分からないモヤモヤが、最高に感情を昂たかぶらせている。オレは、どうしちまったんだ。悩なやみ事ごとの正体も分からず、だから解決法なんて分かるはずもなく、仕方がないからその場でのた打ち回ってる。最悪だ。鬱うつ陶とうしいほどに。
　オレは、長く嘆たん息そくして、振り返った。居間の時計は、午後五時四十分を指している。姉さんは、今日も遅おそいだろう。そういえば、洗せん剤ざいが切れていたことを思い出した。
「……少し、買い物でもしてくるか」
　このまま、わけのわからない気持ちを抱かかえたまま、うんうん唸っていても仕方ない。どうせなら、ぶらぶらと歩きつつ、突き詰めてやろうじゃねえか。
　誰に対してなのか分からないが、そんな挑ちよう戦せん心を抱えたまま、オレはエプロンを外した。


　外に出て散歩していれば少しは気も晴れるだろう。
　そんな安易な考えは、やはり安易な考えでしかなく、結局なんの解決法も見み出いだせないままにスーパーの前まで来ていた。
　オレはため息をつき、夕食の買い物で騒さわがしい店内を一ひと巡めぐり。求めていた洗剤と、コーヒーのペットボトルを購こう入にゆうしてから外に出た。
　夕暮れになっても暑さは引くどころか更に強さを増し、不快指数はうなぎのぼりに上がっていく。じっとりと掻いた汗あせで気持ちの悪い体と、はっきりとしない悩みがもたらすうんざりするほど重い気持ちは止まるところを知らず、遠方から聞こえるひぐらしの声さえも今はわずらわしい。
　どうすりゃ少しは楽になれるのかと、そんなことをぼんやり考えていると、不意に着信音が鳴った。姉さんかと思ってポケットから携けい帯たい電話を取り出し確かく認にんすると、発信者名にははっきりとこう書かれている。
『桐崎恭子』。
「…………」
　一瞬、このまま切ってやろうかと思った。が、それは卑ひき怯ようと言うものだろう。相手が何かを伝えようとしているのに、どんな事情があるにしろ、個人的な感情でそれを一方的に断絶するというのも考え物だ。
　数秒間、考えた末に、オレは通話ボタンを押おした。
「もしもし」
『……クギトか？』
「ああ」
　オレは辺りを見み渡わたして、スーパーの敷しき地ち内ないにある、うらぶれた感じの喫きつ茶さコーナーを見つけた。喫茶コーナーと言ってもそこにはかつて店があったであろうという痕こん跡せきが残るのみで、今は無人の建物の横に、ひっそりとベンチが二つ置いてあるだけだ。オレは「ちょっと待ってろ」と言ってからそこまで行って、どっかとベンチに腰こし掛かけた。長い間使われていないのだろう、ぎしりという悲鳴を上げる。
「……で、どうした？」
『あ、ああ』
　桐崎は自分からかけてきた癖くせにそれから数秒間、黙だまりこくっていた。何かを躊ちゆ躇うちよするように、息を吐はく音だけがかすかに聞こえてくる。
「用が無いなら切るぞ」
『ちょっと待ってくれ。今、言う』
　オレは了りよ解うかい、と答えて、同じ体勢を保ち続けた。それから、また数秒が経過する。
「……おい、きりさ──」
『クギト、……今日、四宮から、明答神社で行われる秋祭りへ、一緒に行かないかと誘われた』
　思い切ったように告げたその言葉に、オレは軽く答える。
「知ってるよ」
『……どうしてだ？』
「りんから聞いた。つっても、盗ぬすみ聞ぎきしたわけじゃねえぞ。偶ぐう然ぜん、らしいからな」
『そうなのか……』
「……で、それがどうかしたのか？」
　オレの問いかけに、桐崎は、小さく『……うん』と答える。
『確かに、ここ最近、四宮とは親しくしている。それは、事実だ。……でも、それは、あいつが私に対して明らかな好意を示してこないから──だ』
「ああ」
『相手がそうする以上、こちらも無下にするわけにはいかないし、その……それで、仲良くしていたというか……えと』
「……オレには、お前も結構楽しんでたように見えたけどな」
『そ、それは──……四宮は、真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうに見えるけど、実は結構、面おも白しろい奴だし、話していて飽あきないというか……』
「まんざらじゃない、ってことだろ」
　……ん？　なんでオレは、こんなに攻こう撃げき的てきになってるんだ？
『いや、だけど！　……いや、それはいい。今は、いいんだ。それで……でも、今度の誘いは、なんていうか、事の下準備のように思えるというか』
　ようするに、今まで表に出して好きだのなんだの言わなかった四宮が、遂ついに頃ころ合あいを見て動き出したということだろう。桐崎がオレから離れていっているのは、現段階において事実に他ならないのだから。
『さすがに、これは、不味いんじゃないかと思うんだ』
「……そうかもな」
『……あんまり、気を持たせるような真ま似ねをし続けるのも、正直、酷ひどいと思う。だから──』
「だから？」
　息を吸うような音。やがて、桐崎が言った。
『──クギトは、どうすればいいと思う？』
「……オレ？　どうしてそこでオレが出てくるんだよ」
　オレは、訝いぶかしげな声を上げた。
「お前と、四宮の問題だろ、それは」
『そ、それはそうだが、なんていうか──その、私自身のことを深く知っているのは、貴様だけなわけだし』
　何か言い訳するような口調で、桐崎は続ける。
『だったら、今回のことも、やっぱり、貴様に相談するのがいいかと思ったんだが……』
「…………」
　オレは、ベンチの背もたれに寄りかかると、そのまま、夕暮れの空を仰いだ。
『……クギト？』
　長い時間、そうやって無言で居たので、桐崎が呼びかけてくる。オレは、ゆっくりと細い息を吐いた。そうして力を抜きながら、そっけなく答える。
「そんなもん、好きにすればいいじゃねえか」
『……え？』
「いちいちオレに訊かなくても、行きたきゃ行けばいいし、行きたくなけりゃ断ればいい。そういうことだろ？　なんだ、オレはいちいち、お前のあれやこれやに、アドバイスしなきゃいけないわけか？」
『そういうわけではないが──そういう言い方はないと思う……』
「じゃあ、どういう言い方をすればよかったって言うんだよ。行かないでくれ桐崎、って泣きながら頼たのめばよかったとでも言うのか？　オレがそういう奴やつじゃないことは、お前が一番よくわかってんじゃねえか」
　口からついて出る言葉を、止めることは出来なかった。さすがに、もう少し言いようがあるのではないかと思っていたが、何か色んなことがどうでもよくなっていたのだ。どうしてそんな気分になっていたのかは、わからなかった。
「言っただろ。四宮と付き合ってもいいんじゃないかって。秋祭り？　結構じゃねえか。行ってこいよ。存分にイチャついてこい」
『…………』
「こっちだってな、色々あるんだよ。逐ちく一いちお前のやることを気にしてなんていられねえんだ。大体、お前はいつもそうやって自分の都合ばっかり──」
　言葉を切ったのは、電話口の向こうから、不ふ穏おんなものを感じ取ったからだった。先ほどまでどこか怯おびえるようで居た桐崎の気配が、がらりと変わった気がした。
『……その言い方はあんまりじゃないか、クギト』
「だから、じゃあ、他にどう言えば正解だったと──」
『私は、貴様の、仮にも恋こい人びとだぞッ！』
　鼓こ膜まくを打ち破るかのような大声量に、思わず携帯電話を離す。
『その恋人が、他の男からデートに誘われて、どうしようかと相談しているのに、好きにしろだと!?　知ったことかだと!?』
「いや、知ったことかとまでは……」
『なんだその冷たい言葉は！　私は──私が、どれだけ悩んでいたと思ってる!?　四宮を不用意に傷つけたくはない、でも、く、クギトのことをないがしろにするのもどうかと思うって、そうやって、懸けん命めいに考えてだな！　それを、付き合えばいいんじゃないのかとか、存分にイチャついてこいとか！　どういうつもりなんだ！』
「いや、それはなんつうか」
『ああ、そうだ！　全部、私が勝手にやったことだ！　クギトの気持ちなんて全然考えてない！　それはすまなかったと思ってる！』
　怒いかりを滲ませて、桐崎が叫さけぶ。
『だからって今までの貴様の態度は、そのことを差し引いたとしても、酷すぎるじゃないか！』
　…………。
　なんか、一方的に責められ続けて、だんだん、腹が立ってきた。
「……うるせえな」
『なにを！』
「うるせえつったんだよ！　いいか！　てめえがどういう考えで何をしようとオレの知ったことか！　関係ねえんだよ！　いいか、もう一回言うぞ、か・ん・け・い・な・い！」
『……ッ！』
「前にも言ったよな！　オレとお前が恋人だなんだっていうのは、ありゃ、あくまで表向きってことだって！　それで構わないって言ったのはお前だろ!?　なのにことごとくそういうのを持ち出してくんじゃねえよ！」
『そ、それはそうだが、しかし──』
「お前はオレに何を求めてるんだよ！　焼やき餅もちでも焼けっつーのか!?　ああそりゃ残念だったな！　オレにはそんな感情はねえよ！　お前が他の男と何してようが知ったことじゃねえ！　こんなろくでもねえ男を気にしてても仕方ねえだろうが！　だから付き合っちまえって言ったんだよ！」
『わ、私はだな！』
「あー、うるせえ！　もうお前のことでぐだぐだ悩むのはうんざりだ！　デートでもなんでも行っちまえ！　そんで恋人になってキスでもしてろよ！　そっちの方がオレもさっぱりするわ！」
『なっ──』
　絶句。その後、しばしの沈ちん黙もくがあった。オレは、久しぶりに大声を出し続けて、疲れ果てたので、電話を離して、荒あらく息をついていた。が、呼吸を整えても、まだ桐崎の返答はない。さすがに気になって、様子を窺うかがおうと受信口に耳をあてた。
『……く、クギトの、』
　次の瞬しゆ間んかん──、
『クギトの、バカァ────ッ！』
「…………ッ！」
　脳みそが爆ばく発はつしたかと思った。それくらいの、咆ほう哮こうとも言える程ほどの音量だった。慌あわててまた携帯を離し、その後で、
「だ、誰がバカだこのアホ！」
『バカバカバカ！　この馬ば鹿か！　間ま抜ぬけ！　甲か斐いし性ようなし！　人間冷蔵庫！』
「なん──なんだとこの阿あ呆ほう！　万年発情女！　子ども趣しゆ味み！」
『だ、誰が子ども趣味だ！　ぱ、パンツがクマなだけだろう！』
「充じゆ分うぶんじゃねえか！　たまには色っぽいもん穿はいてみやがれ！」
『ああ穿いてやるさ！　この童どう貞てい！』
「て、てめえだって処女じゃねえか！」
『処女には価値があるが童貞は金を出しても売れやしないんだぞ！』
「そ、それがどうした！　ああ!?　ヤっちまえば誰でも偉えらいのか!?　ヤれるのがそんなに偉いのか!?」
『ヤれない奴より一段上なのは確かなんじゃないのか！』
「てめえええええええ！」
　一体なんの会話なのかさっぱりわからなくなっていたが、オレと桐崎のボルテージは上がり続けていた。
『もういい！　もう分かった！　貴様にはもう何も相談しない！』
「ああ、そっちの方がせいせいするね！」
『デートしてやるからな！　後で悔くやんでも遅いぞ！』
「誰が悔やむか！　てめえこそ興奮して四宮を襲おそって嫌われないようにな！」
『う、うるさい！　ああもう！　クギトの不良偽ぎし称よう罪ざい！　バナナで滑ってタライが落ちろ！』
「誰がそんなベタな笑いを受け付けるかァ──！」
　その、意味不明のやりとりを最後に、桐崎の通話は、ぶちりと切れた。
「だああああっ！」
　無むし性ように苛いら々いらして、携帯電話に悪態をつくが、当然ながらなんの反応もない。
　オレは、近くにあったゴミ箱から、空あき缶かんを取り出した。
「なんで全部オレが悪いみたいになってんだぁ──ッ！」
　そのまま、全力で壁かべに向かって投げつける。乾かわいた音を立てて、無様に転がった。それを見下ろし、ぜえぜえと息をつくオレの頭の中に、りんの顔が浮うかぶ。いつも放課後、散らかったゴミを片付けている姿を思い出し、
「だぁ、ちくしょう！」
　空き缶を拾ってまたゴミ箱へ放り投げると、足音荒く、その場から立ち去ろうとした。
　が、視線の先、スーパー敷地内の隅すみ、目立たない場所に、人だかりが出来ている。
　微かすかに聞こえるのは、何かを強ごう引いんに誘う男と、それに抵てい抗こうする女の声。やっていることは明らかだった。
「……運の悪い奴らだな」
　普ふ段だんなら、そんなことに構ってはいられないと、見捨てていくだろう。
　だが、今のオレは、最高に苛立っていた。完全に八つ当たりだが、そんなことはどうでもいい。ウサ晴らしの、いい獲え物ものを見つけた。
　オレは、人だかりに近付いていった。
「なあ、別にいいだろ？　ちょっと、そこで遊ぼうって言ってるだけじゃん」
「だから、すみません、わたし、用事があるんです」
　……なんか、どこかで聞いたことがあるような声だな。まあ、いい。
「おいこら」
「あ？」
　数人ほどいる男たちが、揃そろって振り返かえった。邪じや魔まするならタダじゃおかねえと言わんばかりに、こちらを睨にらみつける。だが怯ひるむわけもなく、オレは言った。
「つまんねえ真似してんじゃねえぞ」
「……なんだてめえ」
　そのままぞろぞろと、取り囲む。数では圧あつ倒とう的てきに勝っているためか、余よ裕ゆうじみた笑えみを浮かべていた。
「カッコつけて出てきたのか？　残念だったなぁ。ボッコボコにされて終わりだよ」
「……失うせろ」
「あぁ!?」
　ドスの利きいた声で、そう脅おどしつけてくる。が、しかし──
「失せろっつったのが、分かんなかったのか？」
　オレは、悪あく魔まのように歪ゆがめた顔で、真っ向から男の一人を睨みつけた。
「それとも──死ぬか？」
「ひぃ！」
　男は、そのまま地面に尻しり餅もちをついた。仲間が声をかけると、「や、やべぇ……！」と逃にげ出していく。他の奴らも、何か危険を察知したのか、それにつられて駆かけ出していった。
「……ちっ」
　全然すっきりしねえ。殴なぐる気なんてなかったが、もう少し抵抗するかと思ったんだが。
　オレは、大きくため息をつき、そのまま踵きびすを返して帰ろうとした。
「あれ。クギちゃんだ」
　そのままずっこける。
「……お前かよ」
　前に回ってきて、転んだオレを覗き込んでいるりんを見上げた。
「何回絡からまれれば気が済むんだお前は」
「なにが？」
　相変わらず、てんで何も分かってない顔で首を傾かしげるので、もう色んな部分の気が抜けて、オレは問いかけには答えず立ち上がった。
「こんなところで何してるんだよ」
「お母さんに、牛乳が足りなかったから買ってきてって言われちゃって」
「そーかい」
　近所に住んでいるとは言え、恐おそろしい偶然もあるもんだ。オレはやれやれと、スーパーの袋ふくろを肩かたに担かついだ。
「なに買ったの？」
「洗剤とコーヒー」
「……なんだか変な組み合わせ」
「知らないのか。混ぜると美う味まいんだぜ」
「嘘!?」
「嘘」
「なんだ、嘘かぁ……」
　いや、ちょっと考えれば分かりそうなもんだが。オレは、わずかに苦笑して、ぶらぶら歩き出した。まったく、りんと居ると、いい意味で色々どうでもよくなるな。
「ねえ、クギちゃん」
　先を行くオレの後をついてくるりんが問うた。
「桐崎さん、どうなった？」
「どうなったって？」
「あれから、連れん絡らくきた？」
　オレは、苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をした。
「……まあ、な」
「あ、本当？　それで、なんだって？」
「お前に教える義理が？」
「……嫌いやならいいけど」
　隣となりに並び、残念そうに俯うつむくりんへ、オレは「冗じよ談うだんだよ」と言った。
「デート、行くんだってさ」
「え、本当!?」
「ああ」
「……桐崎さんから、そう、電話が来たの？」
「そうだ」
　若じや干つかんの沈黙。そして、
「……もしかして、また、何か言った？」
　言葉が、胸に食い込む。うぐ。
「……なにも、言ってませんよ、はは」
「クギちゃんって、嘘つくと、時々敬語になるよね」
　そうですね。
「……まあ、言ったかもしれん」
「もー」
　肩を怒いからせて、りんは、オレを睨みつけた。今回は、あまり、恐こわくない。
「どうしてそういうことするの？　桐崎さん、怒おこっちゃったんだよ」
「知ったことかよ。あいつが悪いんだ」
「そうなの？」
「……そうです」違うかもしれないでーす。
「…………」
　うっ。今日の昼につくづく思ったことだが、りんが黙り込むと無性に怖こわい。
「……まあ、若干、オレが悪かったかもしれん」
「若干？」
「……若干、少し、大分、多めに」
　大きなため息。呆あきれたように、りんが言う。
「クギちゃんは、桐崎さんを、怒らせたいの？」
「そういうわけじゃない」
「じゃあ、どうして、怒らせるようなことばっかり言うの？」
「おい、オレばっかり悪いのか？」
「じゃあ、桐崎さん、最初、四宮くんとデートするけど何か文句あるのか、って言ったの？」
「……いや」
　最初は、確か、迷ってたと思うんだが。うん。あれ？　なんでこうなったんだっけ？
「止めて欲ほしかったんじゃないかなあ、きっと」
「そうなのか？」
「うん」
　……まあ、今から考えればそうだったのかもしれん。
「めんどくせぇ……それならそうと最初から言えよ」
「照れくさかったんじゃないかなぁ……」
　そんなもんかね──
「それで、どうするの、クギちゃん。このまま、桐崎さんが、四宮くんとデートしてもいいの？」
「いいのって、いいって言っちまった以上、しょうがねえだろ」
「……放っておくの？」
　どうしてそんなことするの？　というような目つきだった。
「クギちゃんは、本当にそれでいいの？」
「…………」
　オレは、肩に担いだスーパーの袋を下ろした。……まあ、このまま喧けん嘩か別れってのはあんまりいいもんじゃねえが。だからといってどうしろって言うんだ？
　オレは、ぐちゃぐちゃとした思考の中で、適当な言葉を選んで言った。
「まあ、それであいつが幸せなら、それでいいんじゃねえのかな」
「……本当に、幸せなのかな」
　ぽつりと呟く、りん。
「ねえ、クギちゃん、四宮くんが、本当に桐崎さんを、幸せにすると思う？」
「しらねえよ、そんなことは。まあ、オレと一いつ緒しよにいるよかはそうなんじゃねえの？」
「本当に？」
「なんだよしつけえな」
「本当に、そう思う？」
　重ねて尋たずねてくるその質問に、オレは、いい加減、疲つかれてきて答えた。
「そうなんじゃねえの。よくわからねえけどさ」
　りんは、オレの言葉を受けて開きかけていた口を、閉じた。そのまま、考え込むようにして、地面を見続ける。
　そのまま、数分ほど、互いに無言だった。
　そして、やがて、十字路に突つき当あたった。
　オレはここから左に、りんは右に行かなければならないはずだ。
「……んじゃまあ、また明日な」
　オレは、そう挨あい拶さつしてその場を去ろうとして──
「ねえ、クギちゃん」
「あ？」
　足を止めた。りんが、真しん剣けんな顔でこちらを見つめている。
「じゃあ、確かめようよ」
「……なにを」
「四宮くんが、本当に、桐崎さんを幸せにしてくれるかどうか」
「そんなもん、どうやって」
「うん。すぐには無理だと思う。だから、少しずつ。そうだね、まずは……」
　鼻の頭を人差し指で押さえ、唸っていたりんは、「うん」と思いついたように言った。
「監かん視ししよう」
「は？」
「秋祭りのデート。監視するの」
「なんでそんなこと……」
「いいの！」
　いつになく強引に、りんは、オレの服の裾すそを握って訴うつたえた。
「今週末、クギちゃん、秋祭りに来て。桐崎さんと、四宮くんのデート、見張るから」
「いや、お前」
「決めた！　ね、お願いだから、ちゃんと来てよね！」
　そう言って、りんは、踵を返した。
「それじゃ、詳くわしいことは、また明日！」
「お、おい！」
　オレの制止する声も無む駄だに終わり、りんは、そのまま、走り去っていった。
「……なんだ、あいつ」
　その光景を見て、オレは呆ぼう然ぜんと、そこに立たち尽つくすのみだった。
　……ふと、思う。
　あいつ、なんか、オレと桐崎のことになると──少し、性格変わってないか？
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　太陽は山の向こうにその身を隠かくし始め、辺りはゆっくりと紅くれないに染まっていく。たとえサウナの中みたいに鬱陶しい暑さのままでも、初秋に漂ただようこの雰ふん囲い気きは嫌きらいじゃない。全すべてがゆったりとしていて余裕を感じ、思わずぼうっとしながら景色を眺ながめていたくなるからだ。
　いつもなら人気がなくなり始めてもいい時間帯なのに、明めい答とう神じん社じやの賑にぎわいは途と切ぎれることがなく、寧むしろ徐じよ々じよにその数は増え始めている。
　それもそのはずで、毎年、九月にこの場所で行われる秋祭りは、日が暮れてからが本番。騒がしくなるのは将まさにこれからだった。
　見上げるほど巨きよ大だいな鳥居を潜くぐれば、本ほん殿でんへ続くまでの真まっ直すぐな長い道があり、左右に数々の屋台が軒のきを連ねている。わたあめ、ミルクせんべい、焼き鳥、ヤキソバ、たこ焼き、的当て、水あめ──種々雑多に亘わたる店の前には子どもたちが群がり、盛せい況きような様子を見せていた。
　元々この辺りの人間は農業で身を立てていた者が多かったらしく、明答神社で祀まつられているのも豊ほう穣じようの神だそうだ。この秋祭りは、昔、名を豊作祭と言って、その年の成果を祝って宴えんを催もよおしたことが始まりと言われている。……と、以前、姉さんに聞いた。仕事上、子どもが関係するような行事などには詳しくなったらしい。ご苦労なことだ。
　まあ、それはともかく──昔ならいざ知らず、今となってはもう、豊作がどうのというのは名目上の話だ。集まっている人間のほとんどは会社勤めだろうし、この神社にいる神がどんな奴かも知らない者がほとんどだろう。何百年も経たてば、神聖な儀ぎ式しきも庶しよ民みんの娯ご楽らくに成り下がる。などと言ったものの、こうした催し自体に文句があるわけじゃあない。楽しいことはいいことだ。そんな程度なもんだ。
　ただ、オレは一度も、この秋祭りに参加したことはない。姉さんと一緒にこの明めい答とう市しへ引ひっ越こしてきた頃ころにはもう中学生で、その時のオレは今よりもっと自分に嫌いや気けが差していたというか、早い話がやさぐれていたから、祭りなんぞで浮かれている場合じゃなかった。高校生になってから、りんに一度誘さそわれたこともあったが、その時は興味がないという理由ですっぱりと断った。
　それを思えば、オレも随ずい分ぶん丸くなったものだと自分でも思う。強引に相手が勝手に決めたことへ、大人しく従うとはな。
　おまけにこの祭りへ来る動機が動機だ。
　桐きり崎さきと四しの宮みやのデートを監視する。
　正直、なんで？　という気持ちで一いつ杯ぱいなのであるが、しかし、もしも四宮とのデート中に桐崎の「あの癖くせ」が出たら、という不安が過よぎり、仕方なく足を運んだのである。あれだけ勝手にしろと言った癖に、放っておくと気持ちが悪くなり、わざわざ自転車すっ飛ばしてまでこんなところまで来てしまうとは、オレもつくづく難なん儀ぎな性格をしていると思う。
「自分で言ってりゃ世話ねーって……」
　呟きながら、オレは、目の前を通り過ぎていく高校生らしき集団を見送った。
「クーギちゃんっ」
　背後から声。オレは欠伸あくびを噛み殺ころし、「はいよぉ」と軽く答えて振ふり返った。
「えへへ……待った？」
「五時間くらいな」
「ええ!?　ご、ごめん！」
「……いや、今のはさすがに気付けよ」
　オレは、目の前の人物にそう言って、わずかに苦くし笑ようした。
　そいつ──久く遠おんりんは、「また騙だまされた……」と少ししょぼんとしたように、顔を俯けていた。
「随分気合い入ってんな」
「え？」
「服」
　オレは、顎あごでしゃくって、りんの体を指した。
　りんの小こ柄がらな体は私服でも、ましていつもの制服でもなく、さっぱりとした浴衣ゆかたに包み込まれていた。全体的に薄うすいピンク色で、所々に小さな花の柄がらが縫ぬい付けられている。腰こしをやや大きな帯で締しめているため、後ろで蝶ちよう々ちようリボンのようになっていた。その手には団扇うちわをもっており、頭には月の形をした髪かみ飾かざりをつけている。
「……あ、うん。お祭り行くって言ったら、お母さんが色々着せてくれたんだ」
「ふうん」
　当然ながらオレはいつもの私服姿である。探せば浴衣くらいあるだろうが、そもそも別に祭りを楽しみにきたんじゃないんだから、そこまで気合いを入れるようなもんでもないだろう。
「へ、変、かな……？」
　団扇を口元に当てて、りんが上うわ目め遣づかいで見てくる。照れくさいのか、やや頬ほおが赤かった。
「……うーん」
　オレは腕うでを組んで小首を傾げ、わずかに唸うなった後で言った。
「ま、いいんじゃねえの」
「ほんと？」
「ああ。……やっぱ小学生に見えるけどな」
「やっぱり!?」
　なんだろう。やっぱり出ているところが出ていないことが原因か？　小学生が無理して姉さんの浴衣を借りてきました、という気がする。
「……ああ、やっぱり、子どもっぽいよねえ」
　予想以上にがっかりされたので、オレは、慌てて言った。
「ああ、いや、別にそこまでじゃねえけどよ。……まあ、似合ってるんじゃねえの？」
「……ほんと？」
　軽く頷く。そして苦笑した。
「まあ、オレに似合うって言われたところで嬉うれしくもなんともないだろうけどな」
「う、ううん。そんなことない」
　わずか視線を下にやり、りんは、夕ゆう陽ひのせいか赤く見える顔で、何かを噛み締めるようにゆっくりと微笑ほほえんだ。
「……すっごく、嬉しい」
「そうか？　そりゃ結構」
　存外に喜ばれたので、目をしばたたかせて、オレは言った。
「ところで、桐崎たちは来たのか」
「わたしが来る前には見なかったけど……あのね、ここに着いて、桐崎さんにメールしてみたの。ちょっと会いに行ってもいい？　って。そしたら、今から出かけるから、明日でもいいですかって。それが十分くらい前だから……もうすぐじゃないかな」
「そうかい。じゃあ、ここにいちゃまずいな。ちょっと移動するか」
「……うん」
　オレが歩き出すと、りんは後ろからついてきた。少し行ったところに、曲がり角があって、上に行くことが出来るようになっている。この神社は一段高いところが周りを林に囲まれているから、そこに隠れていればバレないだろう。
　予想以上に人が多く、歩くのにも四苦八苦した。オレは大だい丈じよ夫うぶだが、りんが人込みに揉もまれて消えていかないかと少し心配になる。
「おい、久遠、大丈夫か。踏ふみ潰されてないか」
「わ、わたしそんなに小さくないよぅ。大丈夫だけど……ちょっと、苦しい」
　案の定、振り返ると、左右から押されて身動きがとれない状態になっている。オレはため息をついて、頭を掻かいた。そして、
「ほら」
　と手を伸のばす。
「え？」
「いや、え、じゃなくて」きょとんとしているりんの手を、オレは握った。
「ひゃっ！」
「ああ、痛かったか。悪い」
「あ、ううん。そういうことじゃなくて……」
「こうしておかねえと、はぐれたら厄やつ介かいだからな。嫌だろうがちょっと我が慢まんしてくれ」
「……う、うん。ありがとう」
　消え入りそうな声でそう答え、りんはオレの手を自分からも握った。そのまましばらく、二人で進み続ける。
「あぁ、人が鬱陶しいな、おい」
「そ、そう、かな」
「繁はん華か街がいとか歩いていると思うんだけどよ。人ごみの中にいると、もう何もかもどうでもよくなって、全員端はしからなぎ倒たおしたくならねえか？」
「な、ならないよ。怖いよその発想」
「そうか。オレは今将に、そういう気持ちなんだけどな」
「……ダメだよ？　実行したら」
「頭ではダメだと思っていても、心が反応するってことあるよな。そういうのは、自分の中の大事な何かが、そうしろと命じてるからだと思わないか？」
「じ、自分の中の何かを、そんな暴力的な存在にしないであげて！　もっと諭さとして！」
　あくまでも真ま面じ目めな返答に、オレは口こう端たんを上げて笑った。
　と、
「お兄さん、お兄さん！」
　突とつ然ぜん声をかけられて、立ち止まる。視線を向けると、くじ引きの屋台で、鉢はち巻まきをしたおっさんが立っていた。
「なんか用か」
「お兄さん、クジどう！　当たるよぉ、ウチのは」
「なにが当たるんだ？」
「そりゃもう色々さ。ゲーム機、玩具おもちや、なんでもありだ！」
「人生の意味とか貰もらえる？」
「そういうのは自分で見つけてくれよ」
　だろうな。無駄な時間を割さいてしまった。オレは、再び歩き始める。
「ちょ、ちょっと！　やってってくれないの？」
「誰だれがやるって言ったよ。大体、そのクジ、まじで当たり入ってんだろうな」
「当たり前じゃないか。ウチのはよく当たるって評判だよー？」
　オレは賞品のラインナップを見た。ゲームソフトにエアガン、高価なので有名な次世代ハードまである。こんなもん、百円かそこらで手に入れられたら商売上がったりだと思うが。……ふん、面白ぇ。
「じゃあ、やるよ」
「おっとそうこなくっちゃ！」
　オレは、プラモデルの空き箱に入っている、紙切れの集まりを指差した。
「そのクジ、全部くれ」
「……へ？」
　おっさんの顔が固まる。
「金出すから、そのクジ全部くれ」
「……は、ははは、やだなあ、お客さん」
「絶対当たるんだよな？　それ全部買っても三千円かそこらだし、それでそこのゲーム機が当たったら儲もうけもんだと思ってよ」
「…………」
「ん？　どうなんだ？」
　おっさんの顔から脂あぶ汗らあせが止まらなくなった。
「……お兄さん、冗談きついなー」
「本気だ」
　本気だった。
「そ、それはダメだなー。お兄さん、そんな厳しいこと言っちゃダメだよ。お祭りは楽しくいこう、な？──せっかく可愛かわいい恋人連れてるのに」
「恋人？」
「ひゃいっ？」
　それまで、おっさんとオレの会話をはらはらしながら見守っていたりんが、すっとんきょうな声を上げる。ちらりと見ると、将来忘れられないものを見てしまったかのように、目を見開き、口を死に掛かけの金魚みたいにぱくぱくさせていた。
「お、おじ、おじさん、わたし、別に、そんなのじゃ、あの」
　首筋から徐々に朱しゆに染まっていき、やがてポストのように真っ赤になった。
「ち、違ちがいます！　全然、その、えっと、ぜ、全然というか、その、ち、違います！」
「なんだ、違うのかい。仲良く手ぇ繋つないでるからそうだと思ってよ」
「じゃあ、オレがおっさんと手を繋ぐと恋人になんのかよ」
「……え？」
　頬染めんな。
「じゃあな」
　もう付き合ってられないと、頭の上で手を振り振り、りんを引っ張って去っていく。
「ったく、変なこと言いやがって……」
「あ、あはは、困っちゃった、ね……うん」
　妙みような雰囲気になりつつ、オレとりんは角を曲がり、階段を上がったところで、腰こし掛かけた。ここからは前の通りがよく見える。
「……さーて、と」
　オレは、このままどれくらい待てばいいのかと、携けい帯たい電話を取り出した。
「……ねえ、クギちゃん」
「あん？」
「クギちゃん──桐崎さんのこと、好き？」
　時刻を確かめていたオレは、そのまま、視線を移し、りんを見た。
「あ、違うの。別に、変な意味じゃなくて……」
　慌てて手を振るりんに、オレは、携帯電話をポケットに仕し舞まいながら言った。
「ま、好きじゃなきゃ付き合ってねえな。こんなところまでこねえし」目的は、別にあるんだが。
「……そうだよね」
「どうかしたか？」
「う、ううん」
　一いつ瞬しゆん、りんの表情に暗い影かげが差したような気がしてオレは問い返したが、気のせいだったのかもしれない。りんは、いつものような笑え顔がおで言った。
「大丈夫だよ。桐崎さん、きっと、クギちゃんの元に戻もどってくるよ」
「……そーかね」
「うん。わたしが、保証する」
　お前に保証されてもなあ。
　と、微びみ妙ような気分になっていると──
「……来たぞ」
　前の方を、見覚えのある二人が通りかかった。桐崎と四宮だ。どちらも浴衣ゆかた姿すがただった。
「う、うん。ちょっと離はなれて、ついていこう」
　オレたちは立ち上がり、慎しん重ちように、距きよ離りをとって、二人の後ろを歩き始めた。桐崎と四宮は、ほとんどくっつくようにして進んでいる。
　雑ざつ踏とうに飛とび交かう様々な音の中で、オレたちは、どうにか二人の会話を拾っていった。
「……あの、桐崎先せん輩ぱい」
　四宮が口を開くと、桐崎が反応した。それまでわずかに背そむけていた顔を、そちらへ向ける。
「今日は、本当にありがとうございます」
「あ、いえ……」
「正直、断られても仕方ないな、と思ってたんです。前に一度、そうなっていますから」
　苦笑する四宮へ、桐崎は、軽く頭を下げた。
「あの時は、ごめんなさい」
「あ、いえ、それは全然。僕ぼくが一方的に気持ちを伝えてしまっただけで、桐崎先輩がそれを気に病やむ必要はありませんよ」
「……はい」
　答える桐崎は、いつもと同じように見えるが──しかしどことなく、顔が暗い。何かに耐たえているかのように。
「……桐崎先輩？」
「あ、はい？」
「いえ、あの……何か、ありましたか？」
「……どうして、ですか？」
　四宮は、「僕の思おもい違いならいいんですが──」と前置きしながら言った。
「待ち合わせ場所に来た時から、少し、お辛つらそうにしていたので」
「そんなことは……ないですよ」
　そうして、桐崎は、わずかに笑った。あいつが得意としている、外部へと向けた優ゆう雅がな笑顔。
「そうですか。……でしたら、いいんですが」
　そう口にした後、四宮は、つと、目を向けた。
「あ。……すみません」
　二人が歩いていたのは、道の端の方だ。そこから、奴らは更さらに人ごみを避さけるように移動した。オレたちもそれに倣ならい、人ごみの中を苦労して進んだ。
　桐崎へ向かい、四宮が口を開く。
「桐崎先輩、ここで待っていてもらえますか」
「はい？」
「少しだけでいいんです」
　言い残し、四宮が駆け出していく。きょとんとしている桐崎の元へ、数秒後、戻ってきた時には、その手に大きなわたあめを握にぎっていた。
「甘あまい物は苦手ですか？」
「あ、いえ、そんなことは……ありがとうございます」
　会えし釈やくする桐崎へ、わたあめが渡される。「よかったです」と言いながら、四宮はかぶりついた。
「……うん、懐なつかしい味だ」
　桐崎は、最初遠えん慮りよしていたが、やがて、少しだけ口に含ふくんだ。しばらく噛んでいたが、こくりと飲み込む。そして、
「……美お味いしい」
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　と本心からそう言った。
「そうですか？」
「あ、はい。私、こういう物を食べるのは初めてで。美味しいです」
「わたあめ、食べるの初めてなんですか？……実はすごいお嬢じよ様うさまとか？」
「そんなことはありませんけど」
「そうですか？　僕、ちゃんと先輩と釣つり合ってますよね？　不安だな」
　そう四宮が冗談めかして言うので、桐崎は、思わずぷっと吹ふき出した。そのまま、楽しそうに笑い出す。
「ひどいな、笑わないで下さいよ。本気で不安になったんですから」
「ごめんなさい……おかしくて」
　本当に、面白そうに、桐崎は、笑っていた。……それは最も早はや、作り物ではない。今まで、オレ以外の前では見せたことのない表情だった。
「…………」
　その時──腹の底で、なにかが、ざわりと波立った気がした。ようと知れないそれは、しかし確かに息づき、オレの中で、徐々に膨ふくれ上あがっていく。焦しよう燥そう感めいた想おもいが、体を突き動うごかそうとしていた。
　……なんだ、これ。
「……クギちゃん？」
「…………」
「クギちゃん？　大丈夫？」
　知らず、拳こぶしを握っていたオレは、りんの言葉で我を取とり戻した。……あれ？　どうした？
「……あ、ああ。いや、なんでもない。大丈夫だ」
　そう言って、オレは、手を解き放つ。そして、首を傾げた。……なんだったんだ、今のは。
「……、大丈夫だよ、クギちゃん」
「いや、だから、そう言って──」
　握っていた手を離し、りんは、オレの服の裾をとった。そして、なぜか唇くちびるを噛んで、苦しみを堪たえるような顔をした後で──しかし、すぐに笑顔になって、オレを見上げる。
「大丈夫だから。桐崎さんは、そんな人じゃないから」
「……、何言ってんだよ」
「絶対、絶対、クギちゃんの元に戻ってくるから」
　それは、オレを安心させるためのもののように思えたが──しかし、どこか、自分に言い聞かせているようでもあった。
「……なんだかわからねえけど、ありがとよ」
　オレは、頭を掻いて、そう言う。
　それから、しばらく、オレたちは桐崎たちの尾び行こうを続けた。
　……しかし、こんなもん、意味あるのか？　と、ふと思う。なにか、すっげー無意味なことをしているような気がするんだが。
　やれやれと息をついて、オレは、ふと何気なく、桐崎たちから目を逸らした。
「……ん？」
　そこで、小首を傾げる。祭りを楽しむ集団の中で、ふと、浮いているような一人の人物を見かけたからだ。そいつも一応、浴衣を着てはいたが──しかしどう考えても、娯楽に身を浸ひたしているようには思えない。たった独りという点も気にはなったが、それよりも、視線が真っ直ぐ前を向いたまま、微び動どうだにしないことが妙だった。まるで、祭り以外の目的でこの場所にいるかのように。……変に、引っかかるな。
「クギちゃん、おみこしだよ」
　りんの声に、オレは、「あ？　ああ」とそちらを振り向むく。確かに遠くの方で、神み輿こしが出て盛況になっていた。それらを何気なく見た後で、再び視線を戻す。
　だが、そこにもう、女はいなかった。
「……？」
　疑念を抱いだいたものの、解決する術などなく──オレはすぐに、そのことを忘れた。
　そのまましばらく、二人の後ろ姿を観察する。
　やがて時は経ち、徐々に辺りは暗くなっていく。オレは、正直、色々と面めん倒どうくさくなっていた。もう、帰ってもいいんじゃないのかと、そう思いさえした。
　しかし──、ふと、桐崎の様子がおかしいことに気付く。
「……先輩、どうしました？」
「あ、いえ──」
　上う手まく誤ご魔ま化かしながらも、しかし、四宮の見ていないところで、深く息をつく。その横顔は、まるで風か邪ぜでも引いたかのように、目は潤うるみ、頬は熱をもっていた。
　……あいつ、まさか。
　そういえば、と思い出だす。オレと出会う前、桐崎は限界まで自分の衝しよ動うどうを抑おさえていたから、突とつ如じよとしてそれらが爆ばく発はつする時が訪おとずれることがあったと。その瞬間、桐崎は前後不覚に陥おちいり、見境無く人を襲う殺さつ人じん鬼きと化すのである。
　オレと付き合うようになってから、適度に性欲を発散させていたから、その心配はなかったんだが……。
　そういや最近、あいつはオレと一緒にいなかった。
　確か前にオレの部屋を訪れた時も、同じような理由で襲おそい掛かったはずだ。
「ちょっと不ま味ずいな……」
「え？」
「ああ、いや、なんでも──」
　しかし、とオレはここで重要なことに気付く。今横には、りんがいるのだ。こんなところで、桐崎を連れ出しては、不ふ審しんに思われる。
　……どうするか。
「……んっ」
　艶つやっぽい声を出して、桐崎が、わずかに腰を屈かがめた。背中越ごしだから分からないが、胸を押おさえているらしい。
「……ダメ……だ……」
「先輩？　どうしました？」
　様子を窺う四宮へ、答える余裕ももうないらしい。相当やばいんじゃないか、これ。でも、今動くわけにはいかないし──くそっ。
　が、その時、救いの神が現れた。
　子どもの泣き声が聞こえたのだ。見れば、道を外れたところで、男のガキが一人、泣き声を上げている。行き交う人々は、ちらりとその子を見るものの、なんとなく近寄りがたいのか、立ち止まることはない。
「あ……クギちゃん、ちょっと待って」
　案の定、りんは、ガキの元へ向かった。オレもそれについていく。
「どうしたのー？」
　しゃがみこんでガキと目線を合わせつつ、りんは優やさしく尋ねる。しゃくり上げながらも切れ切れに答えたものから考えるに、どうやら親とはぐれたらしい。
「そっか。お父さんとお母さん、どこか行っちゃったんだね。どうしよう……」
　りんは、迷うように、オレを見上げた。
　……ガキには悪いが、これはチャンスだ。オレは、素す早ばやく言った。
「久遠、親が戻ってくるかもしれないから、ここでこいつと一緒に待ってろ。オレは親を探してくる」
「あ……うん、分かった。ごめんね」
「気にすんな」
　そっちの方が、色々と都合がいい。親もちゃんと探すが、とりあえず今は後だ。
「じゃあな！」
　オレはそう言って、再び人込みの中に飛び込んだ。幸い、桐崎たちはまだ追いつける場所に居る。
　オレは人を掻き分わけながら進むが、中々追いつけない。もう少しというところで、チャラチャラした軽けい薄はくな男と女の集団が、だらだらと歩いている。
「おいこら」
「あぁ？」
　集団は一いつ斉せいにこちらを振り向いて、
「……どかねえと、はらわた曝さらすことになんぞ」
　オレの顔を見た瞬しゆ間んかん、ほぼ同時に同じ言葉で悲鳴を上げた。まるでモーゼが海を渡る時のように、その集団の他ほか、オレの顔を偶ぐう然ぜん見てしまった人々が左右に分かれる。よし。柄の悪い顔でよかった。
　オレはそのまま、ダッシュで駆けた。久しぶりの全力疾しつ走そうだった。そして、「気分でも悪いんですか？　大丈夫ですか？」と心配げに桐崎の顔を覗のぞき込んでいる四宮を、
「どけえええええええ！」
　悪いが思いっきり突き飛ばした。
「ひでぶっ！」
　そのまま哀あわれに路上へすっ転ぶ四宮。すまん、許せとは言わない。
「桐崎！」
「……え？　あ、く、クギト？」
　もう、相当にやばいのか、ふらふらになった状態で、桐崎が驚おどろいたように言う。
「桐崎！」
　オレは声をかけて、桐崎の脚あしと首に手を回して抱き上げた。
「行くぞ！」
「え、ええ？　あ、ちょ、クギト──？」
　質問には答えず、そのままオレは、人ごみの中、桐崎をお姫ひめ様さま抱だっこしたまま駆け抜ぬけていった。傍はたから見てりゃ、振られた男が、女を無理やり取り返しにきたように見えただろう。
　くそったれ、としか言いようがなかった。


　遠くで喧騒が聞こえている。だが、林の中は、思った以上の静けさで満たされていた。薄うす暗ぐらい闇やみの中、祭りの灯あかりが、桐崎の横顔を照らしている。
「……どうして貴様がここにいるんだ」
　小刻みに息を吐はきながら、桐崎がそう言った。前の続きとでも言わんばかりに、その声は敵意に満ちている。
「そんなもん、どうでもいいだろうが」
　オレは、そう答えて、桐崎の肩を掴つかんだ。
「やっ──」
　びくりと体を竦すくませて、赤くなった顔を見られないよう、桐崎はその場で俯く。
「お前、相当やばいんだろ。ほら、さっさと刺させよ。四宮が不審がって捜しにこない内によ」
　オレとしては相当、桐崎のことを慮おもんぱかって投げかけた言葉だった。しかし桐崎は、あろうことか、目を逸らして言う。
「……私のことなんて、どうでもいいんじゃないのか」
「ああ？」
「好きにしろ、せいせいするって言ったじゃないか」
　し、しつけえ。
「まだ引きずってんのかよ……」
「ひ、引きずってるとはなんだ！　別に、貴様なんて、私だって、ど、どうでもいいんだぞ！」
「じゃあ別にいいだろ。さっさとしろよ」
「……やだ」
「はあ？」
　自分の耳を疑ったね。
「なんだって？」
「いやだ。貴様の思う通りになんてならない」
　こ、こいつ……！
「どうでもいいことで意地張ってる場合か！」
「ど、どうでもいいことだと！　ああそうだな！　貴様にとってはそうだったな！　じゃあもう、私のことなんて放っておいてくれ！」
「……っ！　ああああああ、もう！」
　オレは、こみ上げるものを感じて、今まで積み重なってきた、色々なものが爆発した。
「うるせーんだよてめえはああ！」
　服のボタンを外し、肌はだを露出すると、桐崎の手をとる。抵てい抗こうしようとするが、そのまま、自分の胸に当て、
「いいからさっさと刺せっつってるだろうが！　ほら、早く！　さっさとしろ！」
「く、クギト……今日は、大だい胆たん」
「アホかああああああ！」
　思いっきり頭を引っぱたいてやった。
「痛い！」
「つまんねえこと言ってねえでさっさとやれって言ってんだ！」
「だ、だって！」
「だって!?」
「……そんなの、なんていうか、愛がない気がして……」
　オレは、ぴくりと、額に青筋が浮うかぶのを感じた。
「へえ、そうかい。今までてめえとのやりとりに愛があったって言うのかい。そりゃ結構な話ですねえええええ！」
「いいい痛い痛い！　やめて脳が潰つぶれちゃうやめて！」
　こめかみを両側から掴んでひねりあげると、桐崎が悲鳴を上げた。
「ほら、早くしろ！　いつ人が来るかもわかんねえんだぞ！」
「……う、うん」
　解放された桐崎は、頷うなずいて、浴衣の裾をめくっていった。しっかりと、そこにはナイフが仕舞われている。だが、まだもじもじと、躊躇ためらうように下を向いている。なんなんだよ。せっかく人が自分の拒きよ絶ぜつの意思と争あらそって、どうにかそいつを抑え込んで刺されてやるって言ってんだぞ。こんなもん、今までやったことはないし、これから後もないんだからな。わかってんのか？
　そう、オレが言おうとしたその時だった。不意に、桐崎が口を開く。
「あ……あの、クギト」
「ああ!?」
「──その、ありがとう」
　思わず、きょとんとして目をしばたたかせる。意外な言葉に面食らっていると、桐崎はオレを見上げ、ほとんど泣きそうな顔で言った。
「あんなに、酷ひどいこと言ったのに……私を見捨てないでくれて、ありがとう」
「……あ、ああ。いや──別に、オレは」
　そのまま、ナイフを抜くと、空いた手でオレの服をぎゅっと握る。
「……私は、最低だな」
「…………」
　オレは、つと、長く嘆たん息そくした。
「……いいから、早くやれよ」
「うん──」
　そのまま、ゆっくりとオレを押し倒していく。桐崎は、ゆっくりと浴衣を脱ぬいでいった。
「お、おい」
「大丈夫」
　思わず慌あわてたが、中は下着ではなく、薄うす手でのタンクトップにスパッツという服装だった。オレは安心したように息をついた瞬間──
「……さて、今日は許しを貰ったから、遠慮なくいくぞ」
　浴衣を脱いだのは、そうしなければ困るほど、返り血を浴びるからだと気付いた。
「……えーと」ひょっとしなくても、相当にやばいか？
「なにせ貴様から誘さそってきたのだからな──今日は大事な日になるぞ」
「さ、誘ってねええええええ！」
　絶ぜつき叫よう虚むなしく、桐崎は、ナイフを振り下おろした。ざくり、という鈍にぶい音と共に、肌にぴりっとした痛みが走る。そのままゆっくりと刃やいばを引き上げていき──血の滲にじんだ肌に顔を近づけると、桐崎は、舌を出してそれを舐なめた。そしてそのままオレの顔を覗き込み、世にも恐おそろしい、淫いん靡びな微びし笑ようを浮かべる。そして──
「貴様がそう望んだから、今日は血祭り記念日だ」
　地じ獄ごくのような前口上を、述べた。
「……神よ」
　いるかどうかもわかんねえもんに祈いのったってしょうがないが、いるかどうかわかんねえもんにだって縋すがりたい気分だ。
「たっぷり、遊ぼうな──」
　腹の辺りを刃で弄もてあそびながらそう言う桐崎の声が、どこか遠くで聞こえていた。


　すったもんだの挙げ句、うやむやの内に、りんが考案した『四宮が桐崎を幸せにしてくれるかどうか確かめよう作戦』は終わった。桐崎はオレとのやりとりが終わった後、平ひらあ謝やまりに謝あやまって、気にすんなと伝えると、さすがに放っておくことは出来なかったのか四宮のところへ戻っていった。オレはと言えば、その後、迷子の子どもの親を探す作業が非常に手間取って疲つかれたので、りんと共に即そく時じ、帰宅した次し第だいだ。まあ、予想の範はん疇ちゆうと言える。そもそも、どこをどう観察すれば『幸せにしてくれる』などということが分かるのか、多分、りん自身にも分かっていなかったに違いない。
　だけど、一連の出来事が、まるで意味を成なさなかったかと言えばそうでもない。
　仮に、だが。
　あくまでも仮に、オレと桐崎が喧けん嘩かしていたとして──祭りの夜を境に、それは解決の兆きざしを見せたようだった。
　少なくとも桐崎は以前のような態度を見せなくなったし、いつもと同じようにオレの周りを纏まとわりつくようになった。鬱うつ陶とうしいのは確かだが、何な故ぜだかオレの中にある、妙な不快感と焦燥感は少しマシになったように思える。本当に、何から何まで、訳の分からない衝動だった。
　だが、それでも桐崎は、四宮が誘いに来ると、それに従ってついていく。その度にちらりとこちらの方を見るが、オレはあえて無反応で通した。その時に見せる桐崎の表情だけが、妙に頭へこびりついて離れない。
　なんだかよく分からない内にゴタゴタはスッキリしたような気がするものの、依い然ぜんとして膠こうち着やく状態のようなものが続いている気はしていた。
　りんも、後はオレと桐崎に任せようとしているのか、もうあれこれ口を出すことはなくなった。だがそれでも、時折、心配そうな視線を向けては、深くため息をついている。どうしてそこまでオレたちのことを気にするのか、いつものあいつらしいとは言えど、どこか違い和わ感かんのようなものを覚えるオレだった。
　そうこうする内、九月も末になりわずかではあるが秋の気配を感じ始めていた。
　オレはその日、中間テストが近いために多くの生徒が学校に残る中、一人、家路についていた。少しくらい勉強した方がいいような気もするし、実際、りんにも図書館で分からないことを教え合わないかと言われたのだが、どうしてだかそういう気分になれず、言葉少なに断った。
　池を横手に、ぶらぶらと歩く。最近どうにも気分が優すぐれなくて寝ね不ぶ足そくだったためか、大きな欠伸を噛み殺した。秋晴れのいい天気だったが、少しも清すが々すがしいとは思わない。未いまだ暑さを保ち続けようと秋を追いかける夏の野や郎ろうのせいかとも思っていたが、どうも違うらしい。ここ数日、変な気持ち悪さのようなものがわだかまっている気がする。どうにかならないもんかね、これは。そんなことをつらつらと考えていた、その時だった。
「あの、乃の出でさん……乃出、狗くぎ斗とさんですよね」
　不意に声がかけられて、オレは立ち止まった。ゆっくりと、振り返かえる。
　女が一人、立っていた。
　年はオレと同じくらいだろう。肩かた下辺りまでの髪かみの、片方だけを短い三つ編みにして、顔横に垂らしていた。ふっくらとした顔つきはまだ幼さを多分に残し、整ってはいたものの、美人というよりは可愛いと表現した方が妥だ当とうだと言える。小柄な体に、サマーセーターとフレアスカート、という格好だった。印象としては少し地味めで、どの学校のクラスにも一人か二人、教室の隅すみに居そうな──そんなタイプだ。
「そうだけど」
　他人に下の名前を呼ばれることがあまり好きではなく、やや眉み間けんに皺しわを寄せてそう答える。いや、それだけじゃない。全く見覚えのない人間から、自分の名前を告げられるというのは、あんまりいい気分じゃない。主導権を相手に握られているような気がするからだ。頭の中で目の前の人物が誰かを探し当てようとするものの、結果は未検出。つまり、あっちはオレを知っていても、こっちはまるで知らないわけだ。
　……いや。
　オレはそこで、眉まゆを顰ひそめた。こいつ、どこかで見たことある。記き憶おくは判然としているものの、微かすかにどこかで会った覚えがあった。
　オレが険しい顔をしていたからか、少し怯おびえるような表情を見せながら、それでもその女は言った。
「あ、あの、わたし、五月さつき朝とも芳かって言います」
「……どこかで会ったか？」
　オレの問いかけに、五月は目をしばたたかせてから、小さく首を振った。
「いえ……初対面だと思うんです、けど」
「そうか。で、なんか用か？」
　まさか告白ということもあるまい。自じ慢まんじゃないが人に恐こわがられたことはあっても褒ほめられたことはない顔面だ。本当に自慢じゃないので悲しくなってくる。
「あの──少し、お話があるんですが」
「……オレに？」
　自分を指差すと、五月はこくりと頷いた。……うーむ。
「ついていったらどう見ても偽にせ物ものだと思われる胡う散さん臭くささ爆発の絵画を売りつけられたりとかは？」
「し、しません」
「あなた家族がいるでしょう。過去に大きな病気にかかってますね。それは先祖が呪のろっているのです。今すぐこの高級墓石を買って浄じよ罪うざいしないと家族まで不幸になりますよ、とかも？」
「い、言いません」
　そうか。ますます怪あやしい。
「詐さ欺ぎ以外でオレみたいなチンピラに、あんたみたいな善良な一いつ般ぱん市民が声をかけてくる理由は？」
「えっと……わたしの知り合いについてなんです」
「……あんたの知り合いが、どうしてオレに関係してくる？」
　自慢じゃないが（パート２）オレの人間関係は、現代社会を写し取ったかのような希き薄はくさに満ちてるぞ。桐崎やりんや姉さんが、五月と知り合いだったというようなことは聞いたことがないが。
「あの──あなたも知っている人だと思います」
「……誰だ？」
　五月は辺りを窺うかがうようにしてきょろきょろと見回していたが、やがて、オレの方へ顔を近づける。
　そして──囁ささやくように言った。
「四宮卓たく巳み……タッちゃんの、ことなんです」


　扉とびらを開けると、名も知らぬクラシックの音が聞こえた。素早く店員がやってきて、
「二名様ですか？」
　とにこやかに訊きいてくる。頷くと、空いた席に案内された。オレと五月は、向かい合って腰掛ける。
「アイスコーヒー」
「……あの、ミルクティー、アイスでお願いします」
　注文をとると、店員は飛ぶようにカウンターの後ろへ引っ込んで行った。以前に訪れた、桐崎のバイト先であるメイド喫きつ茶さなどとはえらい違いだ。あそこじゃ大事な話なんてとてもじゃないが出来そうにない。
　しばらく待つと注文の品が届いたので、オレは、店員がいなくなるタイミングを見計らって尋たずねた。
「あんた、四宮のなんなんだ？」
　シロップを入れようとしていた五月は、不意にかけられた声に驚いたのか、もっていた瓶びんを取り落としそうになる。オレは素早くフォローしようとしたが、それより早く、五月は片手でそれを押さえようとして──
　逆に指が引っかかり、瓶はひっくり返ってしまった。
「あわわわ」
　テーブルの上にぶちまけられたシロップに慌てふためき、五月は手近にあったナプキンで拭ふこうとするものの、ビニールを破った途と端たんに中身が床ゆかに落ち、
「はわわわ」
　拾い上げようとしゃがみこんで、上も見ずに起き上がるものだから、
「はうっ」
　ごいんっ、という鈍い音を立ててテーブルに思いっきり後頭部をぶつけた。
「…………」
　見事なまでのドジっぷりを見た気がする。ある意味現代においては貴重な人材だ。
「……大丈夫か？」
　思わず心配する。しばらく頭を押さえたまま唸っていたが、ほとんど泣きの入った声で、五月は
「大丈夫です……」
　と答えた。まったくそうとは見えない。
　オレは嘆息して、自分に与あたえられた手て拭ぬぐい用のナプキンでテーブルの上を拭く。
「す、すみません」
「気にすんな」
　元気さはりんに似ているようにも思えるが、あいつはここまでじゃあなかった。あれでりんも、随ずい分ぶんとしっかりしているもんだと、まるで父親みたいな気分で物を考える。
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「で、あんたは四宮の」
「シロップがもうない……」
　オレの言葉など聞いてもおらずに落ち込んでいる五月。オレはいい加減頭が痛くなってきて、こめかみを揉もみながら、店員を呼んで新しいものを貰った。
「あ、ありがとうございます」
「気にすんな」オレは気にするけどな。
　再び瓶を持ち上げようとする五月を手で押し止とどめ、オレは、自分のグラスと相手の物、両方に注いでやった。ミルクも同じく。
「ど、どうも」
「いい加減話を進めたいんだがな」
「あ、は、はい」
　居住まいを正し、五月は膝ひざの上に手を置くと、背筋を伸ばした。オレはアイスコーヒーをストローで混ぜながら、
「で、あんた、四宮のなんなんだ？」
「あ、えっと……なんて言ったらいいのかな。わたし、住んでるのは、ここじゃないんです」
「ここっていうと、明答市か」
「はい。ここから電車で二駅ほど行ったところで、えっと、名物は確か、縄じよう文もん土器と自転車だったと思います」
「名物の話なんてどうでもいいし縄文土器は正確には名物じゃねえが、まあそれは置いといて」
「え、縄文土器って名物じゃないんですか。売ってないんですか？」
「……あんなもんがスーパーでごろごろしてたら、それはそれで、世紀末って感じがするけどな」
「まだ二十一世紀は始まったばかりですけど……」
「物の例えだ」
　というか話がズレとる。オレは軌き道どう修正を図はかった。
「で、あんたの住んでるところがどうした」
「あ、はい。えと、わたし、ここから電車で二駅ほど行ったところに住んでて」
「それは聞いた」
「名物が」
「縄文土器と自転車」ループさせる気か。
「……すみません。わたし、頭がにぶくて、よく同じ話を何回もするなって怒おこられます」
「わかってんなら反省しろ」
　オレはため息をついて、手で先を促うながした。
「あ、はい。えっと……そう、それでですね。四宮くん──タッちゃんも、その街に住んでたんです」
　オレは顔を上げ、ふうん、と呟つぶやいた。そういえばあいつ、二学期からこっちに転校してきたって言ってたな。
「それで……タッちゃん、わたしの家の隣となりに住んでたんです」
「へえ、幼おさ馴なな染じみってやつか」
「あ、それです。はい。今、思い出しました。幼馴染みですよね」
「で、それがどうかしたか」
「……はい。あの……そんなわけで、同じ歳としだし、わたし、タッちゃんとは、小さい頃ころから仲が良くて、よく一いつ緒しよに遊んでたんです。ケンケンパとか、かくれんぼとか、イロオニとか」
「タカオニとかか？」
「なんですか？　それ」
「高いところに居るとオニは手を出せないっていう遊びだ」
「へえ……でもそれじゃ、オニはずっとオニのままじゃないですか？」
「高い場所にいるのも数十秒までとか、色々ルールがあるんだよ」
「そうなんですか。知りませんでした。今度、やってみます」
「やるな」
「え、どうしてですか？」
「十七にまでなってタカオニをするな」
「どうして？」
　……。オレは質問を無視した。
「続き」
「あ、はい。えっと、タッちゃん、わたしの家の隣に住んでて」
「さっき聞いた」
　だんだん、黒い感情がこみ上げてくるな。こいつと話してると。
「ごめんなさい。……それで、一緒に遊んでたんですけど。でも、だんだん大きくなるにつれて、その、わたしのこと、避けるようになってきて……」
　まあ、年を取れば女と一緒にいるのも気き恥はずかしくはなるものだ。
「それは、いいんです。わたし、頭鈍いし、何やっても失敗しちゃうし……一緒に居たって面おも白しろくないのは分かってますから」
　オレは、アイスコーヒーをストローで飲みながら、妙な引ひっ掛かりを覚えていた。四宮という男のことをそれほど深く知っているわけじゃないが、そうだとしても、あいつがそんなつまらない理由で他人を嫌きらうだろうか？　少なくとも、人間的にはあいつは、それなりに出来ていると思っていたんだが。まあ、四宮の全てを理解しているわけじゃないから、そういうこともあるのかもしれない。
「だから、仕方ない、って思ってました。タッちゃんが、中学校に通うようになって、他の女の子と、お付き合いするようになっても。タッちゃん、わたしと違ってカッコいいし、頭もいいし、友達は多いし、モテたってしょうがないなって」
「……それで？」
「はい。あの……でも、ですね」
　躊ちゆ躇うちよするようにしていたが、少し息を吸い込んで吐くと、
「わたし──見ちゃったんです。タッちゃんが……」
「……四宮が？」
　五月は、思い切ったように言った。
「……──タッちゃんが、女の子を、殴なぐってるとこ」
　オレは、言葉の意味がすぐには飲み込めず、ぽかんとした顔をした。それほど、意外な事実だった。
「……殴ってた？」
「は、はい。お付き合いしてる女の子に、暴力を振ふるってるところ──偶然、見ちゃったんです」
　マジかよ。信じらんねえな。
「女の人には、すごく、申し訳ないと思ったんですけど……わたし、恐くて、止めることが出来なくて」
　そんな己おのれを恥はじるように、五月は、自分で両りよ肩うかたを抱いた。
「……その後、わたし、タッちゃんに会って、言いました。恐かったけど、勇気出して、『どうしてそんな酷いことするの』って」
　オレは、頷く。五月は、気分を落ち着かせるためにか、ミルクティーを一口飲んだ。
「でもタッちゃん、『楽しいからだよ』って、そう言う以外、何も答えてくれなくて……女の人、傷が酷くて、そのまま入院しちゃったらしいんです」
　おいおい。冗じよ談うだんで済まされるレベルを超こえてんぞ。
「それから、タッちゃん、色々な女の子とお付き合いしたんですけど……」
「……もしかして、全員？」
　オレの問いかけに、五月は、無言で頷いた。
「……じゃあ、四宮は、付き合った女に、暴力を振るう奴やつだっていうのか？」
「わたしだって、そんなこと、信じたくありません」
　唇を噛かんで、五月が、か細い声で言う。
「でも、心配で、タッちゃんのこと、ずっとつけてたら……皆みんな、そんな風にして、顔が腫はれ上がるほど殴ったり、骨が折れるくらい蹴けったり──それも、だんだんエスカレートしていくんです。……タッちゃんが、転校する前に付き合っていた女の人は、顔を刃は物ものでズタズタに切きり裂さかれていました」
　あまりの出来事に、オレは、頭痛を覚え始めていた。……四宮が？　人間、何を考えているか分からないとはよく言うが、そこまでとは。
「……でも、おかしいじゃねえか」
　涙なみだぐんでいた五月は、目じりを拭ぬぐい、「え？」と問い返した。
「いや、その女たちは、どうして四宮に何もしない？　そこまでされたんなら、訴うつたえられてもおかしくねえだろ」
「……それは、分かりません。でも、タッちゃん、多分、女の子たちの、弱みみたいなものを握ってるんじゃないかって──」
　もしオレのことをバラしたら、お前もどうなるか分からないぞ、というわけか。
「……あんたには悪いが、それが本当なら、つくづくクソッタレた野郎だな」
「わ、わたしだって──酷いと思います」
　両手で顔を覆おおい、嗚お咽えつを上げながら言う。
「でも、わたしじゃタッちゃん、止められなくて……。警察に言おうかとも思いました。でも、そんなことをすれば、女の子たちが、困るんじゃないかって。だから、どうすることも出来ないんです」
「……なるほど」
　オレは、ため息をついて、腕を組んだ。
「それはちょいと、あんたには荷が重そうだな」
「……はい」
「それで、どうしてオレにそんな話を？」
　五月は、顔から手を離すと、オレを真まっ直すぐに見た。何かを決意した顔で、
「はい。タッちゃん、転校した先で、新しい女の子とお付き合いしてますよね」
「……桐崎のことか？」
「桐崎さん、って言うんですか？　はい、そうです。わたし、心配になって、乃出さんの学校で、色んな人に話を聞きました。そうしたら、桐崎さんは以前、乃出さんとお付き合いしていたと」
「……ああ、まあな」
　今は、どうなのか、オレにも分からないが。
「……お願いします、乃出さん」
　五月は立ち上がり、深々とオレへ向かって、頭を下げた。
「桐崎さんに、タッちゃんと別れるよう、言ってあげてください！」
「……オレが？」
「わたしじゃ、もう、タッちゃんを止めることが出来ないんです。後は、タッちゃんが、桐崎さんと別れるしかないと思うんです。だから、乃出さんの方から、タッちゃんが桐崎さんの弱みを握って、暴力を振るうようになる前に、そう言ってもらえませんか……？」
　ちょっと待てよ──オレは額に手を当て、顔を上げた。
「……今の話をそのまま、桐崎に伝えろってのか？」
「それは──」しばらく考えるような素そ振ぶりを見せた後、五月は言った。「……桐崎さん、信じてくれないかもしれませんね」
　座すわり直すと、五月は、深くため息をつく。
「やっぱり、ダメですか……」
「いや、そういうわけじゃないが──」
　どうだろうな。桐崎は、根こん拠きよのない話をそのまま鵜う呑のみにする奴じゃないが、根拠がないからと言って無下に嘘うそと断ずることもないはずだ。何かしらの対策をとる可能性は充じゆう分ぶんにある。
「…………」
　オレは、腕うでを組み、やれやれと吐と息いきをついた。
「……分かった」
　五月が、目をしばたたかせて、オレを見つめる。
「言うだけ言ってみる。だが、桐崎があんたの思うようにするかどうかは、わかんねえぞ」
「あ、ありがとうございます！」
　五月はがたんと椅い子すを鳴らして立ち上がると、勢いこんで手を伸のばした。握あく手しゆをするつもりだったんだろうが、それは思いっきり、まだ中身の残っていたミルクティーのグラスをぶっ倒した。
「ああっ！」
「つめたっ！」
「ごご、ごめんなさい！」
　慌ててナプキンをとって拭くものの、先ほどシロップの掃そう除じで使われていたために、ただテーブルをベタベタにさせただけだった。
「あわ、あわわわ、はわわわ」
「おい、落ち着け」
　混乱した五月は、「そ、そうだ！」と何かを思いついたように言って、
「こ、これで拭けます！　大だい丈じよ夫うぶです！」
　がばっとスカートを持ち上げて、テーブルを拭き始めた。
「…………おい」
「は、はい、なんですか!?」
「思いっきりパンツ見えてんだけど」
　五月は、「は？」と表情を固めたまま、ゆっくりと自分の体を見下ろす。
　そこには、大胆にもオレの前でおっ広げられた白い下着が、こんにちはと顔を出していた。
「あ、やっ──」
　隠かくそうとした瞬間、五月は足を滑すべらせて、派手にテーブルの角に額をぶつけた。
「…………」
「……まあ、頑がん張ばってみるわ」
　呆あきれたように言うオレへ、涙なみ声だごえの、
「お願いします……」
　という五月の声が、応こたえた。


　どうやら五月は嘘をついてはいなかったらしい。
　それが分かったのは、彼かの女じよと会って数日後のことだった。
　五月はオレとの会話が終わると、
「わたしの話だけでは信用してもらえないでしょうから……」
　と一枚の紙し片へんを渡わたした。そこには数名の名前と、その横にいくつかの病院名が書き込まれている。
「タッちゃんがお付き合いしていた女性は、全員、そこに載のっている場所に入院していますから」
　くれぐれも、お願いします。
　そう真しん剣けんな顔で言って、五月はオレの手をぎゅっと握った。
　それからオレは、なにやら大変なことになりつつあると感じながら、多少の面倒くささを覚えつつも、放課後を利用して病院を巡めぐった。
　友人を装よそおいつつ受付で尋ねると、確かに紙片に書いてあった名前の女たちは、皆が入院していた。それもかなりの重じゆう症しようで、顔面を切り刻まれて失明しかけた奴や、肩の骨が砕くだけた奴、中には足の神経が切られかけ、必死でリハビリにはげんでいる最中の者もいた。
　これで、五月を疑う要素はなくなったことになる。
　彼女は、四宮を止めたいけども、自分には出来ないから、せめて桐崎と別れるように奴へ言ってくれないか、そうオレに頼たのんだ。
　しかし、オレは五月の知らないことを一つだけ知っている。
　それは、少なくとも桐崎恭きよ子うこという人物は、そこらにいるゴロツキやら暴力男よりも、よっぽど凶きよ悪うあくな女であるということだ。あいつに迂う闊かつに手を出そうものなら、恐らく股こ間かんをその素す晴ばらしいバネを持つ足で蹴り砕かれ、一生、下半身が不自由な生活を送ることになるだろう。
　だから、五月の心配は無用なのである。寧むしろ、桐崎を大人しいお嬢じようさんだと思っている四宮こそに危険が及およぶ可能性が高いように思う。が、まあそれは、自じ業ごう自じ得とくというものだろう。
　……けれども、何も知らせないというのも、いささか不義理であるとも思う。一応、約束を守るためにも、警告するくらいはしてもいいだろう。
　そう思ってオレは、屋上で昼飯を食った後、桐崎に声をかけようとしたのだが、タイミングが悪く、つい先ほど四宮が誘いに来て出て行ってしまったとりんに聞かされた。
　どこへ行ったのかと問うと、何ゆえかりんは嬉うれしそうに、
「体育館だって」
　と伝えた。なんだ、オレが桐崎を取り返すために何かすると思ってんじゃないだろうな。まあいいけどよ。
　桐崎のために苦労を重ねるのもなんだかなあと思わないでもないんだが、まあなにかのついでだろうと、正直、なんのついでかも分からないまま、オレは体育館まで来てしまった。
「どこ行ったんだあいつは……」
　きょろきょろとしながら草地を踏ふみしめていく。昼休みを利用してバスケットをしている生徒たちの声が、わずかながら漏もれ聞こえていた。
　それを耳に捉とらえながら、オレはしばらく進み、そして、裏まで来たところで桐崎の後ろ姿を見つけた。こんなところに居たのか。
「きりさ……」
　き、と声をかけようとしたオレは、一歩、足を出したところで立ち止まった。桐崎の真向かいには、四宮が居たからだ。あんな話を聞いた後では、少し会い辛づらい。オレは慌てて取って返すと、物もの陰かげに隠れた。そういえば四宮と出て行ったとりんが言っていたじゃないか。馬ば鹿かかオレは。
　……にしてもあいつら、こんなところで何してんだ？
　ちらっと見ただけなので詳しよ細うさいは不明だが、どうにも和なごやかに話をしているようには見えない。なにせ二人とも棒立ちして、一定の距きよ離りを保っていたのだから。おまけに、垣かい間ま見みえた四宮の顔は、妙みように真剣だった。
「……桐崎先せん輩ぱい、こんなところまで来て頂いて、ありがとうございます」
「…………」
　桐崎は無言。時折、何かを思うように少し横を向くと、分かるか分からないか程度のため息をつく。
「桐崎先輩に、お願いがあるんです」
「……お願い、ですか？」
「ええ。──その前に、少しだけ待って下さい」
　そう言って、四宮は、辺りを窺うようにしてきょろきょろとし始めた。まるで、何かを警けい戒かいするように。……人に聞かれちゃまずいことか？
「……四宮さん？」
「ああ、すみません。ありがとうございます」
　息を殺していたからか気付かれた様子はなく、四宮は安あん堵どするように言った。……というか何故オレは、見つかっちゃいけないみたいになってるんだろう。
「いえ、それで、お願いって……？」
「はい。あの──明日、放課後、お時間ありますか？」
「明日、ですか……？　ええ、大丈夫だと思いますけど」
「よかった」
　ほっと息をつくと、四宮は、頭を掻かきながら言った。
「学校の近くに、使われなくなったビルがあるの、知っていますか？」
「え？　ええ、知ってます」
　オレもピンときた。理由は不明だが、数すうヶか月げつほど前からテナントが退いて、完全に廃はい墟きよと化しているところだ。人気もなく、たまに暴走族やら性た質ちの悪い連中が入り込んではたまり場にしたり、ホームレスが生活していた。だが住民が苦情を入れたためか一度、警察が立ち入ったので、そういった連中も近寄らなくなった。地元じゃ、自殺した持ち主が夜中に徘はい徊かいしてるとか、死体が壁かべに埋うめられているのでうめき声が聞こえるとか、そういった理由から『お化けビル』なんて呼ばれている。
「そこへ、明日の夕方、学校が終わったら一緒に来て欲ほしいんです」
「……どうして、ですか？」
　四宮は大きく息を吸い込むと、一いつ旦たん止めた。しばらくしてからゆっくりと吐き、静かに言う。
「──大事な話が、あるんです」
「大事な……お話、ですか」
「もし、桐崎先輩のご都合が宜よろしければ、是ぜ非ひ、お願いします」
　真しん摯しに、頭を下げる。桐崎は少し戸と惑まどうように、沈ちん黙もくした。
「……ここじゃ、ダメなんですか？」
「はい。誰だれも来ない場所で、お話ししたいんです」
「……、あの、でも、四宮さん、私──」
　顔を上げると、四宮は、迷わず桐崎の手をとった。驚いて、目をしばたたかせている桐崎へ、奴は言う。
「お願いします。本当に、大事な話なんです」
　真っ直ぐに見つめていた。純じゆ粋んすいな光が満ちる、汚けがれようのない瞳ひとみをしている。
「…………」
　桐崎はしばらく、呆ぼう然ぜんとしていた。だが、やがて、徐じよ々じよに視線は落ちていき──、
「……分かりました」
　と答えた。
「ありがとうございます！」
　満面の笑えみを浮かべて、四宮は、桐崎の手を握ったまま振る。
「嬉しいです！　あの、絶対、来て下さいね。明日、校門の前で、桐崎さんを待ってますから！」
「……あ、あの、手」
「あっ──」
　慌てて離はなすと、照れを隠すように、四宮ははにかんだ。
「……すみません」
「いえ、あの──きっと、行きますから」
　少し顔を赤らめて、桐崎は、微笑ほほえんだ。
「お願いします！　では、僕ぼくはこれで！」
　深々と頭を下げると、四宮は、その場を去っていく。
「…………」
　黙だまったまま佇たたずむ桐崎は、その場に一人となった。
　タイミングを計るなら、今がベストだろう。
　だが、何故かオレの足は、動いてはくれなかった。
　体の奥おく──いや、遥はるか底の方から湧わきあがる何かが、また、オレを束そく縛ばくしている。そのせいで、オレは、急速に桐崎と関かかわることを避さけようと思い始めていた。
　妙に気に入らなかったのである。さりげなく「桐崎さん」と呼び方を変える四宮の言動も、それに対して特になにも突っ込まない桐崎の反応も。
　……いや、いや。それがどうした？
　オレは自分で自分に問いかけた。もう一度言うぞ。それが、どうした？
　どうもしない。
　だけど、オレの意思とは反対に、足は反対の方向を向いていた。
　そのまま、その場を離れていく。
　おい、桐崎に警告しとくんじゃなかったのか？　四宮は、実際、酷い奴なんだって。何人も女を傷つけてきた、最低の人間なのだと。
　オレはオレに答える。そのつもりだった。でもやる気がなくなった。
　どうしてだ？　そう問いかける自分へ、
「……うるせーよ」
　と、オレは呟いた。
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　大体、四しの宮みやがどんな奴だろうと、桐きり崎さきに敵かなうはずはないのだ。
　凶悪な暗殺者も、一流の腕をもつ剣けん士しも、あいつを倒たおすことは出来なかったじゃないか。あいつがそうそう誰かからいいようにされるようなタマなら、とっくの昔に野垂れ死んでいるはずだ。
　だから、オレは何も伝えなかった。色々と考えるのは億おつ劫くうだったので、そういうことにしておいた。
　桐崎なら大丈夫だろう。そもそもオレは、そういう、人と関わることを鬱陶しがっていたはずだ。あいつの事情はオレには関係ない。
　そんな風に、自分自身へ、納なつ得とくがいくような説明をしている自分にも腹が立っていたが、どうしようもなかった。
　もう、ほっとこう。
　そう思った。
　……はずだったんだが。
「オレは、なにをしてるんだろうな──」
　自己嫌けん悪おに襲おそわれつつ、ため息をついた。
　時刻は夕方。
　場所は、明めい答とう学がく園えん近くの、空きビル。
　通つう称しよう──お化けビルだ。
　表から入ってくる奴らに気付かれないよう、物もの影かげに隠れ、蚊かや突つき刺すような日光と戦いながら、オレは待っていた。
　誰を？　決まっている。
　桐崎と、四宮だ。
「……結局、何をどうしたいんだ？　オレは」
　自分で自分を叱しつ咤たする。わかんねえ。ここ最近に起こっていることは、己で判断つかぬことばかりだ。正直、誰かどうにかして欲しい。
　まあ、いい。
　細かいことを考えるのはやめだ。オレは、四宮が本当に五月さつきの言うような最低の人間なのか、確かめるためにここへ来た。なんで？　とか、あの時、桐崎に話して、後で詳細を聞けばよかったんじゃないか？　とか、この情報だけで、実に突っ込む部分が沢たく山さんあるような気もするが、そこは流すことにする。っつーか、いちいちうるせぇんだよ、オレ。ああもう。セルフツッコミほど虚むなしいもんはない。
「……しかし──」
　二人が来るまで暇ひまなので、考えに耽ふける。
　こんなところに呼び出して、四宮は桐崎をどうするつもりなのだろうか。
　単純に暴力を振るうだけなら、別にわざわざ、こんなところで待ち合わせをする必要はない。適当に仲良くなった頃を見計らってやればいい話だ。
　だとすれば、他に目的があるはずだ。
　それはなにか？
　……考えられることは、ある。
　五月が、オレと話していた時に、言っていた。
　四宮は、自分が傷つけた女の弱みを握にぎっていた可能性がある、と。だから、奴と付き合っている女はどれだけ暴力を振るわれても何も言わなかったし、最終的に入院するところまでいったのに、警察へ訴えることさえもしていない。
　女がそこまでして、バラされたくないと思うものはなにか？
　私生活や、人に知られたくない趣しゆ味みの暴ばく露ろ、犯罪の記録──幾いくつか思い当たるものの、どうにも腑ふに落ちない。どっかの【組織】じゃあるまいし、一いつ介かいの高校生が、そこまで都合よく、他人のあれこれを、それも何人も、知ることが出来るものだろうか。
　だとすれば、方法は一つだ。
　知ることが出来ないのであれば、弱みを作ってしまえばいい。
　仲良くなった女を、人気のない場所へ呼び出す。
　四宮いわく、『大事な話があるので、来て欲しい。誰にも見られたくないので、人気のない場所で』。
　こう聞いて、それが恋れん愛あい感情をもつ親しい相手なら、誰もが幸せな結末を想像してその場へ赴おもむくだろう。
　それが、四宮の狙ねらいだ。
　あいつは恐らく──そこで女を襲い、無理やりに事へ及ぶはずだ。
　そして、全すべてが終わった後、相手へ向かってこう言うわけである。
『今までの行こう為いは、全部、ＤＶＤに撮とってある。住所と名前込みで、ネットにバラされたくなけりゃ、僕の言うことに逆らうな』
　実に典型的で、チープだが、しかし、確実性のある脅おどしだ。これでまんまと、四宮は、自身の暗い欲望を発散させる奴ど隷れいを手にするわけである。
　……ま、全部、推論だが。あながちそう、間ま違ちがっているわけでもないと思う。
　しかし、もしもそれが本当なら、四宮は桐崎を襲おうとした時点で返り討うちに遭あうだろう。そして真実を告白する様子を逆に撮られ、女たちの記録ＤＶＤを回収後、そのまま警察へ直行だ。
　この筋書きだと、オレの出番はないように思えるが──まあ、もしも桐崎が油断した場合に備えてのことだ。
「……っと」
　いい加減、待ちくたびれたところで、オレはその場にしゃがみこんだ。
　ビルへと入っていく、二人組みの姿が見えたからだ。間違いなく、桐崎と四宮だった。
　二人が中に消えて数秒。オレは気付かれないようにこっそりと、後をつけていく。
　桐崎も四宮も、言葉一つ発することなく、進んでいった。
　朽くちかけた階段を上がり、そのまま二階へ。
　元々は会議室か何かがあったのだろうか。だだっ広い部屋へと、入っていく。
　コンクリートの打ちっぱなしである室内はひどく暑く、まるで蒸むし風ぶ呂ろのようだった。オレは額から流れる汗あせを拭いつつ、入り口横の壁に張り付いて、二人の様子を見守る。
　ガラスの無くなった窓から、かすかに、ひぐらしの声が聞こえていた。
　それ以外は、まったくの、静せい寂じやく。風もなく、無言の時は続いていた。
「……桐崎さん」
　そしてついに、四宮が口を開いた。
「は、はい」
　やや緊きん張ちようした面おも持もちで、桐崎は、姿勢を正す。
「まずは来て下さって、ありがとうございます」
　四宮が、馬ば鹿か丁てい寧ねいなまでに頭を下げた。
「いえ、そんなこと──それで、お話って、なんでしょう……？」
「は、はい」
　頷いたものの、四宮は、また口をつぐんでしまった。奴が言い出さなければ桐崎はどうすることも出来ず、ただそこに佇む。
　……いいからさっさとしろよ。
　苛いら立だちを誘う間の悪さに、オレは歯は噛がみした。いっそもう、飛び出していこうか？　いや、待て。そもそもオレが出る必要はどこにもない。
　とりあえず、落ち着け。
　自分にそう言い聞かせ、息を整える。
　四宮は、辺りを見回し、誰かいないかと探さぐっているようだった。
「……四宮さん？　どうかされました？」
「あ、いえ。ごめんなさい。えっと……ですね」
　頭を掻いた後、顔を俯うつむけたまま、また一分ほど黙り込む。だが、やがて、四宮は面を上げた。緊張した表情で、
「桐崎さん、後ろ、向いてもらえますか」
「……後ろ、ですか？」
「すみません。ちょっと、言い難にくいことなので。決心がいるんです」
　苦くし笑ようする四宮。……ちょっと不ま味ずいな。背中を見せるのは、襲ってくださいと言っているようなものだ。どうするか。
　迷うオレを差し置いて、桐崎は素す直なおに頷いた。
「……こう、ですか？」
　踵きびすを返し、壁の方を向く。四宮が、「はい」と言った。
「ありがとうございます。……うん」
　軽い、咳せき払ばらい。
　桐崎は不安がるようにちらりと後ろを見たが、また視線を戻もどした。
　四宮は、細く息を吸い込むような動きを見せる。
　そして、肺一いつ杯ぱいに空気を溜ため込んだ後──、
「桐崎さん！」
　大声で言って、一歩踏み出した。
「は、はい」
　答えた桐崎へ、少しずつ、近付いていく。その距離は、だんだんと短くなっていった。
　四宮が、足を止める。息が首筋にかかるくらい、二人は接近していた。
「……お話、というのはですね」
「……。はい」
　何か、大きな事を始める者特有の、緊張を孕はらんだ硬かたい顔つきをする四宮。ゆっくりと、桐崎の首へ向かって手を伸ばしていく。
「……っ」
　ダメだ。どういうわけか、桐崎は気配に気付いていない。オレが教えるしかない！
「桐崎さん──！」
　そのまま、四宮が、首に手をかけようとした瞬しゆ間んかんに、
「桐崎っ！　後ろを向け！」
　オレは、飛び出だして、口を出していた。
「……え、クギト？」
　こちらを見て、驚おどろきに満ちた顔をする桐崎。だが、そのまま、四宮は桐崎の──
「桐崎──ッ！」
　──【両肩】を掴つかむと同時、自分の方を向かせて、勢いよく頭を下げた。
「僕と、正式に、お付き合いして下さい！」
「…………」
　…………。
「……は？」
「クギト──どうして、ここに？　どうなってるんだ？」
　呆然とする桐崎。そんなもん、オレが訊きたい。
「え？　クギ──わっ、乃の出で先せん輩ぱい!?　どうしたんです!?」
「え、あ……は？」
　事態がよく飲み込めない。ど、どういうことだ？
「し、四宮……お前、桐崎を襲おうとしたんじゃないのか？」
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　思わず、間の抜ぬけた質問をしてしまう。
「ぼ、僕が？　どうしてそんなことを？　するわけないじゃないですか」
　自分を指差して、四宮は、心外だと言うように、眉間に皺を寄せた。
「乃出先輩こそ、どうしてこんなところにいるんです？　もしかして、つけてきたんですか？」
「いや、オレは、なんつうか──」
　ちょっと待て。一旦、話を整理させてくれ。
「……四宮、ちょっといいか？」
「な、なんです？」
「お前、前の学校で、付き合ってた女を全員、ズタボロに傷つけてたってのはマジなのか？」
「はっ!?」
　理解不能な言語を聞いたとでもいうように目を見開き、四宮は桐崎を見た。そして、思いっきり首を振る。
「し、してませんよそんなこと！　乃出先輩、僕のことが嫌いだからって、そんなデマを言うことないじゃないですか！」
「いや、でも、オレはだな」
　どういうわけだ？　しかし、五月は確かにそう言っていた。嘘をついていたようには思えない。
「……ちょっと待って下さい、乃出先輩」
「なんだ？」
「その情報は、噂うわさで聞いたんですか？　それとも、誰かに話された？」
　何かに感づいたかのように、四宮がそう言う。その顔は、正体がバレかけて取とり繕つくろっているようには見えなかった。
「……あ、ああ。いや、数日前に、お前の幼馴染みから──」
　そこまで言って、オレは、ようやく気付いた。
　四宮がホラを吹ふいているようには見えない。だが、実際、何者かに傷つけられた女はいた。だとすれば、結びつく答えは一つだ。
　四宮と付き合っていた女が、度たび重かさなる暴力で入院しているのは事実。しかし、それを、四宮本人がやったと、オレに言ったのは──
「……だから、言ったのに」
　その瞬間、オレは、背中に鈍い感かん触しよくを覚えた。
　通常、慣れるはずはない。だが、しかしそれでも、オレにとっては、【馴な染じみ深ぶかい】、その衝しよう撃げき。
「おま……え……」
　思わず振り返る。──だが、前方から更さらに、【その金属】は、オレの横腹を突き刺さしていた。
「クギトッ！」
　桐崎の声が遠く聞こえる。オレは、痛みより先に、ショックで仰あお向むけに倒れ伏ふくした。
「だから──別れた方がいいって、言ったのに」
　オレを見下ろしながら、そいつは、言った。
　数日前とは打って変わり、不気味なほど感情の失うせた顔と、氷ひよ刃うじんを思わせるような鋭するどく危あやうい光を宿した瞳をもち──色素の抜け落おちた唇くちびるから、言葉を紡つむぎ出す。
「わたし、忠告しましたよね。それなのに、防げなかった上、わたしのことバラしちゃったんだから、仕方ないですよね」
　夜闇やみに浮うかぶ月のような不気味さで、唇を歪ゆがめて、彼女は──
「……貴方あなたもう、用無しだから、死んで下さい」
　
　──五月朝とも芳かは、その手に血塗まみれの包丁をもったまま、微笑んだ。


「と、朝芳……！」
　四宮が情けない声を上げて、その場に尻しり餅もちをついた。震ふるえる指先を、五月へと向ける。
「ど、どうしてここに……!?」
「びっくりしちゃったよ、タッちゃん。わたしに何も言わずに転校しちゃうんだもん。近所の人に訊きいて、タッちゃんが引っ越した先の街にある高校、全部電話をかけて調べたんだよ」
　ぞっとするほど冷たい笑みを浮かべたまま、五月はオレの横を通り過ぎた。オレはうめきながら、その行く末を目で追う。立ち上がれない程ほどじゃないが、今、下手に動けばまた刺されるだけだ。
「ねえ、タッちゃん、わたし言ったよね」
　血の滴したたり落ちる包丁をだらりと下げて、幽ゆう鬼きのような足取りで、それでも一歩ずつ確実に、五月は四宮へと近付いていく。
「わたしは本当に魅みり力よくのない女の子だから、タッちゃんに相手にされないのは当然。でも、タッちゃんが変な女の子と付き合って傷つくのは見てられないの。だからわたしが調べてあげる。タッちゃんに相応ふさわしい女の子を選んであげる。そう言ったよね」
　その瞳は──初めて会った時のような、理性をもつ人間のそれではなかった。
「な、なに言ってんだよ……」
　奥おく歯ばをがたがたと鳴らしながら、四宮は掠かすれた声で言う。
「そ、そうやってお前、僕が付き合った女の子を皆、ボロボロにしたじゃないか！」
「だって仕方ないじゃない。皆みんな、皆皆、酷ひどい女の子ばかりだったんだもの」
　口元は歪められたままだ。しかし、五月のその目は、決して笑ってなどいなかった。
「どいつもこいつもタッちゃんが付き合うには不似合いな、ろくでもない女ばっかり。飯いい島じま紗さ枝えは友達と一緒に万引きしていたし、一いつ色しき加か奈なは煙草たばこを吸ってたんだよ。植うえ草くさ純じゆんなんて、お父さんが犯罪者だったんだよ。知ってた？　そんな女の子と付き合ったら、タッちゃんまで悪い人間にされちゃうよ」
「……お、大きなお世話だよ」
　ようやく立ち直ってきたのか、四宮は立ち上がり、桐崎を守るように手を横に出すと、言い放った。
「僕が誰と付き合おうが、お前となんの関係もないじゃないか」
「関係ない……？」
「そ、そうだよ。正直、僕は転校するって知った時、ほっとしたんだ。これでお前と離れられる。もう、手出しは出来ないって」
「酷いこと言うのね、タッちゃん」
　呟くように言って、五月は続ける。
「わたしはタッちゃんのことを心配してるんだよ。こんなにドジで頭も悪いわたしと、タッちゃんは小さい頃からずっと一緒に居てくれたから。好きで好きで好きで、どうしようもなくて、すごく好きで、どうにも出来なくて、たまらなく好きなのに、応こたえてくれないって分かってるから、だから、せめてタッちゃんが幸せになれるように努力しようって、そうやって頑がん張ばって、一いつし生よう懸けん命めい頑張って頑張って、頑張って頑張って頑張って頑張って頑張って頑張ってそれなのにそんな酷いことを言うの？」
「と、朝芳……」
「酷いじゃないタッちゃん。関係ないことないじゃない。わたしが一番タッちゃんのことよく知ってるんだよ。タッちゃんのことを一番よく知ってるのはわたしなの。だから関係ないことないじゃない。関係ないなんてどうして言うの？　関係ないことない。関係ないことない関係ないこと」
「お、おい！」
「関係ないことないじゃない！」
　突とつ然ぜん大声を上げて、五月は、俯けていた顔を上げた。
「わたし、タッちゃんが好き！　タッちゃんのことならなんでも知ってる！　タッちゃんがサッカー好きなことも、朝ごはんは月曜と火曜がご飯とお味み噌そ汁しると目玉焼きで水曜と木曜日がトーストとジャムとゆで卵と牛乳で金曜日だけ近くに売ってるお店で買ってきたお惣そう菜ざいパンで、土曜と日曜はお昼まで寝ねてて食べなくて、だからわたし、そういうのダメだからお弁当もっていって玄げん関かんに置いておいたよね。それにゲームが好きでアクションが大好きで、だからわたし上手になろうとして何度も何度も挑ちよ戦うせんして腕とかすごく疲つかれてそれでもタッちゃんが喜んでくれると思って。後、タッちゃんが犬が飼いたくて雑誌とか沢山買ってるけどお母さんが動物が嫌いでダメなことも知ってるし、夜中になんのアダルトビデオでどんなオナニーするのとかそういうのも全部知ってるんだよ。ねえ、だからわたしが選んであげるの。タッちゃんが付き合うのに相応しい女の子を、タッちゃんのこと一番分かってるわたしが選んであげるの。それって正しいことだよね。何にも出来ないわたしがタッちゃんのためにやれること、それくらいしかないもんね。ね、そうでしょう？」
　ほとんど一息で、怒ど涛とうのごとく口から流れ出た台詞せりふの波に、四宮は圧倒されていた。ようやく取り戻した意気も瞬またたく間まに消きえ失せて、その場にまた、腰こしを落とす。
「や、やめてくれよ……。お前のそういうので、僕はどれだけ苦労してるのか。た、たかが、家が隣だっただけじゃないか。遊んでたのだって、小さい頃だけだし、なんでそれで、そこまでされなきゃいけないんだよ」
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「タッちゃんが好きだからだよ。好きで好きで好きで、愛して愛して愛して、どうしようもなく好きで仕方ないから、だからここまでするんだよ。ねえ、それなのにどうして黙って転校したりして、また、わたしになんの断りもなく女の子と付き合ってるの？」
　包丁を握る手に、力がこもる。五月は、それまで四宮に向けていた視線を、桐崎へと一いつ瞬しゆんで傾かたむけた。まるで操あやつり人にん形ぎようのような、不自然な動きのように思える。
「ちゃんとわたしに相談してよ。好きになった女の子のこと相談してよ。わたしが判断してあげるから。タッちゃんが付き合うに相応しいかどうかテストしてあげるから」
「お、おい、よせ……桐崎さんは、やめてくれ」
「そんなに大事なの？　それならなおさらだね。まあ顔は合格。スタイルもいいかな。肌はだも綺き麗れいね。今までタッちゃんが付き合ってきた女の子の中では一番かも」
　桐崎を視界に収めたまま、五月は淡たん々たんと言った。
「ずっと監かん視ししてたけど性格も合格ね。頭も良い。羨うらやましいくらい」
　……そうか。オレは、今いま更さらながら気付いた。四宮が桐崎をここに呼ぶ時、妙に周りを気にしていたのは、人目を避けたかったんじゃない。こいつに、今日のことを知られたくなかったんだ。五月が住んでいると言っていた街からこの明めい答とう市しまでは結構な距離がある。本来ならありえないことだ。しかし、それでも──その、『もしかしたら』という可能性にさえ怯おびえるほど、五月のことを恐おそれていたのだろう。
「──でも桐崎さん、やっぱりダメですよ」
　その瞬間、オレは、総毛立つのを感じた。
「貴方の目が、気に入らない」
　五月の、桐崎へ向ける目──それには見覚えがあったからだ。
　数日前の、祭りの夜。オレが見た、どうにも集団から浮いて見えた一人の女。
　あれは、五月だ。
　その時は気になった理由を、雰ふん囲い気きだとか、曖あい昧まいな印象で誤ご魔ま化かしたが……ようやく分かった。
　目だ。
　あの時、五月は、今と同じ目で、四宮のことを──いや、正確に言えば、桐崎のことを見ていた。
　その──殺意を込めた、視線で。
「貴方、なにか大きな隠し事ごとをしていますね。わたしには分かるの。全部分かるんだから。ねえ、秘密をもつような女の子が、タッちゃんを幸せに出来るはずがないですよね。貴方、不合格です。認められません」
　桐崎は、ちらりと四宮を見た。その桐崎の表情は突然の事態に戸惑い、怯えているようにも思えるが、しかし、オレには分かる。焦あせっているのだ。四宮という、部外者が居る中で、自分の本ほん性しようを表すことは出来ない。早い話が、今の桐崎は、どんな状じよう況きようにしろ、普ふ通つうの女を演じ続けなければならないのだ。
　……ちょっと、やべえか。
「そんな女の人が、タッちゃんと少しでも付き合っていたなんて──許せません」
　一歩、五月は、桐崎へと近付いた。
「ひっ……！」
　四宮はすっかり圧倒されてしまい、五月のそんなちょっとした行動にも派手に反応し、腰の抜けた状態で下がった。自然、桐崎は一人になる。
「タッちゃんはわたしが認めた人としか付き合わないの。恋こい人びとにならないの。愛さないの。わたしが許した人だけ。わたしが許せる相手だけ。だから貴方は不合格」
　血走った目が、まるで刃物のように鋭く、桐崎を射い貫ぬく。
「……よくもタッちゃんを惑まどわしましたね。罰ばつを与えます。とても痛い罰を」
　腕を振る。銀光が煌きらめき、包丁の、よく研とがれた刃が、夕ゆう陽ひを照り返した。
「──醜みにくくなって。二度とタッちゃんが、騙だまされないくらいにッ！」
　地面を蹴る。──以前会った時からは考えられない程の機き敏びんな動きで接近し、五月は、包丁を振り翳かざした。桐崎が、目を見開く。
「っ──桐崎！」
　タイミングを見計らい、オレは、完全に回復した体で突っ込んだ。手を伸ばす。ギリギリ、間に合うかどうかという距離だったが──
「……ッ！」
　どうにか、五月の体を掴むことが出来た。動きが止まる。そのまま羽は交がい絞じめにしつつ、立ち上がった。
「貴方……っ！　死んでなかったんですかっ！」
「どうにか、おかげ様でね」
　暴れる五月をどうにか押さえながら、オレは言う。
「お前、さっきから聞いてたが、相当に言ってることがデタラメだぜ。ちょっとくらい常識ってもんがないのかよ」
「うるさい！　うるさいうるさいうるさいうるさい！　離せ離せ！」
　物もの凄すごい力だ。このほそっこい体に、よくこんなモノが眠ねむっていたもんだと思う。
「ったく、絶ぜつ妙みようなくらいに化けやがって。大たい概がいオレも『その手の輩やから』には慣れたと思ってたが、見事に騙された」
「離せえええええええええ！」
　オレを見上げるその目は、既すでに正気を失っている。これはもう、病気の域だろう。
「わたしはタッちゃんが好きなの。愛してるの。愛してるの愛してるの愛してるの。だから守りたいの。だから選んであげるの。わたしがタッちゃんを幸せにしてあげるの。だからテストするの。なのにどいつもこいつも最低で劣れつ悪あくで浅せん薄ぱくで愚ぐ鈍どんで馬鹿でちっともちっともタッちゃんに相応ふさわしくないから！　だから傷つけてやった！　ボロボロにしてやった！　足を砕いて顔を刻んで骨を折って内臓抉えぐってそうすれば不細工になるの、もう、二目と見られなくなるの！　そうなったらもう二度とタッちゃんに近付けないでしょ？　タッちゃんは騙されないでしょ!?　だからわたしは悪くない！　タッちゃんを愛してるんだからタッちゃんを守りたいんだから！　だからわたしは！」
「ああ、分かった分かった。お前が四宮を好きなのは分かった。でもそのために何の関係もない奴を傷つけたってしょうがねえだろうが。狂くるってるなら狂ってるで、もうちょっと分別つけたらどうだ」
　まあ、分別ついてる狂きよ人うじんというのもおかしな話だが。
「うるさい……ッ！」
　獣けもののような唸うなり声ごえを上げる。その瞬間、オレは、まずい、と悟さとった。
「うおっ──」
　体が突然重力を失ったかと思えば、視界が回転し、背中の衝撃と共に天てん井じようが見えた。……おいおい、嘘だろ。女子高生が、大の男をぶん投げるか？　普通。
「醜くなれぇえええええええええええ！」
　金切り声を上げ、血走った目で、五月は桐崎へ向けて包丁を振るった。ああ、もう──！
「くそったれッ！」
　オレは、地面に手をつくと、勢いよく立ち上がった。
「ぐっ……ッ！」
「クギト！」
　軽い衝しよ突うとつ。それと共に、胸の辺りへ深い痛みが走った。当然ながら、オレが桐崎と五月の間に立ち、盾たてになったのである。
「貴方……馬鹿なんですか!?　こんな女のために！　どいて！　どいてよ！」
「……うるせぇな」
　ぼとぼとと音を立て、体から血が滴り落ちる。オレは、大きく息を吸ってから言った。
「てめぇには分からねぇだろうがな──この女は、こんなところで死ぬわけにはいかねえんだよ」
「なに……？」
「もっと大事な目的のために命張ってんだ。てめぇみたいなつまんねえ奴に、つまんねえ理由で殺されるわけにはいかねえ」
　そして強く、睨にらみつけた。
「だから、オレはそれまで、こんな女のために──いくらでも、命くらい賭かけてやるよ」
「……どいて」
「どかねえな」
「どいて！」
「どかしてみろよ！　やれるもんならな！」
「どけえええええええええええええええ！」
　狂きよ気うきの咆ほう哮こう。五月は、もっていた包丁で、オレの体をもう一度刺さした。当然痛い。しかもそれだけで終わるわけもなく、更に五月は、包丁を抜き取ると、次手を繰くり出そうと構えをとる。オレは舌打ちした。まだやるのかよ！
「……クギト！」
「なんだよ！　今ちょっとそっちと話してる暇が──」
「クギト、そこをどけ！」
「はあ!?」
　なに言ってんだお前は──と言おうと思い、はたとそこで気付く。桐崎の、口調が変わっていることに。……なるほど。そうかい。
「いいのかよ、桐崎!?」
「つまらん心配をするな。──貴様の、窮きゆ地うちだろう！」
　唇の端はしが、自然に、上がっていった。
「……いけるんだろうな！」
「当たり前だっ！」
　その台詞だけで、充分だった。オレは、新たな一いち撃げきを加えようと五月が包丁を振り被かぶった刹せつ那なを狙い、体を横へどけた。地面に倒れ伏す。五月の攻こう撃げきが、真っ直ぐに突き出されたその時、
「まったく……！」
　軽く、鈍にぶい音。オレは、仰向けになったまま、その光景を見た。
「人の男を、よくも好き放題してくれる──」
　自身へ刃が届く寸前で、五月の手首を捕つかまえた桐崎が、囁ささやくように言う。
「──クギトを刺すのは、私の特権だぞ！」
　……言ってろよ、馬鹿。
「き、桐崎先輩!?」
「なんで……!?」
　驚きよ愕うがくに打ちのめされながらも、五月は素す早ばやく桐崎の拘こう束そくを振り払はらった。直後に体勢を立て直し、筆ひつ舌ぜつに尽くし難い声を上げて無造作に包丁を薙なぐ。だが桐崎はそれをわずかな動きのみでかわすと、逆に踏み込んでボディに拳こぶしを叩たたき込もうと動いた。
「くっ……！」
　五月は咄とつ嗟さに後退。即そく座ざに攻撃へ転じようとするも、断然、桐崎が速い。五月が刃を向ける隙すきどころか、動く暇さえ与あたえずに、次々と徒手での連撃を加えていく。上段、中段、下段、オレには分からないが、恐らく全て急所を狙っているに違ちがいない。刃物を前に少しも怯ひるむことなく素す手でで挑いどむ様は、さすがとしか言いようがなかった。
「よく出来た動きだが、所しよ詮せんは素人しろうと技わざだな！」
　それら全てを五月はどうにか避けていくものの、それ以外の動きがとれそうにもない。当たり前だ。あいつの動きについていっているだけでも表ひよう彰しよう物だろう。もちろん、桐崎は本気ではないだろうが。
「ほら、どうした！　追おい詰つめられていくぞ！」
「く、こ、この！」
　風を切るような音だけが、室内を微かすかに震わせる。じりじりと、五月は部屋の隅すみへと追い詰められていった。そして、
「も──もうっ！」
　遂ついにじれたのか、桐崎の回まわし蹴げりを転がって横へ避けると同時、五月は更に後ろへ向けて跳とんだ。距離をとり、息を整える。
「……どうした、もう終わりか？」
「貴方──何者なんですか？」
　桐崎は、口端を上げた。
「通りすがりの美少女さ。覚えておけ」
「……ふざけて！」
　吐はき捨すてるように、五月が言う。
「やっぱり貴方みたいな人、タッちゃんには相応しくない──！」
「ああ、私もそう思う。だが、貴様にも相応しいとは思えないな！」
「うるさい！　うるさいうるさいうるさいうるさいうるさいうるさぁ──いっ！」
　わめきちらした、次の瞬間。
「もう、貴方なんか、死んじゃえばいいんだぁ──っ！」
　空中へ向けて、五月は包丁を振るった。
「……なに!?」
　いや、違う。オレは、思わず、瞠どう目もくした。
　五月の手から包丁が飛び、そのまま、宙で上方へ向けて【曲がった】のである。
「いけええええええええ！」
　五月の呼び声へ応えるよう、そのまま包丁の刃が【くの字】に方向転てん換かんし、その先を桐崎へ向けたまま落下した。
「くっ！」
　どうにかその攻撃を避け、桐崎はそのままバックする。包丁がコンクリートに弾はじかれて一瞬、宙を舞まった。だが五月が腕うでを振ると、そのまま手の中へ戻っていく。
　地面に、【じゃらり】という音を立てて、包丁を自在に操っていたタネが落ちた。
　それは、細長い鎖くさりだ。話は簡単だ。五月は包丁の柄つかに、鎖を結び付けているのである。それで遠方から、攻撃を加えたというわけだ。
「なんという方法だ……」
　とんでもねえな、おい。っつーか滅め茶ちや苦く茶ちやだ。色んな意味で。
「これでもう、貴方はわたしに近付けません。次で必ず殺してあげますね」
　そう言い放った瞬間、五月の手から、包丁が飛んだ。桐崎はそれをわずかな動きでかわすが、攻撃に転じようとした瞬間、すぐに引ひき戻された一撃が牙きばを剥むく。顔色は変わっていないが、かなり面めん倒どうくさそうに舌打ちした。
「あはは、あははははは！」
　不意に漏れる声。空で舞う包丁を振り回しながら、堪たえきれない感情の波を吐き出すように、五月は笑った。
「あははははははは！　死んじゃえええええええ！」
　桐崎が何度目かの攻撃を避けると、得物を引き戻し、荒あらく息を吐きながら、五月が言う。
「ねえ、タッちゃん！　桐崎さんは死んじゃうけど、安心してね。必ずタッちゃんと釣つり合う女の子が現れるから。絶対絶対、絶対現れるから。だから安心してね。わたしが選んであげるから！」
「…………」
　その時、
「……やれやれ。四宮も相当に不幸だな」
　ため息をついて、桐崎が拳を鳴らしながら言った。
「貴様、さっきからさも四宮を慮おもんぱかっているような台詞ばかり吐くが、実際は違うのだろう」
　その落ち着きが気に入らないのか、五月は気をわずかに静め、表情を歪めながら尋たずねた。
「……どういうことです？」
「貴様は単純に、四宮が自分を好きになってくれないことが気に入らないだけだ」
　桐崎は嘲あざけるように、唇を弓なりに歪める。
「だから他ほかの女を遠ざける。だから他の女を傷つける。自分より可愛かわいい女が居ると不安か？　自分より気き遣づかいの出来る女が居るのは怖こわいか？　自分より優すぐれた女がいると心配か？」
　五月が、目を見開いた。図星か。そのまま、唇から、消え入りそうな声が紡がれる。
「う、うるさい……」
「ふざけるのもいい加減にするんだな。自分を磨みがかず他を疎うとむばかりの女を、誰が好きになると思う。所詮貴様のそれは、現状の自分を認められないが故ゆえの、ただの自己満足に過ぎないんだよ」
「うるさい！」
　オレは、静かに立ち上がった。五月は顔を俯け、肩かたを震わせている。
「好きになって欲しいなら努力しろ。短所を認め、性格を直し、向上に努めろ。貴様がやるべきはただそれだけだ。自分自身と向き合うことから逃にげ出し、安易な方法に頼たよっていいる内は、貴様は永遠に誰からも受け入れられない」
　鼻を鳴らし、桐崎は続けた。
「そんな女が人を幸せにするだと？──貴様は、幸せが何か、本当に分かっているのか？」
「──っ！　うるさあああああああああああああああいっ！」
　遂に爆ばく発はつする。五月は、包丁を振り翳し、桐崎へ向かって投とう擲てきした。
「っ！」
　驚くべきコントロール力で、その刃は先さきは真まっ直すぐと、心臓を狙って走る。
「馬ば鹿か野や郎ろうが……っ！」
　オレはそう吐き捨てると、勢いよく走り出した。桐崎の前に出る。
「クギト!?」
「任せろ！」
　手を広げ、オレは、五月の包丁を受け止めた。深く突き刺さる、不快な感触。
「ぐっ……！」
　だが、それで終わりじゃない。オレは、刃を胸に突き刺したまま、包丁の鎖を掴み取った。
「えっ……!?」
　五月の顔が驚愕に染まる。自分の得物を引っ張り上げようとするが、オレも渾こん身しんの力をこめて握っているので、そう簡単にはいかない。む、無む茶ちや苦く茶ちや痛いなこれ。
「あ、あ、い、いや……」
　何度も何度も引っ張る。少しずつオレは、五月の方へと寄せられていった。だが、もう、勝負はあったも同然だった。
「知ってるか、五月」
　オレは、口元を歪めた。
「知り合いに聞いたが、好きってのは、それが報むくわれないことも含ふくめて、相手のことを大事に思う心なんだそうだ」
　そして、五月は、
「──てめえのそれは愛情じゃあねえよ。頭冷やして、考えな」
　オレの横を通り過ぎる桐崎が、自分の元へ向かってくるのを見て、
「い──」
　広い室内に響ひびき渡るくらい、大きい声で叫さけんでいた。
「いやああああああああああああああああああッ！」


　結局五月は、自分へ迫せまり来る桐崎を見て、貫ぬき手がその顔へ届く寸前、その場で気絶した。
　元々傷つけるつもりはなかったらしく、眼球間近数ミリのところで、桐崎は手を止めていたのだが。いつもながら、見事な腕だ。
　オレたちは五月をもっていた鎖で縛しばり付つけると、とりあえず警察へ通報することにした。
　だがその前に、やることがある。
「……き、桐崎先輩」
　すっかり怯え切っている四宮の前に、桐崎は立った。目を閉じて、深呼吸する。
「……四宮──いえ、四宮さん」
　そして、深々と、頭を下げる。
「ごめんなさい。私、こういう女なので……貴方とは、付き合えないと思います」
「こ、こういう女って」
　どういう女だよ。と問いたい気持ちは、よく分かった。
「詳くわしくは言えません。知っても貴方に得はないと思うから。でも、やっぱり私、普通の男の人と、普通の恋愛をするのって、無理だと思うんです。いえ……しちゃいけない、と思います」
「……あ、あの」
「今まではっきりした態度をとらないで、ごめんなさい。……いくら謝あやまっても許されないとは思うけど、それでもやっぱり、謝らせてください。……ごめんなさい」
　そして、桐崎は、少し顔を上げた。
「……あの、それで、出来れば、今日見た私のこと──誰にも言わないで貰もらえますか？」
　桐崎は、真しん摯しな目で、四宮を見つめた。
　沈黙が続くこと、十数秒。
　四宮は、何かを問おうと口を開いたが、やがて、ふっと息をつくと、首を振ふる。
　どうなることかと見守っていたが、やがて、四宮は頷うなずいた。
「分かりました」
「……ありがとうございます」
「いえ──正直、なんだかよく分かりませんが。うん、あの、僕にはとてもじゃないけど、立ち入ることが出来ない事情が、あるんですね、多分」
　苦笑いをして、立ち上がる。
「でも、知らなかったな……。桐崎先輩が、あんなに強いだなんて」
　まあ、確かにそうだ。普ふ段だんじゃ考えられんからな。
「あ、そ、そうだ。乃出先輩、大丈夫なんですか!?」
「あ？」
　オレは、四宮から慌あわてたように訊きかれて初めて、自分が何度か五月に刺されていることを思い出した。やべ。まあ、別にバレちゃいけないってことはないが、一応ごまかしとくか。
「ああ。まあ、なんだ。どうにか急所は外れてたみたいだな。痛いことは痛いが。そんな大したことはねえよ」
「……そうですか。でも、後で必ず、病院へ行って下さいね」
　本気で心配してくれていたらしく、四宮は安あん堵どして、大きく息をついた。が、その後で苦笑すると、小さく呟つぶやく。
「でも、すごいな……」
「なにが」
　オレが目をしばたたかせると、四宮が、頭を掻いた。
「だって、僕なんて、朝芳が現れただけで腰を抜かして……。桐崎先輩を救うどころか、守るために立ち上がることも出来なかった。それなのに乃出先輩は、刃は物ものを前にして少しも怯むことなく、庇かばおうとしたんですから」
　そして、深々と、オレへ頭を下げる。
「先輩、色々と、すみませんでした。先輩に関して出回っている噂は、全部デタラメだったことがこれで分かりました」
「……どういうことだ？」
「だって」
　顔を上げると、四宮は、悔くやしそうに苦笑した。
「ただ利用しているだけの女性を、ああやって命を張って守ることなんて、出来るはずがないですから」
「……まあ、な」
　真実を知ったら、どういう顔をするだろうか、こいつ。
「乃出先せん輩ぱいは、桐崎先輩を、心から愛しているんですね！」
「…………」
「やだ、四宮さん……」
　桐崎、それはオレの台詞だ。
「……僕なんかじゃ、とても敵かないません。桐崎先輩のことは、諦あきらめます」
　まあ、それが無難だろうな。こんな女、滅めつ多たな男じゃ扱あつかいきれん。オレでさえ時々持て余しているというのに。
「……じゃあ、僕はこれで、失礼します。あの、色々と、本当にすみませんでした」
「いえ、こちらこそ──」
　桐崎と互たがいに頭を下げた後、四宮は、とぼとぼと歩くと、五月の傍そばにしゃがみこんだ。
「……そういえば、結局そいつが、お前と付き合ってた女の子を傷つけてたんだよな」
「ええ、そうみたいです」
「なんで、今まで訴うつたえられなかったんだ？」
　オレの質問に、四宮は、五月をじっと見つめながら答えた。
「僕もそう詳しくは分かりませんが、多分、傷つける前に相手を四六時中監視して、何らかの弱みを握っていたんじゃないでしょうか。朝芳なら、それくらい可能だと思うんです」
　オレは、五月が驚くほど詳しく四宮のことを知っていたことを思い出した。確かに、あれだけ一つのものに固こ執しつする根こん性じようがあれば、四宮のためだと自分に言い聞かし、それくらいはやってのけたのかもしれない。あるいは、あらゆる手を使って自分自身で相手の弱みを作り出すなんてことも、あいつなら実行する可能性がある。げに恐ろしきは人の性さが、ってことか……。とにかく、なんだ。まあ、本当に人なんてものは、見た目じゃ分からないってことだな。ありふれた結論だが。
「おかしいとは思っていたんです。付き合った女の子が、突然に、しかも一方的に別れを告げてきて、しかも学校に来なくなる。その子の家に行けば入院してるって聞かされて。病院では、面会さえしてくれない。それが何人も続いて、さすがに僕も疑問に思って、考えたら、朝芳に辿たどり着つきました。その頃ころにはもう、ほとんど付き合いはなかったし、まさかとは思ったんですが。それで、問とい質ただしに行ったら……」
「真相を聞かされた、ってことか」
「……はい。でも、本当に恐こわかったのは、朝芳が僕と付き合ってた女の子を傷つけてたってことじゃないんですよ」
　四宮が見つめる五月は、あの狂きよ騒うそうからは掛かけ離れたように安らかな顔をしている。……気を失っているのだから、当たり前だが。
「こいつ、僕の追つい及きゆうに対して、隠かくすこともなく、全部話したんです。それで絶句したら、平然と『だって皆みんな、タッちゃんに相応しくないから』……って。正直、ぞっとしました」
　真に恐れるべきは、狂気を自覚している人間ではなく、それを正気と思い込んでいる人間──か。
「それを聞いて、でも、僕にはどうすることも出来なかった。彼かの女じよに一いつ般ぱん的てきな倫りん理り観かんや常識を説いてもしょうがないって思って。警察に通報することも考えました。でも、証しよ拠うこはないし、女の子たちは証言してくれないだろうし──それに、下手なことをすれば朝芳はもっと暴走してしまうかもしれない。そうなれば、僕まで女の子たちみたいになるんじゃないか……いや、今度は命さえも奪うばわれてしまうんじゃないかって怯えてしまって」
　そこで、自じち嘲よう的てきに、四宮は笑った。
「考えてみれば、桐崎先輩を救うだの、なんだの、僕は乃出先輩に偉えらそうなことを言えるような身分じゃなかったのかもしれません。少し、タガの外れた奴やつを前にすればこうなんですから。弱い人間ですね、本当に」
　目を閉じて、吐と息いきと共に、言葉を漏もらす。
「転校するって決まった時だって、問題は何も解決していないのに、これで全部片付いたみたいな気分で……結局、逃げたんでしょうね。朝芳から」
「…………」
　四宮は、しばらく想おもいに耽ふけるよう黙だまり込んでいた。だが、やがてオレたちの方を向いて、
「あの……」
「ん？」
「いえ。……その、朝芳のこと、警察に通報しないで貰えますか？」
「……いや、悪いんだが、それは」
「僕が自分で、連れていきたいんです」
　そのまま、五月の首と腰に手を回して担かつぎ上あげると、四宮は言った。
「本当は、もっと早くにこうすればよかったんです。でも、朝芳のことが恐くて──だから、僕にも悪いところはあったと思います。朝芳がこうなってしまったのも、僕が、はっきりと自分の気持ちを伝えず、彼女を避さけていたところにも原因があるんだろうし……」
「……一連のことを全部、自首すると思うか？」
「分かりません。ただ、少なくとも桐崎先輩を襲ったことは事実ですし、僕も見ています。……後のことはきちんと説得してみますよ。今度こそ、正面から」
「……大だい丈じよ夫うぶなのか？」
　オレの方を向いて、少しだけ笑う。
「僕も少しは、こいつを、受け入れてやらなきゃいけないと思って。そうすれば、朝芳だって、話を聞いてくれると思うんです。乃出先輩みたいに格好良くはいかないでしょうけど……逃げてばかりじゃ、やっぱり、情けないですから」
　そして、ぼそりと、呟くように。
「これでも小さい頃は、何をするにも僕についてきて、可愛いなって思ったことも、あるんですけどね……」
　その言葉を残し、四宮は、去っていった。
「…………」
「…………」
　そうして残る、オレと桐崎である。
「……えー、あー」
　咳払いをした後、オレは言った。
「あの──なんか、悪かったな」
「……どうして、クギトが謝る」
「いや、なんつうか、オレがもうちょっとあいつをどうにかしたら、お前、正体バラさずに済んでたかもしれねえし」
　ナイフは使っていないものの、おしとやかで通している桐崎の表向きの印象を、見事にぶちこわしちまったわけだしな。
　オレは腕を組んで、口の中で、もごもごと言葉を連ねる。
「まあ、相変わらず役立たずでわりぃな、と。四宮と、付き合えてたかもしれねえのにな」
　桐崎は、そんなオレを見つめていたが──やがて、少しだけ笑った。
「……馬ば鹿かを言うな」
「なんでだよ」
　わずかに、視線を逸そらす。
「私は、元から、告白をされたら断ろうと思っていた」
「……そうなのか？　それにしては、まんざらでもない顔してたように思うけど」
「そんな顔、してたか？」
「ほら、四宮から手を握られた時」
「あっ──ああ、あれか……」
　まずいところを見られた、というように、桐崎は頬ほおを染めた。
「あ、あれは、だな」
「おう」
　ごにょごにょと言葉にならないことをしばらく呟いていたが、やがてぼそりと言った。
「……あの、もし、クギトが私の手を握ったら、こんな感じなのかって……つい」
「なんだそりゃ」
「わ、悪かったな！　ちょっと思っただけだ！　大体、付き合ってるのに未いまだに手も握ってくれない貴様が悪いんだぞ！」
　逆ギレかよ。オレが悪いのか？……悪い気がしないでもないが。うーん。しかし手を握るって、そんなに重要か？　オレの手のひらなんて汗あせだらけだし気持ち悪いと思うが。
「……とにかく、でも、断るにしろ、こっちの事情で、気を持たせるような真ま似ねをしたのは確かだ。だから、どんな責め苦を受けようと構わないと思っていた。たとえ逆上して襲おそわれても、それは仕方の無いことだと、こんな場所まで来たんだ」
「仕方なくはないと思うが……」
「いや、一発くらいならいいかな──と」
　一発とか言うな。おっさんくさいな。
「ところで、こっちの事情って？」
　何気なく尋ねると、桐崎の顔が、一気に赤くなった。慌てるような口調で、
「そ、それは、なんていうか、別に……その」
「……その？」
「き、貴様があんまり酷いことを言うから、い、いっそ本当に、他の男と付き合う振りをしたらどうなるだろう、って、その……」
　語ご尾びを濁にごした後、「しかし──」とため息をついた。
「……四宮には、本当に酷いことをしてしまったな。こんなこと、私に許されるわけはないのに。どうかしていたんだ。もちろん、それだけで全てが片付くとは思わないが……」
「……それで」
「ん？」
　オレは、桐崎を見下ろして、こう尋ねた。
「他の男と付き合ってみて、どうだったんだ？」
「っ──！」
　桐崎は目を見開くと、口をぱくぱくとさせて、
「そ、それは……」
「それは？」
「その──」
　ゆっくりと、俯いていく。
そして、オレの服の裾すそを小さく握にぎり、やがて桐崎は、消え入るような声で言った。
「──や、やっぱり、貴様が、一番だと……思う」
「…………」
　喜んでいいのか、悲しんでいいのか。いや、四宮へこいつを押し付けることが出来なくなったわけだし、ここは嘆なげくべきなんだろうが。
「……そうかい」
　オレは微び苦くし笑ようして、桐崎の頭をぽんぽんと叩いた。
「まあ、あれだ」
　軽く吐息をつき、言葉を選びながら、ゆっくりと言う。
「お前が居たら居たで鬱うつ陶とうしいし、居なけりゃ居ないで楽だけど、なんか妙みように落ち着かねえんだよな。……で、どっちもどっちなら、ずっと傍に居た方がマシだ。まあ、これ、随ずい分ぶんと前にも言ったけどよ」
　そうして桐崎を見て、オレは、わずかに笑った。
「──ま、そんなわけだから、もうあんま、オレから離はなれるなよ」
　桐崎は、オレの台詞に目をしばたたかせる。だがやがて、顔を下へ向けると、軽く頷いて、
「──うん、分かった」
　そう、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。そして、その後、何かを思いついたように、
「……な、なあ、クギト、目、瞑つむってくれないか」
　変にどもった調子で、そんなことを要求してくる。
「刺すなよ」
「さ、刺さない！」
「本当だろうな」
「本当だ！　う、嘘うそついたら、私に貴様の思うままの欲望をぶつけてもいいぞ！　どんなプレイでも受け入れてやる！」
「人をドのつく変態のように言うな。……ったく」
　オレは、ため息をついて、目を閉じた。
「これでいいか？」
「あ、ああ。まだ開けちゃダメだぞ」
「へいへい」
　なにするつもりなんだ……？
　オレは、そのままの姿勢で、十数秒ほど待った。だが、何も起きない。
「おい、いい加減、まだ──」
　その時、頬に、妙な感触が伝わった。何か重いものを押し付けられたような、しかし、それでいて柔やわらかかったような……
「……もういいぞ」
　目を開く。頬を触さわるが、特になにもついていない。桐崎を見ると、何な故ぜか、オレと目を合わせようとしなかった。
「……お前、なんかした？」
「し、してない！」
「そうか。なんかさっき、変な感じがしたんだが……」
　首を傾かしげつつ、
「で、結局、なんだったんだ？」
　尋ねると、桐崎は、耳まで真っ赤にして、
「なんでもない。何かしようと思ったが、やっぱりやめた」
「……なんだそりゃ」
「そ、そろそろ帰るぞ！」
　夕陽を浴びた背中を向けて、何故だか足早に、部屋を出て行く。
「……変な奴」
　まあ、いつものことか。
　オレは、そんな風に考えて、ふと、振り返かえった。
　ガラスの無い窓の向こう、秋の訪おとずれを感じさせる茜あか色ねいろの空が、遠く、彼方かなたまで続いていた。気持ちのいい風が吹き、じめついた汗をゆっくりと拭ぬぐっていく。
「なんか──すっきりしたな」
　暑いのは相変わらずなのに、もう、自分の中の苛いら々いらは消えている。あれは結局なんだったんだと、オレは考えた。
「クギト！　先に行くぞ！」
　桐崎が、オレを急せかす。
「わぁーったよ」
　いつもの気だるい声でそう返し、オレは前を向いた。
「……ま、いいか」
　答えの見えない疑問を頭の隅に押しやると、オレはとりあえず、一歩、踏ふみ出すことにした。
最終章　過ぎたる夏の夜のごとし




「暑い……」
　熱帯夜もいいところだった。太陽はとっくの昔にお空の向こうに沈しずんでいるはずなのに、どうしてこうもクソ暑いのだろう。思えば八月が九月になったところで空間がいきなり入いれ替かわっているわけはないのだから、たかが一ヶか月げつ弱やそこらでいきなり涼すずしくなるはずもない。しかしそれでも、何故だか九月にこうまで気温が高いと、騙されたような気分になる。誰だれだ、八月が終われば秋だなんてほざいた野や郎ろうは。
　オレは汗だくになった首筋をタオルで拭いながら、うんざりするようなため息をついた。
　場所は明めい答とう市しの隣となりにある赤あか川がわ市しに属する、箕みの浦うらという小さな町だ。明めい答とう駅えきから電車で一駅ほど行ったところにあり、普段はあまり人気がないが、この時期だけは特別だった。
　オレは大きな欠伸あくびをしながら、目の前の光景を眺ながめる。水面は音もなく流れ、川原に立つ街灯の光を照り返していた。背後では人で賑にぎわう声が聞こえ、夜店の主たちは、景気よく客に呼びかけている。
　九月も終盤に近づくと、箕浦の唯ゆい一いつとも言える名所、この魚うお神かみ川がわで花火大会が催もよおされる。そして近きん隣りんからはそれを目当てに、大勢の人間が集まってくるのだ。普通、花火と言えば八月中にやるものだろうが、他とかぶらないようにという考えかららしい。
　オレは去年まで、そういった行事があるということは知っていたものの、秋祭りと同じ理由で、参加したことはなかった。大体において、情じよう緒ちよを楽しむとか、風流を嗜たしなむとか、そういった類たぐいの行動は、昔も今も、オレに似合ってないのだと思う。
　しかしそれでも、オレがこうしてやってきたのには、勿もち論ろんわけがある。
「クーギトっ」
　オレは、そう声をかけられた瞬間、振り返ると同時に手を突つき出した。
「あだっ！」
　ジャストミート。オレの手のひらは、相手の額を見事に掴つかみ取っていた。そのままぎりぎりと力をこめていく。
「あだ、あだだだ、ちょ、クギ、クギトやめて！」
「オーケイ、離してやってもいい。ただし、お前も今すぐ、その右手にもっている物ぶつ騒そうなもんを下げろ」
　オレは、ＦＢＩにでもなった気分で慎しん重ちように、目の前にいる人物──桐きり崎さきへ向けて言った。
「……分かったよぅ」
　至し極ごく残念そうに言って、桐崎は、その手に隠し持もっていたナイフをだらりと下へ向けた。
「せっかく乙女おとめが後ろから抱だき着いて目め隠かくしした後、『だーれだっ』と問いかけるという典型的な行動をとろうとしているのだから、もう少しマシな反応をしたらどうだ？」
「誰だと問うついでに奇きし襲ゆうを仕し掛かけようとする乙女なんていねえ」
　その言葉に、桐崎は、不満なのかアヒルのように口を曲げた。
「まともな反応をして欲ほしいならまともな行動をとったらどうなんだよ……」
「十七にまでなって、だーれだっ、とか言う奴は、果たしてまともなのだろうか」
「そこで冷静になれるんなら、もうちっと普通に出て来い」
　呆あきれたようにため息をつき、オレは腕を組んだ。
「……ところでクギト、どうだ？」
「なにが」
「これだ、この格好」
　そう言って、その場でくるりと回る桐崎。ふわりと、余った帯が宙に舞う。
「どうって……別にどうも」
「なにを言っている。浴衣ゆかただぞ？」
　そうだな。浴衣だ。紺こんの地に朝顔か。まあ、悪くはないデザインだろうな。よう分からんけど。そういや、祭りの時も見ていたはずだったんだが、あの時はそれどころじゃなかったから記き憶おくにないな。しかし、だからと言って、
「それが、どうした」
「……貴様、ブルマの時も思ったが、本当に男か？」
　訝いぶかしげな目をオレへ向けてくる桐崎。
「どーいうことだよ」
「浴衣だぞ、浴衣！　どうだ、欲情するだろう！　たまらなくないか？　色気を感じないか？　ちなみにいいことを教えてやろう。今の私はノーブラだ」
　うわぁ、まったくもって知りたくもない情報を得てしまった。ただでさえ容量のない脳みそがエラーを起こしそうになる。
「後パンツも穿はいてない」
「おいっ！」
「冗じよ談うだんだ。さすがにそこはまだ早いと思ってな」
　いつかはやるつもりなのか。勘かん弁べんしてくれ。
「な、どうだ？　正直なところを聞かせてくれ」
[image: 画像]
「正直なところか」
「ああ」
「よし、言ってやろう」
　オレは、じっと桐崎を見つめた。あまりに真しん剣けんな視線だったから、桐崎はわずかに頬に紅葉を散らし、照れくさそうに視線を下へ傾ける。そして、
「今すぐ帰りたいから、駅戻もどっていい？」
「今日は腎じん臓ぞうかなー」
「……分かったよ」
　さりげなくナイフの刃先を向けてくる桐崎へ、オレは全面降こう伏ふくの印とばかり、両手を上げた。
「まぁ、悪くはねえよ。そうやってると、お前もちったぁ女らしくなるんだな」
「褒ほめられている気がしないんだが」
「褒めてないからな」
「…………」
　だからナイフを仕し舞まえ。人来るぞ。
「……もう、クギトは相変わらず鈍どん感かんだ」
　ぶつぶつと何かを呟きながら、桐崎は裾すそをめくりあげた。何か妙に膨ふくらんでいると思ったら、きっちりホルスターを嵌はめてやがる。一度くらい刃物を忘れるドジでもやったらどうなんだ。
「大体、貴重な休日になんでこんなところなんかに──」
　オレが嘆たん息そくすると、桐崎は上目使いで言った。
「……忙いそがしかったか？」
　珍めずらしく、人の気持ちを窺うかがうような口調なので、オレは思わず、「別に、そういうわけじゃねえけどよ」と言ってしまった。桐崎はその言葉に、嬉しそうに微笑む。
「だって、夏と言えば、花火じゃないか」
「もう夏は終わったじゃねえか」
「秋と言えば、花火じゃないか！」
「ようするに花火が見たいだけなんだなお前は」
「……うん」
　頷いて、手を後ろに回すと、何故だか顔を背そむける。
「だって、この前の秋祭りは、結局、四しの宮みやと来てしまったし……。いや、それは、私が悪いんだから、仕方のないことなんだが。でも、せっかくだから、クギトと一いつ緒しよに花火を観みるのもいいかな……って」
「……ま、いいけどよ、別に」
　家に居たってやることないからな。
「大体、何時くらいに始まるんだよ」
「もうすぐだったはずだ」
　時計を見て、桐崎は言った。
「……ちょっと、そこに座すわらないか？」
　桐崎が、河か川せん敷しきを指差す。オレは頷いて、そっちへ移動した。
　二人揃そろって、腰を下ろす。隅の方だからか、周りに人はあまりいなかった。
　さっきよりも川が近いからか、せせらぎが微かに聞こえてくる。オレたちはしばらく、無言で景色を眺めていた。
「……そういえば、な」
　不意に、桐崎が呟く。
「この間、四宮がやって来て教えてくれたんだが──五月さつきは、施し設せつの方へ送られるようだ」
「……そうか」
　桐崎は、一応被ひ害がい者しやということで、簡単な事情聴ちよ取うしゆを受けたらしい。それによれば、五月は憑つき物ものが落ちたように、余罪を淡たん々たんと告白していったそうだ。
「私に追い詰められたことも関係しているのだろうが、それより決め手となったのは、四宮が熱心に説得を重ねた結果だろう」
　と、桐崎は言った。五月の自分への想いをきちんと踏まえ、正面から向き合ったのが効いたのかもしれない。とにかく──あいつの精神状態を顧かえりみれば、そんなところじゃないかと思っていた。思えば、五月は色々と問題のある奴だったが、四宮を想う気持ちだけは本物だった。自分を見つめなおすことや、罪を償つぐなうことはもちろん必要だ。でも、全てが終わった後、あいつ自身に何らかの救いがあればいいと思うのは……勝手だろうか。
「後、四宮は、別の学校に転校するらしい」
「そうなのか？」
「ああ。親の仕事の都合でな。昔も一度、同じように短期間で転校したことはあるようだ。……しかし、本人は教えてくれなかったが、恐らく、居辛づらくなってしまったということもあるのかもしれないな……」
　まあ、気持ちは分かる。あんなことがあった以上、桐崎と同じ学校に通うというのはあいつにとって色々と、感情的にまずいところがあるのだろう。
「……私のせいだな」
　沈んだ声で、桐崎が言う。
「私が妙な気を起こさなければ、こんなことにはならなかったはずだ」
「……かもな」
　それは事実だろう。否定したところで、根こん拠きよのない慰なぐさめにしかならない。だけど、
「オレだって悪かったんだよ、多分な」
「……え？」
　足元にあった石を拾う。
「オレが色々と面倒くせえから、結果的に場が混乱していって、こじれちまったんだ」
「どういうことだ？」
「さあ──なっ」
　その石を勢いよく投げると、何度か水面を走り、音を立てて沈んでいった。
「オレだって未だによくわかんねえよ。でも、多分だけど、お前だけのせいじゃない」
「……クギト」
「お前と知り合って、関かかわるようになって、色々と起こって。多分、もう、お前はお前の事情だからなんて、そんなことで片付けてる場合じゃねえんだろうな」
　地面に後ろ手をついて、オレは、空を仰あおいだ。
「お前が何かをやれば、それが小さいことにしろ、大きなことにしろ、オレにも関係してくるんだ。いつからか、そうなっちまった」
　桐崎は答えない。オレは、続けた。
「なのにそれを認めなかったっつーか、そういうことに慣れてなかったから、今回みたいなことになっちまった」
「……そういうこと？」
「自分は、独りじゃねえってことさ」
　だから、と。
　オレは言う。
「だから、もう、全部、オレに言えよ」
　桐崎が、首を傾げる。
「オレに不満があるなら直接言え。怒おこってるならちゃんと伝えろ。オレは自分で言うのもなんだが相当鈍い。直接口で言われなきゃわからねえんだ」
「……言ったら、どうしてくれるんだ？」
「出来ることならやってやるさ。出来ないことでも、出来るように努力くらいはしてやる。面倒くせえけど、お前一人くらいならなんとかなるだろうよ」
　そして桐崎を、その姿をしっかりと視界に収めて、オレは少し笑った。
「──だからもう、独りで突っ走ぱしるな。お前が無む茶ちやをやれば、どうもほんの少し、心配になるみたいなんだよ」
　桐崎は、目をしばたたかせた。
　まるで、知りもしない言葉を、初めて聞いた時のように。
　その意味を必死で探さぐるように、考えて。
　そうして、どうにか、理解して──
「……うん」
　嬉しそうに、笑った。
「ありがとう──クギト」
　その時。
　不意に、空が、輝かがやいた。
　オレたちは、一緒に見上げる。
　闇やみ夜よを晴らすかのように、強い光が、瞬まばたいていた。
　鮮あざやかな色を宿した、花を思わせるその形。
　それはどうしようもないくらい綺麗だが、同時にどうしようもなく儚はかなかった。
「……花火は好きだが、その後は嫌きらいだな」
　次々と上がる大輪の華はなを見つめながら、桐崎は言った。
「あれだけ美しくて、空一面に広がっていたはずの光が、一いつ瞬しゆんで消きえ失うせる──その時、どうしようもなく、悲しくなるんだ」
「…………」
　確かに、そうだ。
　時間にして、一秒、あるかないか。花火は、たったそれだけの瞬しゆ間んかんにしか、輝くことは出来ない。後は塵ちりのようになって、落ちていくだけだ。
　残された空にはもう、闇やみが広がるばかり。こちらを押おし潰つぶすかのような、重く、厚い、暗黒の帳とばり。
「……ま、確かに、ずっと光ってるに越こしたことはねえけどよ」
　オレは、静かに呟いた。
「覚えときゃいいだけの話じゃねえか。消えちまったけど、綺麗なもんは確かにあったんだって」
　桐崎が、こちらを向く。
「誰かが記憶に残していれば、いくらかマシじゃねえか？　少なくとも、最初から何もないよりは……よ」
「……そう、だな」
　やがて、噛かみ締しめるように、そう言った。
「確かに──そうだな」
　派手な音を立て、次々と花火は散っていく。
　オレたちはしばらく、その光景を、じっと見つめていた。
「……ところでクギト」
　なんだか妙な空気になっちまったなと思っていたところに、桐崎が声をかける。
「なんだよ」
「……花火のように一瞬の美しさを、秋の夜に閉じ込めてみたいと思わないか？」
「なにをわけのわからんことを……」
　桐崎が、そっとオレの手を握ってくる。その顔を見ると、頬を朱しゆに染め、何かを期待するように目を潤うるませている。マックスボリュームで、危険を知らせるサイレンが鳴なり響いた。
「……おい、桐崎」
　オレはじりじりと下がるものの──、渾身の力をこめられたその手は、逃のがれることを許さない。
「ま、まて、すこぶる嫌いやな予感がする。いや、これは予感じゃない。確信だ。お前、なにをするつもりだ」
「まあ、そうだな──」
　ぐいっ、と引き寄せられた。そのまま、もんどりうって倒たおれたオレは、あろうことか、桐崎の上に乗っている。だが、襲われようとしているのは、オレの方だった。
　桐崎は、いつのまにかナイフを抜ぬき放っている。そして、柄をその両手へと握ると、蠱こ惑わく的てきな笑えみを浮うかべ、
「──要約すると、久しぶりに、一発ヤらせろということだ」
「あ──」
　全感情をこめた声で、オレは吼ほえた。


「アホかああああああああああああああああああああああっ！」


　しかし絶ぜつ叫きようは、虚むなしくも打ち上げられた花火の音に、かき消されていく。
　……こうしてオレの夏は、本当の意味で、終わりを告げたのだった。
あとがき




　おおきに！　空埜一樹です。
「死なない男に恋した少女　４．～刹那のキズナ～」をお送りします。遂に四巻になりました。
　一巻が発売した当初、「三巻まで続けば御の字だなー」と考えていたんですけども、気付けばとっくに目標を通り過ぎ、しかもまだしばらくは続きそうな気配でございます。それもこれも、冗談抜きにこれまで支えて頂いた読者様のおかげであり、感謝の次第もありません。出来れば終わりまで読んで頂けると幸いです。
　今回は、これまでとは違って大規模なバトルやら壮大な背景やらはありませんが、次までの息抜き的な意味で楽しんでくれると嬉しく思います。ハルの登場を期待していた方には申し訳ありません。
　息子も娘も、一年前には養子にきたばかりのようにどこかぎこちないところはありましたが、最近やっと我が家に馴染んでくれたようで、親としてはほっとしております。キャラの話です。ややこしいな。
　ところで、二巻のあとがきで「今回（あとがきが）六ページもあるんですよ、きついわー」みたいなことを書いたと思うのですが、なんと四巻はめでたく、十ページあります！　これはすごい！　泣きそうだ！　普通に逃げたい！
　……まあ、ページ数の都合上仕方ないのですけども。早いところ、枚数調整が出来るようになりたいです。
　作家なんて偉そうなことを言っても私生活は地味なもので、毎日のように豪邸でパーティをやったり、札束風呂に入ったり、新刊が発売されるだけでニュースになったり、そんなことがあるわけでもなく、普段は家にこもってひたすらパソコンをカタカタやるだけの毎日です。
　つまりなにを言いたいかというと、ネタがありません。
　いや、さすがにまったく起伏がないというわけではないのですが、ウチの犬がやけによく吐くので心配になって病院へ連れて行ったらただの食べ過ぎで腰が砕けそうになったり、仮面ライダーの人形が見つからずに方々探し回った挙句、地元の小さな玩具屋に売っていて、ああ、幸せとは意外に近くにあるものだな、これが青い鳥というやつかそぉい！（怒りのあまり何か重い物を投げつける掛け声）となったりと、まあここに詳しく書くほどのことでもないので、正直困っています。
　ああ……ネタと言えば、最近、歯医者へ通うことになってしまいました。
　数年前に欠けた歯を放置していた結果、最近タクワンを食べていたところ、「がごり」という音と共に、残っていた部分がごっそりと抜けてしまったからです。これはまずいと医者へ駆け込むと、根にヒビが入っているので抜くしかない、とのこと。これ書いている現在、抜歯予定が二日後なんですけども、人生初の体験であるため、あばばばばと恐怖に震えております。四巻が出る頃にはもう治療も終わっていると思うのですが、本気でその日までボソンジャンプしたい気持ちです。皆さんも、くれぐれも歯は大切になさいますよう……それにしても虫歯なら虫歯でしっかり染みたり痛んだりすればいいのに。そうすればもっと早く医者に行ったのに。その気の使いようはなんなんだ。
　とまで書いたところで、まだ三ページしか使っていないことに気付きます。じゅ、十ページって長いな！
　えー……、
　なにかないかなー、
　ん？　なんだこれはって？
　つまり、
　これはですね、
　行数稼ぎで、
　ネタがないなりに、
　なんとかならないという、
　方法で、
　いちいち改行を、
　しているのですが……やめときましょう。担当さんにザキをかけられそうです。まあぼくはキングレオなんで効きませんけど。
　相変わらずゲームをやっています。つい一ヶ月ほど前から、モンスターハンターを始めまして、ちまちまと空いた時間にやる程度なんですが、中々面白くてはまっています。しかしこういう終わりのないゲームというのはやめ時が全く分からず……とりあえず今は、歯のこともあって憂鬱なので一旦止めているのですけども。しかしあれですよね。オンラインとかやってると、皆さん、尋常じゃなく強いですよね。見たこともない武器とか、防具とかで着飾っちゃって、さながら地方から上京して初めて六本木に行った時の気分です。自分ではおしゃれだと思っていた服が急にダサく思えてきちゃったりして、ああ俺なにやってんだって落ち込んで、ついでに学生時代の悲しい思い出とかも蘇ってきて、ますますへこんでしまって、やってらんねえ、なにが六本木だこの野郎、嘘くさいんだよ、この街は全部が嘘くさいよ！　俺は正直に生きたいんだよ！　ってわけのわからない負け台詞を吐いて地元に帰るっていう、まあ何言ってるか途中で全然分からなくなってきましたけど、そんな感じです。
　この本が出る頃には、恐らく都市伝説を捜査しているか、ドラゴンクエストⅨをやっているかもしれません。後者は買うかどうか迷っています。
　やっと半分きました。
　ここらで一つ裏話でも、と思ったんですが、今回は割とすらすら書けてしまったので、仕掛けとかがあまりないんですよね。いや、あるんですけども、あえて語るほど面白いものではないというか。あえて言うなら、○○が使ってた武器は、夜中の通販番組なんかで売っているやたら切れ味が凄いことを主張しているアレです。辞書も断てます。実は戦国時代、合戦場で数百人を斬り倒したと言われる武将のもっていた愛刀の一部を加工したものだという、噂があったりなかったり、なかったりするので、嘘です、すみません。コスモ包丁です。不思議な力でしゃらんらーなので、細かいところを突っ込まないで下さい。
　まあ、四巻の話に戻すと、一巻ではどうしようもないひねくれ野郎だった主人公も、多少は人間的な心が戻ってきたようで、色々と思い悩んでいるようです。まあ、彼に限らず青春というのはとにかくどうでもいいことで悩みがちだと思います。何年か経てば「なんであそこまで苦しんでいたんだろう」と首を傾げることも多いのですが、今、その瞬間を生きている人たちにとっては、大人から見ればほんの些細なことでも、結構重要だったり、辛かったり、逃げ出したかったりすると思います。今だけ我慢すればいいんだよ、と言うのは簡単ですけども、時間というのは気付けば早くに過ぎ去っているものですが、体感している時は膨大に思えるものです。なわけで、憂鬱になったりするのですけども、一歩先じゃなくて、二歩先とか、あるいは、もうちょっと先を見据えて動くと、なんか解決したりするんじゃないかなあ、とぼくは考えています。そういう想いをこめて今回の話を書いたわけではありませんけども、ぼくが主人公の歳であった時に覚えていたような苛々とか、もやもやとか、そういうのを思い出しながら書いたので、それを感じ取って頂ければ幸いです。感じ取れねえよバカ、という人は、残念ですが、仕方ありません。バカっていうほうがバカなんだぞ、としか返せません！　泣くぞ！
　しかし恋愛物を書いていてなんですが、ぼくは生まれてこの方、そっちにはとんと疎く、学生時代もほとんど女性と交流がなかったため、正直よくここまでやれてこれたなと思います。妄想力が強いのかなんなのか、分かりませんけども。しかもぼくは、女性どころか、友達もそんなに多くないし、数年前に行った成人式で、自分の知らないうちに同窓会やっていたことを知ったし、好きだった子は結婚して子どもがいたし……なんか書いてて悲しくなってきましたが、とにかく、人生経験が豊富でない奴は作家になれないという言葉をどこかで聞いたことがあり、女性経験にしろ、なんにしろ、それが本当ならぼくは将来的に大丈夫なんだろうかと不安になります。
　関係ないですけど、ページ数が多いので余計なことまでバラしてしまい、今、急速にぼくの好感度が下落している気がします。大丈夫ダヨー。暗い奴じゃないヨー。
　後、薄々分かっていたことだけど、これもう裏話じゃないですね。すみません。
　ところで、一巻から四巻まで、ナイフ、鉄パイプ、日本刀、包丁、とやってきたわけなんですが、一番ポピュラーである拳銃、というのはまだ出てきていませんね。
　実は改稿前の「死なない男～」では対決を入れていたんですけども、うちの娘が弾丸を斬るという場面で、担当さんから「これはありえないです」と言われて、消去しました。無理なんですかね？　刃物で弾丸を斬るって。明治時代の剣豪はやれたって、史実があるんですけども。ほら、緋村某っていうござる口調の侍が……やれたような……銃口の向きと視線を見れば避けることも容易って……だから……だからなんだって話です。
　まあ、現実では不可能ではあるんでしょうけど、ケレン味という意味では理想ですよね。
　Ｂ級映画とかでは当たり前のように斬ってますけど。しかしああいう作品って、日本刀を超科学の結晶みたいに扱い過ぎじゃないですかね。百人斬りとか出来ないですよ！　某映画では抜刀する時に「シャキイイイン、ジャラアアア」っていうありえない音鳴ってましたし。どこの組織が開発した兵器だよ。まあ、面白いから見てしまうんですけども。
　そうこう言っている内に、ラストスパートです。
　このページを乗り切れば、なんとかなるはずなんだ！　俺は！　それを信じてる！
　俺たちの冒険は、まだ始まったばかりだ！（空埜一樹先生の次回作をお楽しみに）


　こうやって終わって、「一部完」になってるやつの、二部が開始された話を聞いたことがありません。まあ、雑誌の休刊、みたいなものなんでしょうけども。小学生当時、本気でいつか二部が始まるものだと思っていて、よく裏切られました。見込みがないなら、見込みがないって、言って欲しかった……。そうやって子どもは裏切られ……裏切られ続け……いつしか裏切る大人になる……。悲しい……話……。
　そろそろまとまりがなくなってきました。我ながらよくもここまで滅茶苦茶に書き続けていられたと思います。もうちょっとです。
　しかし早いもので、ぼくがデビューしてから一年経ち、いつのまにかノベルジャパン大賞も第三回を終えました。後輩たちに追い抜かれないよう、必死に喰らいついていきたいところなのですが、できればそこそこの位置に居続け、そのうち誰かが爆発的なヒットを飛ばし、その腰にかじりついて生きていく……みたいなのが夢です。この業界、生きているだけで奇跡ですから。
　そうこうやってるうち、ようやくフィニッシュを迎えられそうです。誰かサライ流してください。
　ここからは、恒例の謝辞を。
　まずは、担当のＳ様。毎度、毎度、忙しい中で的確な指示を頂き、ありがとうございます。どうにか原稿も、割合通るようになってきて一安心ですが、まだまだ未熟の身でありますので、これからも宜しくお願いします。五巻も同じように行くことを祈っています。いや、そうします。はい。
　そして、挿絵担当のぷよ様。日を重ねるごとに人気者になられ、今では誰もが知るところとなりまして、弩のつく忙しさの中、またまた美麗な絵を描いて頂きありがとうございます。もう沢山、と思わず、またしばらくお付き合い頂けると幸いです。
　友人のＵ氏、Ａ氏、毎回ここに書いている気がしますが、実際、君たちとの会話が色々と原動力となっていることも多いです。これからも宜しく。でも、そろそろこっちの地獄にきてもいいんじゃないかい？
　友人のＹ氏、最近忙しくて中々会えなかったりしますが、元気にしていますでしょうか。色々と大変なことはあると思いますが、どうにか心折れずに頑張って下さい。誰もが分かっていることですが、謝辞じゃないです。これ。
　ホームページからメールを送ってくれる方々、本当にありがとうございます。心細くなったり、落ち込んだりした時に読み返し、幾度となく元気を頂いております。皆様のおかげでこうして生きていられます。それなのに中々返事をすることが出来ず、申し訳ありません。ゆっくりとやっていこうと思っていますので、気長にお待ち下さい。
　そしてこの本を手にとって頂いた、全ての読者様へ、最大限の感謝を。顔も知らず、話したこともない人達と、作品を通して繋がるというのは不思議でもあり、嬉しくもあります。まだ続くようですので、どうか飽きずにお付き合い下さい。
　あ、立ち読みしている人は早くレジにもっていかないと、数十年後に死へ至りますよ！
　それでは、また、次でお会いしましょう。


ＢＧＭ　「遥か」　六月三十日　空埜一樹
「空ノページ」　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
空埜一樹 先生／ぷよ 先生
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